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平成２８年９月５日 

 

新宿区長  吉住  健一 様 

 

平成２８年度実施の協働事業提案制度による協働事業について 

次のとおり評価しましたので、報告します。 

 

新宿区協働事業評価会 会長  久 塚  純 一  

協働事業評価会委員 

  委員の区分 氏  名 職        名 

１ 学識経験者 
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理事 

３ 関口  宏聡 
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シーズ・市民活動を支える制度を 

つくる会 代表理事 

４ 

区   民 

渡邊  政子 公 募 区 民 

５ 衣川  信子 公 募 区 民 

６ 竹井  陽一 公 募 区 民 

７ 

区内事業所の 

社会貢献部門 

経験者 

伊藤  清和 
元富士ゼロックス東京（株） 

ＣＳＲ部社会貢献推進グループ 

８ 
新宿区社会福祉
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地域振興部長 

（事業担当部長を兼ねる） 

11 村上  道明 
文化観光産業部長 

（事業担当部長）  

12 吉村  晴美 
子ども家庭部長 

（事業担当部長） 
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新宿区協働事業提案制度による協働事業の評価を終えて 

 

新宿区協働支援会議では平成１８年３月に「協働事業提案制度の導入について」・「協

働事業評価制度の導入について」の２つの報告書を取りまとめ、新宿区長に提出しまし

た。協働事業提案制度は、この報告を受け、平成１８年度から導入されたものです。 

新宿区は、基本構想・総合計画でめざすまちの姿として「『新宿力』で創造する、や

すらぎとにぎわいのまち」を掲げ、まちづくりの６つの基本目標の一つとして、「区民

が自治の主役として、考え、行動していけるまち」、また、区政運営の６つの基本姿勢

として、「区民起点の区政運営」・「地域力を高める区政運営」・「参画と協働を基本に区

民の知恵と力を活かす区政運営」等を計画に定めています。協働事業提案制度は、こう

したまちづくりの基本目標等を達成するための具体的な取組みの一つであり、基本構想

に掲げる「新宿力」を形づくる一つの手法として「地域の力」と「多様性」を活かす仕

組みとなるものです。 

協働事業提案制度が推進されることで、多様な主体が担い手となり地域を支える「よ

りよい地域社会」が形成されると考えます。また、区民が様々な分野で参画する地域社

会づくりを進めていくためには、「ＮＰＯ等と区が実施する協働事業によって地域社会

にどのような変化が表れるのか」、「区民の生活の課題がどのように解決されていくのか」

を区民に示していくことが必要です。さらに、事業の計画段階から効果測定に至るまで、

それぞれのステージで客観的に評価を行い、事業実施に反映し、改善に繋げていくこと

が大切です。 

評価については、平成２４年度に実施した協働事業提案制度の見直しにより、評価委

員の拡大、評価委員による視察の導入、評価内容の変更等を行いました。特に、評価内

容の変更については、事業実施１年目は協働の視点により評価を行い、事業実施２年

目・３年目は、協働の視点に加え、「地域課題の解決」・「具体的な成果・効果」・「区民・

地域社会への波及効果」の視点で評価を行うこととしました。 

このような基本認識の下、事業実施２年目２事業と実施３年目１事業の３つの協働事

業を対象に、「計画」・「実施」・「結果」・「反省と改善」の４項目について評価を実施し

ました。 

実施２年目の２事業については、昨年度から引き続き、協働の相乗効果を発揮して事

業に取り組んでいることが確認できました。１年目の実施結果を踏まえ、改善に取り組

んでいることからも、３年目に向けてより効果的な事業となることを期待します。 

実施３年目の１事業については、企業へのワーク・ライフ・バランスの広がり、企業

間のネットワークの形成といった観点からみると課題が残った点もあり、必ずしも多く

の区民に十分に認知されたと言い難い点もあったため、厳しい評価結果となりました。 

今後も、区民の参画や地域との連携の下、協働のまちづくりが促進され、地域課題の

解決が図られ、多様な人々にとって新宿区がさらに暮らしやすいまちとなることを期待

します。 

本報告書は、新宿区協働事業提案制度実施要綱第１１条第２項に基づき、新宿区長に

報告いたします。 

新宿区協働事業評価会 

会長 久 塚  純 一 
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１ 協働事業評価の概要 

   

新宿区では、各主管課において多様な主体と様々な協働事業が進められており、

平成２７年度の協働事業進捗調査では、２４９に及ぶ事業が様々な協働形態で行わ

れています。その中で、協働事業提案制度により平成２６年度から実施されている

「働きやすい職場づくりの情報発信事業」について３年目の評価を、平成２７年度

から実施されている「新宿スポーツ環境推進プロジェクト」と「商店街ホームペー

ジ活性化事業」の２事業について２年目の評価を実施しました。 

 事業の評価については、平成１６年に策定した「地域との協働推進計画」が基本

目標として掲げる「多様で新たな区民ニーズへの対応」や「区民の参画意識と主体

的な区民活動の促進」、「行政の体質改善」に結びつく取組みになっているのか、ま

た、「相互理解」、「自主・自立性」、「対等の関係」等、６つの「協働の基本原則」

を十分踏まえ、事業の目標等が達成できたかといった点から評価を行いました。 

 協働の中身・質を高め、事業の目標や意図する成果を達成していくためには、協

働の当事者が、互いにプロセスや成果を確かめ、議論し合い、相互検証を行うとい

った、一つひとつの経験を積み重ねていくことが大切です。そして、「計画」・「実

施」・「結果」・「反省と改善」といった各事業の場面における評価基準を定め、客観

的にその取組みの評価を行い、実施の場面で改善に繋げていくことが必要です。 

 そのため、評価にあたっては、事業実施団体と区担当課が、協働事業の開始時に

「事前確認書」を作成し、事業の目的や目標、想定する成果等を共有した内容の確

認を行い、協働事業の実施中に「協働事業自己点検シート」・「協働事業相互検証シ

ート」を作成し、事業の振り返りのために自己点検及び相互検証を行いました。 

これらの資料を基に、協働事業評価会が事業実施団体と区担当課へのヒアリング

を行い、第三者評価を実施しました。 

事業の評価結果については、９頁以降に記載のとおりです。 

 

２ 評価の目的 

   

協働事業の評価は、協働の意義を明確にするとともに、それぞれの事業の意図す

る成果の達成状況を明らかにすることを目的として行います。 

 〈協働の意義〉 

① 区民生活にとって効果的な事業を実施すること                              

② 協働を進めるＮＰＯ等と区が相互理解を進め、対等な関係を築いていくこと 

③ 区民の主体的な活動を推進しコミュニティの形成につなげていくこと 

④ 前例の踏襲や組織の縦割りの弊害など、これまでの区の仕事の内容や進め方

を見直す契機とすること 

⑤ 様々な主体の自立性を高め役割分担を明確にしていくこと 

⑥ 協働事業を発展させ、住民福祉の維持向上と住民自治を推進していくこと 

⑦ 区民ニーズに基づく予算化の優先順位をつけるための判断基準の一つにすること 
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３ 評価の手法 

  

（１）評価の流れ 

事業実施団体と区担当課が作成した「事前確認書」を基本に、それぞれ「自

己点検シート」の記入を行い、双方の協力の下、「相互検証シート」を作成し

ます。また、評価時点までの事業の実施概要の提出を求めるほか、受益者から

の評価はアンケート等で把握します。 

     さらに、協働事業評価会委員による事業視察を行い、事業の進捗状況等につ

いても確認を行います。 

これらを評価資料として、協働事業評価会が両者にヒアリングを行い、評価

を実施します。 

 

（２）評価の項目 

２・３年目の評価については、「計画」・「実施」・「結果」・「反省と改

善」の事業プロセスごとに評価を行うとともに、総合評価を実施します。事業

プロセスごとの評価は、主に次の着眼点によって実施します。 

 

（３）評価の公開 

評価結果については、ホームページ等により、広く区民等に公開し、事業の

透明性を図り、更なる協働の推進に結びつけていきます。事業実施団体と区担

当課は、評価の結果により、課題が明らかになった場合には、双方の活動や事

業の実施に反映していくことが必要です。 
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■協働事業の評価にあたっての主な着眼点（２・３年目） 

 

協働事業評価項目 評価にあたっての主な着眼点 

①優れている ②適切である ③課

題はあるが、ほぼ適切である ④不

十分であり改善が必要 ⑤その他 

※評価は、協働することの意義を明確にするとともに、それぞ

れの事業の意図する成果の達成状況を明らかにすることを目

的に、事業実施者（事業実施団体と区の事業担当課）へのヒ

アリングにより行います。 

計 
 

画 

1 

事業における区民

ニーズや課題のと

らえ方 

地域ニーズや課題の共通認識での把握 

2 
事業の成果目標

の設定 

成果目標の明確化と共有、 

達成度を把握可能な成果目標の設定、 

費用対効果からみた事業計画の妥当性 

3 
協働の相手への

期待とその成果 

協働の相手方との問題意識の一致、 

対等なパートナーシップの確立、 

協働による相乗効果の把握と認識の一致 

4 
役割分担の決定

方法 

十分な意見交換のうえでの、協働を有効に機能させるための

役割・責任の分担の明確化 

実 
 

施 

5 

事業の進捗状況

や事業に関する

情報の共有 

事業の進捗状況の確認や意見交換の実施、 

必要に応じた協議のうえでの事業の進め方の軌道修正 

6 

協働の相手との

成果目標の達成

度などの話し合い 

 

目標達成に向けた取り組み状況の共有と検討、 

必要に応じた協議のうえでの目標達成のための手段の見直し

の実施 

結 
 

 

果 

7 

当該事業実施に

おける受益者（区

民）の意見集約 

事業対象者からの意見集約の手段の適切性、 

事業関係者が受け止めた成果から見えてくる課題の整理 

8 
地域の課題解決 

および相乗効果 

地域課題の解決に向けて、協働することによるお互いの補

完、相乗効果 

9 

区民満足度の向

上と具体的な効

果・成果 

質の高い・多様なサービス提供等による区民の満足度の向

上、具体的な効果・成果 

10 
区民・地域社会へ

の波及効果 
事業実施を通した区民・地域社会への波及効果 

11 
今後の課題の把

握および共有 

事業実施を通して浮かび上がった課題や問題点の検証と共通

理解 

反

省

と
改

善 

12 
改善すべき内容

の把握 

改善方法の検討と共通理解、 

今後の事業展開に関する方向性の認識の一致 
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４ 評価の対象 

 

(１) 評価対象団体等 

① 協働事業提案制度による事業実施団体(特定非営利活動法人、市民

活動団体・ボランティア団体などの社会貢献活動団体。) 

② 区の事業担当課 

   

(２) 評価対象事業 

       協働事業提案制度による２８年度実施の３事業 

① 平成２６年度に採択した実施２年目の２事業 

② 平成２５年度に採択した実施３年目の１事業 

   

（３） 評価対象期間 

    ① 平成２６年度に採択した実施２年目の２事業 

平成２７年４月～平成２８年６月 

（平成２７年度実施結果、平成２８年度事業計画・６月末までの実施状況）  

    ② 平成２５年度に採択した実施３年目の１事業 

            平成２６年４月～平成２８年６月 

（平成２６・２７年度実施結果、平成２８年度事業計画・６月末までの実施状況） 

  

  (４) 評価の実施経過 

平成２８年 

５月 

事業実施団体と区に自己点検・相互検証シート作成依頼 

事業実施団体と区がそれぞれに自己点検を実施 

５月１２日 
協働事業評価視察会（於：新宿スポーツセンター） 

○新宿スポーツ活動推進プロジェクト「走り方講演＆実践指導」 

６月２・３日 事業実施団体と区が自己点検の結果をもとに意見交換し、相互検証を実施  

６月１０日 

協働事業評価視察会（於：産業会館） 

○商店街ホームページ活性化事業「商店会総会での事業説明について

報告」 

６月１７日 

協働事業評価視察会（於：男女共同参画推進センター） 

○働きやすい職場づくりの情報発信事業「ワーク・ライフ・バランス

推進セミナー」 

６月２４日 
第１回協働事業評価会 

♦ヒアリング ２６年度採択２事業・２５年度採択１事業 

７月８日 
第２回協働事業評価会 

♦評価内容の調整・審議 ♦評価書作成方針確認  

７月２９日 
第３回協働事業評価会 

 ♦評価報告書作成 

８月４日 
第４回協働事業評価会 

 ♦評価結果のまとめ 
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５ 協働事業評価実施事業 

 

【平成 26年度に採択、実施 2年目の事業】 

事業名 
新宿スポーツ環境推進 

プロジェクト 

ヒアリング 

実施日 
平成 28年 6月 24日 

実施者 
実施団体 一般社団法人 地域スポーツ推進クラブ Criacao 

区担当課 地域振興部生涯学習スポーツ課 

事
業
目
的 

本質的なスポーツ体験の機会を提供することによって、子ども達の持つ可能性の

最大化を目指す。 

事
業
概
要 

複数のプロフェッショナルなアスリート・指導者による、スポーツ体験教室・セミナー

の開催及び地域のスポーツ団体等との幅広い連携 

目
標
・成
果 

子ども達にアスリートから本質的なスポーツに触れるスポーツ指導の場や、各スポ

ーツの指導者や保護者に対するセミナーを開催することで、よりスポーツ本来の

価値を子ども達に提供できる機会を増やし、子ども達一人一人の可能性を引き延

ばせるようにしていく。1年間で、このイベントへの参加者数 800名を目指す。 

 

 

 

事業名 
商店街ホームページ 

活性化事業 

ヒアリング 

実施日 
平成 28年 6月 24日 

実施者 
実施団体 特定非営利活動法人 団塊のノーブレス・オブリージュ 

区担当課 文化観光産業部産業振興課 

事
業
目
的 

①新宿区商店会連合会（以下「区商連」）のホームページ（以下「新宿ルーペ」）を

区内商店会に浸透させ、区内商店会のＩＴリテラシーの向上を図る。 

②区内商店会、個店の新たな情報を発掘・発信し、「新宿ルーペ」の魅力を高め

る。 

③上記を通じて、区内商店会並びに個店の活性化を図る。 

事
業
概
要 

①「新宿ルーペ」内の区内商店会のページ作成・更新支援 

②「新宿ルーペ」内の区商連・区内商店会ページ向けのイベント取材・記事作成

及びページ更新 

③「新宿ルーペ」への区内商店会加盟店登録支援 

目
標
・成
果 

①「新宿ルーペ」内の区内商店会のページ作成・更新支援数（３０商店会程度） 

②「新宿ルーペ」内の区商連・区内商店会ページ向けのイベント取材・記事作成

及びページ更新数（年４回程度とする） 

③「新宿ルーペ」への区内商店会加盟店の登録支援数（３００店程度） 
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【平成 25年度に採択、実施 3年目の事業】 

事業名 
働きやすい職場づくりの 

情報発信事業 

ﾋｱﾘﾝｸﾞ 

実施日 
平成 28年 6月 24日 

実施者 
実施団体 公益財団法人 日本生産性本部 

区担当課 子ども家庭部男女共同参画課 

事
業
目
的 

「企業等の地域貢献活動や従業員の子育て・介護支援その他働きやすい

職場づくりの取組み」の支援を行う。これにより、既にワーク・ライフ・バランスを

推進している優良企業表彰・認定企業等のイメージアップや継続的に実施す

るための意識づけを図り、その具体的な取組みを情報発信することで、新た

にワーク・ライフ・バランス推進に取組む企業を増加させる。 

現在、新宿区内の個々の企業が「点」として行っているワーク・ライフ・バラ

ンス推進の優れた取組を、事例収集と情報発信をすることで地域の中に「線」

として繋ぎネットワーク化を図り、新宿区全体の「面」でワーク・ライフ・バランス

推進が進展していくことを目的とする。 

事
業
概
要 

３年目の事業として、①セミナー・勉強会事業（セミナー・勉強会の企画・実

施）、②プラットフォーム事業（ホームページの運営・展開）、③研修ＤＶＤ作

成事業を行う。 

また、事業を進めていくうえでは下記に留意する。 

（１）企業・従業員・区民更に地域社会にとってＷＬＢが重要であることを各事

業で繰り返し発信する。 

（２）地域の経済団体（商工会、社会福祉協議会、中小企業・男女共同参画

関係団体）等との連携・協働 

（３）新宿区内の優良表彰企業・認定企業の積極的な参画及び区外の先進

的事例の紹介 

※研修ＤＶＤ作成にあたっては、ワーク･ライフ･バランスに取組む企業が活用

できるコンテンツを作成し、案内を行なっていく。 

目
標
・成
果 

（１）ワーク・ライフ・バランス取組事例の発信の増加、（２）ワーク・ライフ・バ

ランス推進への取組み企業の増加、（３）区民の参画・認知度向上を目標と

し、下記を成果として確認する。 

【定量的成果】 

・セミナーの開催数および参加者数（年間 3 回、120 名程度）、セミナー参加

者の満足度（アンケート 8 割以上）、事例勉強会の開催・参加者数（年間 3

回、20名程度）、ホームページの閲覧回数（累計 8,000件程度）、認定制度

への申請数および認定数(対前年度増） 

【定性的成果】認定前と認定後の企業や従業員の変化（ヒアリング等で把握） 

上記記載内容は、事前確認書をもとに作成 
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６ 協働事業の評価結果 
（１）新宿スポーツ環境推進プロジェクト 

 

● 総合評価 

 

Ａ 協働事業として適切で優れていると評価できる。 

Ｂ 協働事業として適切であるが、一部改善することでさらなる発展が期待

できる。 

Ｃ 協働事業として概ね適切であるが、一部改善の必要がある。 

Ｄ 協働事業として取り組むにはかなりの改善が必要である。 

Ｅ 協働事業としては不十分であった。 

 

・総合評価コメント 

 

「東京オリンピック・パラリンピック」の開催に向けて、新宿区においてスポーツに

親しむ機会へのニーズが高まることが予想される中、子どもたちが気軽にスポーツに親

しむ機会が少ないことが課題となっています。 

 その中で、本事業は、子どもたちが気軽に様々なスポーツを体験する機会を提供し、

さらに障害者スポーツに触れたり、トップアスリートから本質的な指導を受けたりでき

るなど、多角的なプログラムのもと、子どもたちの持つ可能性を広げる機会を創出する

ものとなっており、課題をとらえていると評価できます。 

実施２年目となる平成２８年度も、定期的な意見交換に加え、イベントの事前事後に

も意見交換が行われており、進捗状況の把握や企画内容の検討、問題意識の共有が図ら

れており、対等なパートナーシップのもと事業が実施されているものと評価できます。

その結果、今年度は早い段階で年間の企画内容を決定することができ、効果的な広報に

もつながっているものと見られます。 

また、１年目の事業成果を踏まえて、子どもたちのスポーツ体験教室と保護者・指導

者のセミナーの回数を変更するなど、成果目標の達成度に応じて協議のうえで事業計画

を変更している点、柔軟な対応が図られているものと評価できます。 

一方で、本事業が一過性のイベントとならず、子どもたちが継続してスポーツに取り

組むことのできる環境づくりという点については、課題があります。体験教室に参加し

た子どもが継続してスポーツに取り組むことができるよう、地域のスポーツ団体やサポ

ーターの方々との連携による受け皿の確保が求められます。さらには、保護者や地域の

指導者を巻き込むなど、本事業が地域に根差した事業となることも望まれます。 

実施２年目となり、本事業には子どもたちにきっかけを与えることのみに限らず、継

続して取り組むことができる仕組みづくり等、より発展的に事業が展開されることが期

待されます。団体、区担当課ともに、これまでの事業を行ってきた中での課題を整理し、

今後の事業に取り組むことを期待します。 

 

Ｃ

Ｄ 
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● 項目別評価 

 １＝優れている ２＝適切である ３＝課題はあるがほぼ適切である 

 ４＝不十分であり改善が必要 

 

協働事業評価項目 評価指標 

計画 

① 事業における区民ニーズや課題のとらえ方 １・２・３・４ 

② 事業の成果目標の設定 １・２・３・４ 

③ 協働の相手への期待とその成果 １・２・３・４ 

④ 役割分担の決定方法 １・２・３・４ 

実施 

⑤ 事業の進捗状況や事業に関する情報の共有 １・２・３・４ 

⑥ 協働の相手との成果目標の達成度などの 

話し合い 
１・２・３・４ 

結果 

⑦ 当該事業実施における受益者（区民）の意見集 

 約 
１・２・３・４ 

⑧ 地域の課題解決および相乗効果 １・２・３・４ 

⑨ 区民満足度の向上と具体的な効果・成果 １・２・３・４ 

⑩ 区民・地域社会への波及効果 １・２・３・４ 

⑪ 今後の課題の把握および共有 １・２・３・４ 

反省と

改善 
⑫ 改善すべき内容の把握 １・２・３・４ 
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・評価コメント 

協働事業評価項目            評価点 

計画 

① 事業における区民ニーズや課題のとらえ方          ２ 

「東京オリンピック・パラリンピック」の開催に向けて、新宿区においてスポ

ーツに親しむ機会へのニーズが高まることが予想される中、子どもたちが気軽に

スポーツに親しむ機会が少ないことが課題となっています。 

その中で、この事業は、子どもたちに様々なスポーツを気軽に体験する機会を

提供し、さらに障害者スポーツに触れたり、トップアスリートから本質的な指導

を受けたりできるなど、多角的なプログラムのもと、子どもたちの持つ可能性を

広げる機会を創出するものと考えられ、課題をとらえているものと評価します。 

また、子どもたちが、スポーツに触れ、継続していくためには、保護者を中心

とした地域の方への働きかけが必要ですが、今年度から保護者や指導者向けのセ

ミナーを行い、担い手の育成にも寄与していることは、課題をとらえているもの

と評価できます。 

なお、事業の実施にあたっては、開催地域、開催時期および講座内容を十分に

検討し、より多くの子どもたちに参加してもらえることを期待します。 

 

② 事業の成果目標の設定                   ３ 

成果目標として、事業の開催数、参加者数、アンケートによる満足度を設定し、

明確な目標のもと、事業を実施していることは評価できます。 

一方で、事業の目的でもある多くの子どもたちにスポーツに触れる機会を提供

するということから見ると、参加人数の目標設定は再度検討する必要があるので

はないかと考えます。特に、雨天中止の例を考えると、費用対効果からみた事業

計画には課題があります。より多くの子どもたちにスポーツに触れる機会を提供

できるように、雨天時の代替案や事業内容に応じた開催時期等も踏まえて検討す

ることが必要です。 

 

③ 協働の相手への期待とその成果               ２ 

定期的な意見交換に加え、イベントの事前事後にも意見交換が行われており、

進捗状況の把握や企画内容の検討、問題意識の共有が図られているものと評価で

きます。 

今後も、団体の持つノウハウを生かしつつ、区担当課も積極的にかかわってい

くことで、協働による相乗効果がさらに発揮されることを期待します。 

 

④ 役割分担の決定方法                    ２ 

役割分担の決定にあたっては、双方が密にコミュニケーションを図りながら行

われたものと評価できます。団体の持つネットワーク力や企画力、区の持つ広報

力というそれぞれのノウハウを生かした役割分担のもと、事業が運営され、協働

による相乗効果が有効に機能しているものと評価できます。 
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実施 

⑤ 事業の進捗状況や事業に関する情報の共有          ２ 

前述のとおり、定期的な意見交換に加え、イベントの事前事後にも意見交換が

行われており、情報共有は十分に行われているものと評価できます。特に、今年

度は早い段階で年間の企画内容を決定することができ、効果的な広報にもつなが

っているものと評価できます。 

今後、多くの子どもたちにスポーツに触れる機会を提供するという目的のため、

必要に応じて協議の上で軌道修正を図るなど、より効果的なイベントの開催に向

けて、引き続き柔軟な対応を行うことを望みます。 

 

⑥ 協働の相手との成果目標の達成度などの話し合い       ２ 

前述のとおり、定期的な意見交換等により、成果目標や課題が共有されている

ものと評価します。 

 １年目の事業成果を踏まえて、今年度は子どもたちのスポーツ体験教室と保護

者・指導者のセミナーの回数を変更するなど、成果目標の達成度に応じて協議の

うえで事業計画を変更している点、柔軟な対応が図られているものと評価できま

す。 

今後は、より多くの子どもたちに参加してもらえるよう、参加人数については

より積極的な数値目標を設定し、それに向けた積極的な取り組みが行われること

を期待します。 

 

結果 

⑦ 当該事業実施における受益者（区民）の意見集約       ２ 

イベントごとにアンケートを取り、積極的に参加者の意見の把握に努めている

ものと評価できます。また、アンケートの満足度も高いものであり、イベントは

有意義であったものと評価できます。 

今後は、本事業に参加したことがきっかけになり、継続的なスポーツに結びつ

いた例などについても把握していくことを期待します。 

 

⑧ 地域の課題解決および相乗効果               ３ 

区内の子どもたちが偏りなくスポーツに触れることができるように、区内全域

でイベントが開催できたことは評価できます。 

一方、本事業に参加した子どもたちが継続してスポーツに取り組むには、地域

のスポーツ団体との連携が必要となりますが、その点については具体的なネット

ワークづくりには至っておらず、課題が残っています。また、本事業が継続して

いくためには、保護者や地域のサポーターを巻きこむことなどにより、地域に根

差した事業としていくことが必要です。 

 

⑨ 区民満足度の向上と具体的な効果・成果           ３ 

アンケートの結果から、参加者の満足度は高く、子どもたちがスポーツに親し

むきっかけとして、一定の効果はあるものと評価できます。 
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しかし、参加者は目標人数に達していないため、より多くの子どもたちに参加

してもらえるように、引き続き事業内容や開催時期についてはより一層協議して

いくことを望みます。さらに、スポーツが苦手な子どもや無関心な子どもについ

ても、どのように参加してもらうか引き続き検討することが必要です。 

また、⑧で述べたように、地域のスポーツ団体等との関係を築き、参加した子

どもたちが継続してスポーツに取り組めるような仕組みづくりについても検討す

ることが求められます。 

 

⑩ 区民・地域社会への波及効果                ３ 

 前述のとおり、子どもたちがスポーツに親しむきっかけとなっていることにつ

いて、一定の効果は認められますが、継続してスポーツに取り組む環境づくりと

いう点では課題が残ります。 

地域のサポーターやスポーツ団体との連携のもと、子どもたちが継続してスポ

ーツに取り組むことができる仕組みづくりに向けて、検討することが必要です。 

 

⑪ 今後の課題の把握および共有                ３ 

事業を進めていく中で、より多くの子どもたちの参加に向けた取り組み、保護

者やサポーターの参加、さらには地域のスポーツ団体との連携などの課題が見え

てきましたが、それぞれの課題について団体・区担当課ともに認識は一致してい

るものと考えられます。 

引き続き団体・区担当課ともに情報を共有し、課題の把握に努めることが必要

です。 

 

反省と

改善 

⑫ 改善すべき内容の把握                   ３ 

前述のとおり、団体と区担当課ともに改善すべき内容は把握しているものと考

えられます。また、改善に向けた方向性についても認識が一致しているものの、

具体的な改善方法という点では、まだ対策が行われていないものと考えられます。

地域とのネットワークづくりなど、本事業が地域に根差した事業となることがで

きるよう、団体・区担当課ともにより一層協議したうえで取り組む必要がありま

す。 

本事業も２年目を迎え、子どもたちにスポーツに親しむきっかけを与えるだけ

ではなく、継続して取り組むことができる仕組みづくり等、より発展的に事業が

展開されることを望みます。 
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（２）商店街ホームページ活性化事業 

 

● 総合評価 

 

Ａ 協働事業として適切で優れていると評価できる。 

Ｂ 協働事業として適切であるが、一部改善することでさらなる発展が期待

できる。 

Ｃ 協働事業として概ね適切であるが、一部改善の必要がある。 

Ｄ 協働事業として取り組むにはかなりの改善が必要である。 

Ｅ 協働事業としては不十分であった。 

 

・総合評価コメント 

 

地域社会のあり方が変化している中、商店街には消費者に商品を提供するだけでなく、

地域住民との密接なつながりをつくり、地域コミュニティの中心的な役割を担うことが

求められています。その中で、商店街からのホームページによる情報発信が課題となっ

ています。 

この事業は、コンテンツの更新やイベントの取材・発信などにより新宿区商店会連合

会のホームページ（「新宿ルーペ」http://shinjuku-loupe.info/）の運営支援をすること

で、商店街の活性化を促すものであり、課題を的確にとらえているものと評価します。 

事業の実施に当たっては、定期的な意見交換を通して、団体と区担当課の間で情報の

共有や事業の調整がなされている様子が確認できます。特に、今年度から団体は各個店

のホームページの作成支援を新たに行い、区担当課は「商店会サポーター」制度も活用

し、当初の計画にはなかった取り組みをお互いの協議のもとで決定・実施し、協働によ

る相乗効果を踏まえた取り組みを行っていることは評価できます。より効果的な手法を

検討し、お互いのノウハウや資源を生かし事業に取り組んでいる様子がうかがえ、商店

街の活性化という目標に対して、団体と区担当課が熱心に取り組んでいる姿勢が見られ

ます。 

 一方で、区民に対して、この事業がどれほど有効に機能しているかは検討する必要が

あります。商店会のイベントや区の事業などを「新宿ルーペ」上で発信することにより

アクセス数が増加していることから、一定の効果は確認できますが、この事業を通じて

商店街の活性化に結びついたかどうかを測ることのできる指標を設定し、具体的な効果

を測る必要があります。 

 本事業の目的とするところが、「新宿ルーペ」を通じた商店街の活性化にあることを踏

まえ、コンテンツの充実と合わせて、区担当課も、「新宿ルーペ」と他の商店街支援策と

の連携を行うなど、認知度の向上にも努め、この事業がより有効に機能するよう、ICT

（情報通信技術）になじみの薄い方にも配慮しながら今後の事業を展開していくことを

期待します。 

Ｂ

Ｄ 
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● 項目別評価 

 １＝優れている ２＝適切である ３＝課題はあるがほぼ適切である 

 ４＝不十分であり改善が必要 

 

協働事業評価項目 評価指標 

計画 

① 事業における区民ニーズや課題のとらえ方 １・２・３・４ 

② 事業の成果目標の設定 １・２・３・４ 

③ 協働の相手への期待とその成果 １・２・３・４ 

④ 役割分担の決定方法 １・２・３・４ 

実施 

⑤ 事業の進捗状況や事業に関する情報の共有 １・２・３・４ 

⑥ 協働の相手との成果目標の達成度などの 

話し合い 
１・２・３・４ 

結果 

⑦ 当該事業実施における受益者（区民）の意見集 

 約 
１・２・３・４ 

⑧ 地域の課題解決および相乗効果 １・２・３・４ 

⑨ 区民満足度の向上と具体的な効果・成果 １・２・３・４ 

⑩ 区民・地域社会への波及効果 １・２・３・４ 

⑪ 今後の課題の把握および共有 １・２・３・４ 

反省と

改善 
⑫ 改善すべき内容の把握 １・２・３・４ 
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・評価コメント 

協働事業評価項目            評価点 

計画 

① 事業における区民ニーズや課題のとらえ方          ２ 

地域社会のあり方が変化している中、商店街には消費者に商品を提供するだけ

でなく、地域住民との密接なつながりをつくり、地域コミュニティの中心的な役

割を担うことが求められています。その中で、商店街からのホームページによる

情報発信が課題となっています。 

この事業は、コンテンツの更新やイベントの取材・発信などにより新宿区商店

会連合会のホームページの運営支援をすることで、商店街の活性化を促すもので

あり、課題を的確にとらえているものと評価します。さらに、各個店を訪問し、

ニーズの把握に努め、今年度からは各個店のホームページの作成支援を行うなど、

きめ細かい対応をしている点から、この事業に対して真摯に取り組んでいるもの

と評価します。 

より多くのニーズの把握のため、各個店、商店会の意見に加え、区民の方のニ

ーズの把握にも努め、さらなる事業の発展を期待します。 

 

② 事業の成果目標の設定                   ２ 

成果目標として、ホームページのアクセス数、「新宿ルーペ」内の商店会のコン

テンツ作成・更新支援数、イベント取材発信数という、客観的で達成度の把握が

可能な数値目標が設定されているものと評価します。 

 また、今年度は、新たな成果目標として個店の登録支援を設定して取り組みを

始めており、状況に応じた目標設定を行っていることも評価できます。 

商店街の活性化に向けては、本事業に限らず様々な取り組みが行われています。

その中で、この事業がどれほど商店会の活性化に寄与しているかを確認するため

の指標も設定していただきたい。 

 

③ 協働の相手への期待とその成果               ２ 

定期的な意見交換を通して、団体と区担当課の間で情報の共有や事業の調整が

なされているものと評価できます。 

団体は、各個店のホームページの作成支援を行い、区担当課は「商店会サポー

ター」制度を活用するなど、当初の計画にはなかった取り組みを協議のもとで決

定・実施し、協働による相乗効果を踏まえた取り組みを行っていることが確認で

きます。 

今後も、お互いの強みを生かした連携のもと、事業に取り組むことを期待しま

す。 
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④ 役割分担の決定方法                    ２ 

 前述のとおり、十分な意見交換により役割分担が決定されているものと評価で

きます。特に、団体、区担当課ともに、それぞれの持つノウハウや資源を生かし

た役割分担を取っている点は評価できます。 

 引き続き、商店街の活性化という目的を踏まえ、本事業がより有効に機能する

ための役割分担について、十分に意見交換を行っていくことを期待します。 

 

実施 

⑤ 事業の進捗状況や事業に関する情報の共有          ２ 

定期的な意見交換に加え、必要に応じて連絡を取り合うなど、情報の共有は図

られているものと評価できます。 

この事業には団体と区担当課だけではなく、商店会連合会や商店会、各個店な

ど、多様な主体がかかわっていますが、それぞれ情報の共有に努めているものと

評価できます。さらに、事業の進捗状況の把握に努め、必要に応じて見直しを図

り、今年度からは新たに個店の登録支援を行っている点、柔軟な取り組みが実施

されているものと評価できます。 

 

⑥ 協働の相手との成果目標の達成度などの話し合い       ２ 

前述のとおり、多様な主体の連携のもと事業が柔軟に取り組まれているものと

評価できます。特に今年度から、当初予定になかった各個店のホームページの作

成支援を行うなど、商店街の活性化という目標に対して、お互いの協議のもと、

より効果的な手法を検討し、実施している点は評価できます。 

 今後は、協働事業終了後の姿も見据えて、本事業が商店会の活性化にどのよう

に寄与しているかについても団体と区担当課で共有し、事業展開につなげていく

ことを期待します。 

 

結果 

⑦ 当該事業実施における受益者（区民）の意見集約       ３ 

 この事業を通じて、各商店会や個店を訪問し、きめ細かなニーズの把握に努め、

把握したニーズに対しても柔軟に対応しているものと評価できます。 

一方で、区民に対して、この事業がどれほど有効に機能しているかは検討する

必要があります。本事業は、商店街のホームページの活性化を通じて、商店街を

活性化させることが目的となりますが、それに伴う区民満足度の向上という視点

も認識し、事業に取り組んでいただきたい。 

 

⑧ 地域の課題解決および相乗効果               ３ 

団体と区担当課それぞれのノウハウや資源を生かした連携が行われており、協

働による相乗効果を認識したうえで事業に取り組まれているものと評価できま

す。 

一方、ホームページの情報が充実することにより、一定の効果はあるものと考
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えられますが、地域の課題解決という視点からは、この事業が商店街の活性化に

結びついたかどうかを検証する必要があります。商店街の活性化に向けては、様々

な支援が行われているため、本事業による直接の効果を測ることの困難さは理解

できますが、本事業が課題の解決につながるものかを常に意識することで、効果

的な取り組みにつなげていくことを期待します。 

 

⑨ 区民満足度の向上と具体的な効果・成果           ３ 

「新宿ルーペ」の情報が充実し、区民に向けてより有益な情報が提供されるこ

とは、この事業の成果であると考えられます。また、当初計画になかった各個店

の情報も充実することで、よりきめ細かい情報の提供につながるものと評価でき

ます。 

一方で、この事業の取り組みが、より有効に機能するためには、ホームページ

の内容の充実に加え、より多くの方に「新宿ルーペ」を見ていただく必要があり

ます。アクセス数などを確認し、具体的な効果の把握に努め、それに応じた事業

を展開することを期待します。 

 

⑩ 区民・地域社会への波及効果                ３ 

前述のとおり、商店会、各個店への取り組みは評価できる一方、実際に暮らし

ている区民の方や商店会を訪れる方々への効果はまだ十分ではありません。商店

会のイベントや区の事業などを「新宿ルーペ」上で発信することにより、アクセ

ス数が増加していることから、一定の効果は確認できますが、この事業を通じて

商店街の活性化に結びついたかどうかを測ることのできる指標を設定し、具体的

な効果を測ることが必要です。 

また、区担当課としても、「新宿ルーペ」を他の商店街支援策と組み合わせるな

ど、この事業がより有効に機能するような対策を検討することを期待します。 

 

⑪ 今後の課題の把握および共有                ２ 

商店会ごとの情報発信意欲やホームページへの参加意識の違い、ICT格差など、

事業を通じた課題についても、団体・区担当課ともによく認識されています。ま

た、把握した課題に対しても、それぞれのノウハウや資源を生かし、解決に向け

た取り組みを行っているものと評価できます。 

 

反省と

改善 

⑫ 改善すべき内容の把握                   ２ 

 前述のとおり、課題については、団体・区担当課ともによく認識されています。

解決策についても共通の理解のもと、一致した方向性を得ているものと評価でき

ます。 
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（３）働きやすい職場づくりの情報発信事業 

 

● 総合評価 

 

Ａ 協働事業として適切で優れていると評価できる。 

Ｂ 協働事業として適切であるが、一部改善することでさらなる発展が期待

できる。 

Ｃ 協働事業として概ね適切であるが、一部改善の必要がある。 

Ｄ 協働事業として取り組むにはかなりの改善が必要である。 

Ｅ 協働事業としては不十分であった。 

 

・総合評価コメント 

 

ワーク・ライフ・バランス（以下、「WLB」という。）という言葉に対しての認知度は、

少しずつ高まっていますが、まだ広く定着しているとはいえません。新宿区では「新宿

区第二次男女共同参画推進計画」の目標の１つに WLB の推進を掲げ、取り組みを進め

ていますが、企業の規模、職場環境などによる認識の差、また取り組みを始めた企業に

おいても、取り組み手法にばらつきがあり、課題となっています。 

 このような状況を踏まえ、先進的な取り組みの発信を行うこととともに、企業間のネ

ットワークを構築し、団体と区担当課が一体となって WLB の推進に取り組んでいくこ

とを目的とする本事業は意義のあるものと考えます。 

しかし、WLB に取り組む企業の増加という視点から、この事業の経緯をふり返った

場合、セミナーや事例勉強会等の参加者数の把握や、満足度等の定量的な成果目標の把

握にとどまり、事業の具体的な成果・効果を確認することが困難です。セミナー等への

参加者や企業が、それをどのように自社の取り組みに反映したか、また、WLB 推進企

業認定制度への申請との関連性についてもしっかりと把握する必要があったのではない

でしょうか。また、事例勉強会については参加者数が少なく、開催時期や対象企業等、

検討する必要があります。企業間が連携して WLB に取り組むネットワークを構築する

ことは、本事業終了後も特に重要な仕組みとなることから、団体、区担当課ともにそれ

ぞれのノウハウを共有し、取り組む必要があります。 

 さらに、過去の指摘から、WLB推進に向けた取り組みは大企業だけではなく、中小・

零細企業への働きかけも求められていますが、具体的な取り組みが見えず、把握した課

題に対しての対応も不十分であったといえます。 

 昨年度作成した事例集や今年度作成が予定されている DVD 等の普及啓発ツールを活

用し、事業の目的の達成に向けて、団体、区担当課ともに十分に協議し、一致した認識

のもと残りの事業期間に取り組むことが必要です。協働事業としては今年度が最終年度

となるため、事業が終了してからも引き続き、行政と企業、そして、子育て支援や介護

事業に取り組む NPOなどの市民団体も参加した、WLB推進のための地域での継続した

話し合いができる仕組みを構築することが求められます。 

Ｄ

Ｄ 
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● 項目別評価 

 １＝優れている ２＝適切である ３＝課題はあるがほぼ適切である 

 ４＝不十分であり改善が必要 

 

協働事業評価項目 評価指標 

計画 

① 事業における区民ニーズや課題のとらえ方 １・２・３・４ 

② 事業の成果目標の設定 １・２・３・４ 

③ 協働の相手への期待とその成果 １・２・３・４ 

④ 役割分担の決定方法 １・２・３・４ 

実施 

⑤ 事業の進捗状況や事業に関する情報の共有 １・２・３・４ 

⑥ 協働の相手との成果目標の達成度などの 

話し合い 
１・２・３・４ 

結果 

⑦ 当該事業実施における受益者（区民）の意見集 

 約 
１・２・３・４ 

⑧ 地域の課題解決および相乗効果 １・２・３・４ 

⑨ 区民満足度の向上と具体的な効果・成果 １・２・３・４ 

⑩ 区民・地域社会への波及効果 １・２・３・４ 

⑪ 今後の課題の把握および共有 １・２・３・４ 

反省と

改善 
⑫ 改善すべき内容の把握 １・２・３・４ 
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・評価コメント 

協働事業評価項目            評価点 

計画 

① 事業における区民ニーズや課題のとらえ方          ４ 

ワーク・ライフ・バランスという言葉に対しての認知度は少しずつ高まってい

ますが、まだ広く定着しているとはいえません。新宿区では「新宿区第二次男女

共同参画推進計画」の目標の１つに WLB の推進を掲げ、取り組みを進めていま

す。しかし、企業の規模、職場環境などによる認識に差があり、また、取り組み

を始めた企業においても、取り組み手法にばらつきがあり課題となっています。 

このような状況を踏まえ、先進的な取り組み事例の発信を行うこととともに、

企業間のネットワークを構築し、団体と区担当課が一体となって WLB の推進に

取り組むことを目的とする本事業は、意義のあるものと考えます。この課題を解

決するためには、大企業だけではなく、中小・零細企業、非営利活動団体など、

多様な事業者が WLB に取り組んでいくためのニーズを把握する必要がありま

す。特に中小・零細企業への取り組みについては、昨年度から課題として団体、

区担当課ともに把握していますが、改善に向けた取り組みがされているとは言え

ません。この点を十分に認識し、今後の事業に取り組む必要があります。 

 

② 事業の成果目標の設定                   ４ 

成果目標として、セミナーや事例勉強会の開催数・参加者数や満足度、ホーム

ページの閲覧回数、認定企業への申請企業数および認定企業数など、定量的にと

らえられる目標が設定されていますが、設定した目標が WLB の推進にどの程度

寄与しているかの関連が不明確になっています。WLB の推進を単純な成果で測

ることの困難さについては理解できますが、セミナーの参加者や企業のその後の

動向、また、参加者の属性などを踏まえた定性的な分析は必要であったと考えま

す。 

 

③ 協働の相手への期待とその成果               ４ 

 セミナーや事例勉強会等を通じて WLB の推進を図っていくという考え方につ

いては、認識が共有されているものと考えます。団体は、この分野に対しては高

い専門性と多様なネットワークを有しているものの、企業への働きかけおよび追

跡調査は不十分であり、有効に活用しきれていないと考えます。また、区担当課

としても、これまでに WLB に取り組んできた状況を踏まえたうえでの課題につ

いて、団体との共有を図り、しっかりと協議していく必要があったと考えます。 

 事業目的を達成するためには、お互いの強みを再確認し、協議したうえで事業

に取り組んでいただきたい。 

 

-21-



 

 

 

 

 

④ 役割分担の決定方法                    ３ 

セミナーや事例勉強会、事例集の発行等の事業を進めていくうえでの役割分担

については、十分な意見交換のもと、明確な役割分担がなされていますが、この

事業の目的を達成するためのお互いの強みを生かした連携は、まだ十分とはいえ

ません。 

それぞれの持つノウハウや専門性を出し合うことで、協働による相乗効果が発

揮され、事業を進めていくことを期待します。 

 

実施 

⑤ 事業の進捗状況や事業に関する情報の共有          ４ 

定例の月次報告会や事業実施後の反省会等により、進捗状況の確認は行われて

いるものとみられます。一方で、本事業が有効に機能するためには、参加者数や

アンケート結果による満足度のみに限らず、どの程度 WLB の推進に寄与したか

についての話し合いが必要であったのではないかと考えます。また、事例勉強会

についても開催時期が年度末に集中していることもあり、参加者数は十分とはい

えません。 

団体、区担当課ともに事業の目的を達成させるためには何が必要かをしっかり

と協議し、必要に応じて軌道修正を行うなど、より積極的な姿勢のもと、事業に

取り組んでいただきたい。 

 

⑥ 協働の相手との成果目標の達成度などの話し合い       ４ 

②で述べたとおり、成果目標としてセミナーや事例勉強会の参加者数、満足度

等が設定されていますが、WLB の推進というこの事業の目的の達成度との関連

が不明確となっています。そのため、定量的な目標の分析のみになっており、こ

の事業の目標の達成度についての話し合いが十分でなかったと考えます。 

事業を実施するうえで、団体、区担当課ともに本事業の目的を再確認し、事業

を通じてどのように目的を達成していくのかを常に意識して取り組んでいただき

たい。 

 

結果 

⑦ 当該事業実施における受益者（区民）の意見集約       ４ 

セミナー参加者からのアンケート結果による満足度が高いことから、参加者に

対しては一定の効果があったものと考えられます。しかし、この事業の目的を達

成するためには、セミナーや事例勉強会に参加した方が、それを自社に持ち帰り、

取り組みにどのように反映させたかを把握することが必要であったと考えます。

そのための取り組みは不十分であり、課題が残りました。団体の持つネットワー

クの強みを生かし、企業へのアプローチを行うことが必要です。 

また、昨年度からの課題となっている中小・零細企業へのアプローチについて

も、具体的な取り組みは確認できていないため、団体・区担当課ともに認識を持

って取り組んでいただきたい。本事業を行ううえで、多様な主体の意見を調査す
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ることは特に重要であると考えますので、十分な対応を行う必要があります。 

 

⑧ 地域の課題解決および相乗効果               ４ 

 WLB の推進は単純な成果で測ることが難しい中で、本事業に参加した企業か

ら WLB 推進企業認定制度への申請につながっている事例があることは、一定の

相乗効果があるものと考えます。 

しかし、本事業に求められていることは、単に参加した企業に関心を持っても

らうことではなく、参加した企業が一体となって WLB の推進に取り組み、区内

企業の WLB への取り組みを一層促進していくことにあります。現時点では、本

事業を通じた WLB の広がりを把握することは具体的な指標がなく困難であると

考えます。 

本事業が、課題としているWLBの広がりを常に把握し、効果的な事業展開を

行っていただきたい。 

 

⑨ 区民満足度の向上と具体的な効果・成果           ４ 

本事業では、セミナー、事例勉強会、ホームページの情報発信により WLB の

推進に取り組んでいますが、効果・成果の把握が十分とはいえません。特に、本

事業を通じた企業の取り組みの変化について把握することは前年度から指摘があ

りましたが、具体的な取り組みが行われているとは言えず、成果は確認すること

ができません。 

セミナーの内容や、作成した事例集の完成度は満足のいくものと考えられるた

め、それらがどのように機能し具体的な効果に結びついていくかをしっかりと把

握し、今後の事業展開につなげていただきたい。 

 

⑩ 区民・地域社会への波及効果                ４ 

⑧、⑨で述べたとおり、本事業を通じた成果を把握することが現時点では不十

分であり、早急に事業成果の測定方法を設定する必要があります。 

なお、これまでの事業を通して、ホームページや事例集が作成され、さらに今

年度は DVD の作成が予定されているため、普及啓発ツールが充実し、効果的な

活用が期待されます。これらのツールを活用し事業の成果に結びつけていただき

たい。 

 

⑪ 今後の課題の把握および共有                ４ 

中小・零細企業へのニーズの調査、事業効果を把握するための指標の設定など、

昨年度から指摘されている課題について、団体と区担当課ともに把握はしている

ものと考えますが、解決に向けた具体的な取り組みは確認できません。団体・区

担当課ともに課題解決に向けた認識を共有し、事業に取り組む必要があります。 
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反省と

改善 

⑫ 改善すべき内容の把握                   ４ 

前述のとおり、これまでの事業を通じて把握した課題や過去の指摘事項につい

て、団体、区担当課ともに認識はしているものと考えますが、具体的な事業計画

に反映されていません。 

中小・零細企業へのニーズの調査、事業効果を把握するための指標の設定など、

把握した課題について、団体、区担当課ともに再度しっかりと共有し、事業を実

施する必要があります。一致した認識のもと事業に取り組み、残された期間で成

果につなげていただきたい。 

 

 

-24-



 

 

【参考資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働事業事前確認書（様式）   Ｐ２６ 

 

協働事業自己点検シート（様式） Ｐ２７ 

 

協働事業相互検証シート（様式） Ｐ３１ 

 

ヒアリング時提出資料 

新宿スポーツ環境推進プロジェクト  Ｐ３４ 

商店街ホームページ活性化事業    Ｐ５２ 

働きやすい職場づくりの情報発信事業 Ｐ６２   
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協働事業提案制度による　　　年度実施事業　事前確認書

２(３)年目実施
にあたっての

改善点

※実施２(３)年目の事業のみ記入
（昨年度の協働事業評価で指摘された課題への対応も含めて記入してください。）

事業の概要

団体名

１(２)年実施
して把握した
課題・問題点

事業の受益者

作成日 　　　年　　月　　日

事業名

実施者
区担当課

協働により
期待される
効　果

事業目標・
想定される
事業成果

事業の目的
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□ □

現時点⇒

事業目標・
想定される
事業の成果

記入日 記入者 記入責任者

　　年　　月
※どちらかをチェックしてください

想定される
事業の受益者

団体 区担当課

年　　月から　　　年　　月まで

※想定される事業成果や受益者について事業実施過程で変更が生じた場合は、現時点欄に記入し
てください。

実施期間

区担当課

氏　名：

連絡先：

事業名

事業の実施者
団　体

 事業の概要

事業の目的

現時点⇒

《協働事業自己点検シート》２年目以降用 
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※実施２年目以降の事業で該当する場合のみ記入

５＝十分に達成された（80％以上） ４＝ほぼ達成された（60％～80％）

３＝課題があるものの概ね達成された（40％～60％）

２＝ほとんど達成されなかった（20％～40％）１＝まったく達成されなかった（20％未満）

Ⅰ　協働事業の計画づくり

事業開始時に作成した事前確認書の「２年目（３年目）実施にあたっての改善点」の内容に補足が
生じた場合は記入してください。

2

お互いの特性や立場の違いを理解して計画づくり
を進めましたか。　　　　　　　　（相互理解）

Q5 4 3

①計画づくりのプロセスで双方がどのように協力して取り組みましたか。

＊Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは、協働の取組みを５段階で評価してください。

Q2

1

お互いの自主的な発案を尊重しあって計画づくり
を進めましたか。　　　　　　（自主性尊重） 4 3

4

45

5

2

2

3

　ここでは、団体と区担当課によって、採択された提案事業を区事業として実施するための
　計画づくり・仕様づくりの段階（※）での協働の取り組みを評価します。
　（※実施２（３）年目の事業については、２（３）年目の計画を立てる段階）

Q1 5 4

評　　価項　　目

1

1

2

お互いが役割を自覚して、自立的な事業展開がで
きるように、計画づくりを進めましたか。
　　　　　　　　　　　　　　　　（自立化）

2

事業目的を相互に確認し明確にして、計画づくり
を進めましたか。　　　　　　　（目的共有）

Q3

5

Q4

率直な意見交換のもとに、対等な立場で計画づく
りを進めましたか。　　　　　　　（対等）

1

3

3

15

上記項目の主な評価理由・補足説明などを記入してください。
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Ⅱ　協働事業の実施

3

4

2

5

Q9

13

3

役割分担や責任を相互に検討・確認した計画とな
りましたか。

4 1

項　　目

5

4
協働で実現する目標を相互に検討・確認をした計
画となりましたか。

評　　価

Q10

5

24

3

①事業を進めていくプロセスで双方がどのように協力して取り組んでいます
か。

お互いの特性や立場の違いを理解して、事業を進
めていますか。　　　　　　　　　（相互理解）

3

5

率直な意見交換のもとに、対等な立場で事業を進
めていますか。　　　　　　　　　　　（対等）

3

1

5

24

5

14 23

2

協働で行う意義や必要性を相互で検討・確認した
計画となりましたか。

お互いの特性を生かしつつ、地域ニーズや課題を
的確にとらえた計画となりましたか。

3

45

5

2

1

上記項目の主な評価理由・補足説明などを記入してください。

Q13

Q7

Q8

2

②協働事業の質・効果の向上に向けて、どのように計画を検討しましたか。

1

4

1
費用に対する効果を相互に検討・確認した計画と
なりましたか。

2

3

項　　目 評　　価

Q6

5

上記項目の主な評価理由・補足説明などを記入してください。

1

4

2

Q12

事業の目的をお互いが理解し、共有しながら事業
を進めていますか。　　　　　　　（目的共有）

お互いが役割を自覚し、過度に依存することなく
事業を進めていますか。　　　　　　（自立化） 4

お互いの特性を発揮して、持てる力を自主的・
効果的に出し合いながら事業を進めていますか。
　　　　　　　　　　　　　　 （自主性尊重）

3

1

Q15

5Q14

　ここでは、事業の実施段階での協働の取り組みについて評価してください。

2

Q11

1
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項　　目 評　　価

4 3

2

14

4

1

事業の進捗状況に応じて、必要な情報を共有・活
用できていますか。 5 4 3

※受益者＝１枚目に記入した「事業の受益者」

4

5

Q17 1

12

Q18

２（３）年目の現時点で、受益者が十分な満足を
得られ、具体的な効果が現れていますか。

協働して地域課題の解決に取り組むことにより、
相乗効果が現れていますか。 12

5 2 1

2

3

上記項目の主な評価理由・補足説明などを記入してください。

2

5

1Q21

項　　目

3

Q20 5

4

Q22

Q16
お互いの特性を発揮して、適切な解決策を見いだ
し、課題を解決できていますか。

3

受益者の満足度を把握するための調査や意見聴取
を適切に行い、課題を整理して２（３）年目に反
映していますか。

今後の課題や問題点を把握し、その後の展開、方
向性を共有していますか。

外部とのネットワークの広がりなど、区民・地域
社会への波及効果が現れていますか。 5 3

②事業の質を高めるためにどのように取り組んでいますか。

評　　価

上記項目の主な評価理由・補足説明などを記入してください。

3

Q19

5

Ⅲ　協働の取組みの効果
 ここでは、現段階において、どの程度の効果が生まれているか評価してください。

24
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年 月 日

・団体名：

・記入責任者

氏　名：

連絡先：

・部署名： ・部署名：

・記入責任者 ・記入責任者

氏　名： 氏　名：

連絡先： 連絡先：

区担当課

事業の概要

記入者

提
案
団
体

記入日

事業名

事業の受益者

 団　　体

事業の目的

区
担
当
課

２年実施して把
握した
課題・問題点

２年目実施の
改善点

３年目実施の
改善点

事業の実施者

《協働事業相互検証シート》２年目以降用

※実施２年目以降の事業のみ記入
（前年度の協働事業評価で指摘された課題への対応も含めて記入してください。）
１年実施して把
握した
課題・問題点
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事業の計画づくり

【共有できたこと】

【認識に違いがあったこと】

【改善に向けた取組み】

事業実施

【共有できたこと】

【認識に違いがあったこと】

【改善に向けた取組み】

（協働して事業計画（仕様）をつくるにあたり、お互いに共有できたことや認識に違いがあったことはどのようなことで
すか。また、認識の違いを改善するために、今後どのように取り組んでいきますか。）

（協働して事業を実施した結果、お互いに共有できたことや認識に違いがあったことはどのようなことですか。また、
認識の違いを改善するために、今後どのように取り組んでいきますか。）
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事業の受益者にとっての効果・影響

【共有できたこと】

【認識に違いがあったこと】

【改善に向けた取組み】

●自由意見

（協働して事業を実施した結果、事業の受益者にとっての効果・影響として、お互いに共有できたことや認識に違い
があったことはどのようなことですか。また、認識の違いを改善するために、今後どのように取り組んでいきます
か。）
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満
足
度
評
価
を
５
段
階
で
つ
け
て
も
ら
っ
た
結
果
、
５
が
約
８
割
で
４
を
含
め
る
と
、
９
割
以
上
の
方
に
楽
し
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

月
別
に
見
て
も
大
き
な
偏
り
は
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く
各
回
で
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以
上
の
質
で
実
施
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
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ン
ケ
ー
ト
回
収
率
や
内
容
の
充
実
を
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次
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つ
な
が
る
取
り
組
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て
い
き
た
い
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                      ~新宿区協働事業～ 

                         第１弾 

 

 

     

【日時】4月 11 日（土） 

1～3 年生：12時 45分～14 時 00分 4～6 年生：14時 30分～15時 45分 

【対象】区内在住・在学の小学生 各 50名（未経験、初心者、保護者大歓迎） 

【会場】新宿スポーツセンター３階大体育室（大久保 3‐5‐1） 

【内容】本田圭佑プロデュースのスクールコーチ、日本ブラインドサッカー協会スタッフによるゲーム

指導。大妻女子大学の管理栄養士専攻の川口教授による食育ゲーム。 

【運営】新宿区・一般社団法人地域スポーツ推進クラブ Criacao（クリアソン） 

【持ち物】運動できる服装・靴・タオル、飲み物、防寒具等 

【申し込み】下記申込書に必要事項を記入の上、FAX 又はメールでお申込み下さい。 

【費用】一人 500 円 

================================申込書=================================== 

 

【問合せ】 新宿区地域文化部生涯学習コミュニティ課（区役所本庁舎１階） 

電話０３（５２７３）４３５８ FAX０３（５２７３）３５９０ 

E-mail ：shogaigakusyu@city.shinjuku.lg.jp 

氏 名
ふりがな

 学年        年 年齢        歳 

住所 〒   ―   

 

電話      FAX  

ソルティーロ ファミリア サッカースクール

With ブラインドサッカー&食育 
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================================申込書=================================== 

 

【申込み先】 新宿区地域文化部生涯学習コミュニティ課（区役所本庁舎１階） 

電話０３（５２７３）４３５８ FAX０３（５２７３）３５９０ 

E-mail ：shogaigakusyu@city.shinjuku.lg.jp 

氏 名
ふりがな

 学年        年 年齢        歳 

住所 〒   ―   

 

電話      FAX  

 新宿区協働事業 第二弾 

 

日時：2015 年 5 月 16 日（土） 

低学年 12:30~14:15 / 高学年 14:45~16:30 

対象：区内在住の小学生（未経験、保護者大歓迎） 

場所：新宿ここ・から広場（人工芝グラウンド） 

（新宿区新宿 7－3－29） 

内容： 

本田圭佑プロデュースのスクールコーチによる指導！ 

日本ブラインドサッカー協会スタッフによる体験会！ 

大妻女子大学の川口ゼミによる食育ゲーム！ 

持ち物：運動できる服装・靴・タオル、飲み物等 

 

費用：１人  ５００円 

申込み： 新宿区生涯学習コミュニティ課あてに 

下記、申込書に必要事項を記入の上、 

FAX 又はメールでお申込み下さい。 

備考：雨天決行 (悪天候の場合、HP、Facebook に開催

の有無を掲載します。) 

HP        ⇒ http://criacao.or.jp/schedule.html 

Facebook  ⇒ https://www.facebook.com/criacao.club 

運営：一般社団法人 地域スポーツ推進クラブCriacao
ク リ ア ソ ン

 

小学生のための 

サッカークリニック 食育ゲーム 

ブラインド 

サッカー体験 
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================================申込書=================================== 

 

【申込み先】 新宿区地域文化部生涯学習コミュニティ課（区役所本庁舎１階） 

電話０３（５２７３）４３５８ FAX０３（５２７３）３５９０ 

E-mail ：shogaigakusyu@city.shinjuku.lg.jp 

氏 名
ふりがな

 学年        年 年齢        歳 

住所 〒   ―   

 

電話      FAX  

 新宿区協働事業 第三弾 

 

日時：2015 年 6 月 13 日（土） 

低学年 9:15~10:45 / 高学年 11:15~12:45 

対象：区内在住の小学生（未経験大歓迎） 

場所：西落合公園尐年野球場（西落合２－１９） 

 

内容： 

本田圭佑プロデュースのスクールコーチによる指導！ 

日本ブラインドサッカー協会スタッフによる体験会！ 

大妻女子大学の川口ゼミによる食育ゲーム！ 

持ち物：運動できる服装・靴・タオル、飲み物等 

 

費用：１人  ５００円 

申込み： 新宿区生涯学習コミュニティ課あてに 

下記、申込書に必要事項を記入の上、 

FAX 又はメールでお申込み下さい。 

備考：雨天決行 (悪天候の場合、HP、Facebook に開催

の有無を掲載します。) 

HP        ⇒ http://criacao.or.jp/schedule.html 

Facebook  ⇒ https://www.facebook.com/criacao.club 

運営：一般社団法人 地域スポーツ推進クラブCriacao
ク リ ア ソ ン

 

小学生のための 

サッカークリニック 食育ゲーム 

ブラインド 

サッカー体験 
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講師団体の紹介 
 

 

☆ソルティーロサッカースクール☆ 

 

我々は、「サッカーを通して夢を持つことの大切さを伝えたい」という理念で活動しています。 

2010 年 12 月に日本で初めて本田圭佑とのサッカークリニックを行った際に、本田圭佑とボールを蹴っ

た子供達は一瞬で目を輝かせ、そして将来の夢を力強く話していた印象を受けました。 

我々が、毎日子供達に関わる中で一番大切にしていることは、「自分自身の人間性を磨く」という事

です。子供達の大事な時期に関わる大人には大きな責任があると思うので、まず自分自身を見つめ直し、

学ぶ姿勢を持ち人間性を磨く努力をしています。 

我々は、より多くの子供達がサッカーに触れ、沢山の仲間と共に成長できる環境を作る努力をしてい

こうと思っています。 

「夢は人を大きくする、夢は人を強くする」 

 

 

 

☆日本ブラインドサッカー協会☆ 

 

視覚障がい者が行うサッカーとして、2001年以降日本でも次第に広がりをみせ、現在は日本全国にお

よそ 16チームが存在しています。 

(今年の 7月 11日－12日に調布で開催の日本選手権には 14チームが出場) 

また、日本代表は昨年 11月に行われた世界選手権において(日本開催)12チーム中 6位となり、少し

ずつ世界との距離も近づいてきています。秋には日本において 2016 リオデジャネイロパラリンピック

の予選も開催予定となっており、勝ち進み、本大会への初出場も期待されています。 

アイマスクをして行うため、目が見えない。 

お互いの「声」でのコミュニケーションが非常に重要になってきます。 

「お互いを思いやる心」が大切なスポーツともいえますね。 

いつもとは違う感覚を覚えるこのブラインドサッカー。 

怖そう！から、楽しい！にかわること間違いなし。 

みなさんもぜひ体験してみてくださいね！ 

 

 

 

☆大妻女子大学川口ゼミ☆ 

 

私たちは大妻女子大学で栄養について学んでいます。川口美喜子教授のもと、キッズにスポーツを通

して食べることの大切さを伝えたいと思います。そのために食事と栄養について楽しく学べるゲームを

考えています。新宿のキッズたちとサッカーボールを使って食事について学べるゲームがどんどん楽し。

くなっていきます。 

みなさんは、「どうしてごはんを食べていますか？」私たちと一緒に元気にゲームをして食べること

について考え、知り、バランスの良い食事をすることでスポーツのできる丈夫な体を作りましょう。 
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==================================申込書==================================== 

【申込み先】 新宿区地域文化部生涯学習コミュニティ課（区役所本庁舎１階） 

電話０３（５２７３）４３５８ FAX０３（５２７３）３５９０ 

E-mail ：shogaigakusyu@city.shinjuku.lg.jp 

氏 名
ふりがな

 学年        年 参加希望日（参加したい日に✔）   

□ 7月４日 ここから広場 

□ 8月 9日 落合中央公園 

□ 9月 5日 四谷中学校 

住所 〒   ―  

電話 FAX 

   かけっこ教室＆ 

フラッグフットボール教室 

開催日 7 月 4 日（土） 8 月 9 日（日） 9 月 5 日（土） 

時 間 9 時から 12 時 
12 時 15 分から 

14 時 45 分 

9 時 15 分から 

11 時 45 分 

場 所 
新宿ここ・から広場 

（新宿 7－3－29） 

落合中央公園野球場 

（上落合 1－2） 

四谷中学校 

（四谷 1－12） 

 ※内容は 3 回とも同じですが、複数回の参加も歓迎します！ 

対 象： 区内在住の小学生 

内 容： 秋本真吾さん(200mH アジア最高記録保持者)らによるかけっこ教室！  

アメリカンフットボール社会人チームオービックシーガルズなどによる 

フラッグフットボール！大妻女子大学の川口ゼミによる食育ゲーム！ 

受 付： 各回開始時間の１５分前から受付いたします。 

持ち物： 運動できる服装・靴・タオル、飲み物等 

費 用： １人  ５００円 

申込み： 新宿区生涯学習コミュニティ課あてに、開催日前日（８月９日イベントについては

８月７日）までに、下記申込書に必要事項を記入の上、FAX 又はメールでお申込み

下さい。（同時に複数回の申込みも可能です。） 

備 考： 雨天決行 (悪天候の場合、HP、Facebook に開催の有無を掲載します。) 

HP        ⇒ http://criacao.or.jp/schedule.html 

Facebook  ⇒ https://www.facebook.com/criacao.club 

運 営： 一般社団法人 地域スポーツ推進クラブCriacao
ク リ ア ソ ン

 

             

 新宿区協働事業 第４弾 

 

食育ゲーム 

 もあるよ！ 
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内容の紹介 
 

☆かけっこ教室☆ 

 

 「私は走るのが苦手」という人でも運動が苦手という人でも早く走ることはできます。走るという行

為は多くのスポーツの基礎部分で、この能力が向上すると色々な面で有利になれます。 

ただ、かけっこ教室では単純に早く走るためのコツを教えるのではなく、どうやったら早く走れるのか

を学んでもらい、自ら学ぶ力も身につけられるように工夫し、スポーツだけではなくこれから成長して

いく上で大切な考える力も身につけてほしいと考えています。 

走ることを楽しみながら、自分でも考えて少しずつ早く走る体験をしてみよう！ 

講師紹介（各回で講師は異なります） 

秋本真吾さん 200m ﾊｰﾄﾞﾙ アジア最高記録保持者 

三宅修司さん 400m ﾊｰﾄﾞﾙ 全日本実業団入賞、九州選手権優勝 

大西正裕さん 4×100M ﾘﾚｰ、4×400M ﾘﾚｰ 全日本実業団入賞 

千葉朋裕さん 110m ﾊｰﾄﾞﾙ 関東選手権入賞 

 

 

☆フラッグフットボール教室☆ 

 

 フラッグフットボールはアメリカンフットボールの魅力をそのままに、接触がなく安全に楽しむこと

ができるニュースポーツです。アメフトのタックルの代わりに腰につけたフラッグをとります。役割分

担が明確で誰でも楽しむことができ、全員で協力して得点時の喜びや達成感を共有することができます。

ルールや動作が簡単なため安全かつ安心してスポーツを楽しむこともでき、様々な役割があるため誰か

一人が活躍する！ヒーローになる！のではなく、それぞれの個性を活かして誰でも活躍できるスポーツ

です。作戦も重要な要素になるため、考える力やコミュニケーション 

能力を養うこともできます！ 

 

学習指導要領にも取り入れられた学びも非常に多いスポーツです。 

フラッグフットボールを通じてスポーツの楽しさを体験しよう！  

 

 

 

☆食育ゲーム☆ 

 

私たちは大妻女子大学で栄養について学んでいます。川口美喜子教授のもと、キッズにスポーツを通

して食べることの大切さを伝えたいと思います。そのために食事と栄養について楽しく学べるゲームを

考えています。 

みなさんは、「どうしてごはんを食べていますか？」 

私たちと一緒に元気にゲームをして食べることについて考え、 

知り、バランスの良い食事をすることでスポーツのできる 

丈夫な体を作りましょう。 
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==================================申込書==================================== 

	 	 【申込み先】	 新宿区地域文化部生涯学習コミュニティ課（区役所本庁舎１階）	 

電話０３（５２７３）４３５８	 FAX０３（５２７３）３５９０	 

E-mail ：shogaigakusyu@city.shinjuku.lg.jp 

氏 名
ふりがな

                     	 	 	 中学校 学年	 	 	 	 年 

住所	 〒	 	 	 ―  

電話 FAX 

	 	 

場	 所：	 落合中央公園野球場（上落合１−２）	 

日	 時：	 ８月９日（日）１５時１５分〜１７時４５分（受付開始１４時５５分から）	 

対	 象：	 区内在住の中学生	 

内	 容：	 秋本真吾さん(200mH アジア最高記録保持者)らによるラントレーニング	 

アメリカンフットボール社会人チームによるフラッグフットボール体験会	 

大妻女子大学の川口ゼミによるゲーム形式の栄養講習	 

持ち物：	 運動できる服装・靴・タオル、飲み物等	 

費	 用：	 １人	 	 ５００円	 

申込み：	 新宿区生涯学習コミュニティ課あてに、８月７日までに、下記申込書に	 

	 必要事項を記入の上、FAX	 又はメールでお申込み下さい。	 

	 ※部活単位でのお申し込みも可能です！詳しくは生涯学習コミュニティ課へ

お問い合わせください！	 

備	 考：	 雨天決行	 	 （悪天候の場合、開始２時間前までに HP、Facebook に	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 開催有無を掲載します。)	 

HP	 	 	 	 	 	 	 	 ⇒	 http://criacao.or.jp/schedule.html	 

Facebook	 	 ⇒	 https://www.facebook.com/criacao.club	 

運	 営：	 一般社団法人	 地域スポーツ推進クラブCriacao
ク リ ア ソ ン

	 

	 新宿区協働事業	 第５弾	 

 

栄養講習も  

開催！  

  

あなたのフォーム⾒見見直します！  

〜～あらゆる競技に活かせる⾛走り⽅方教えます！〜～  

新宿区協働事業   第５弾  
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内容の紹介	 
	 

☆ラントレーニング☆	 

	 

	 「私は走るのが苦手」という人でも運動が苦手という人でも早く走ることはできます！走るという

行為は、あらゆるスポーツの基礎部分であるのと同時に最も重要な能力と言えます。	 

今まで運動を避けてきた人も、自分の競技に活かしたい人も、どうしたら早く走れるようになるのか、

その考え方や理論を実際のトレーニングを通じてわかりやすく伝えます。今見ている世界を変えてみ

よう！	 

講師紹介	 

秋本真吾さん	 200m ﾊｰﾄﾞﾙ	 アジア最高記録保持者	 

千葉朋裕さん	 110m ﾊｰﾄﾞﾙ	 関東選手権入賞	 

	 

	 

	 

	 

	 

☆フラッグフットボール☆	 

	 

	 フラッグフットボールはアメリカンフットボールの魅力をそのままに、接触がなく安全に楽しむこと

ができるニュースポーツです。役割分担が明確で誰でも楽しむことができ、全員がしっかり役割をこ

なすことでチームの勝利につながります。チームが勝つために何をしなければいけないのか作戦を練

るため、コミュニケーション力と考える力が養えます！	 

	 

学習指導要領にも取り入れられた学びも非常に多いスポーツです。	 

ただ運動をするだけでなく、個性を認めそれぞれに合った役割を	 

こなすことで新しい発見や今までとは違った考え方を持てるように	 

しよう！	 

	 

	 

	 

☆栄養講習☆	 

	 

大妻女子大学の川口美喜子教授のもとで学んでいるゼミ生を中心に、成長期の中学生向けにスポーツ

を通して食べることの大切さを伝えていきます。これから体が成長していく上で必要になる栄養とは何

か？不足がちだけど成長に欠かせない食事とは何か？など、楽しく	 

学んでいただけます。	 

早く走るためには？もっと力をつけるためには？トレーニングを	 

ハードにするだけで良いのでしょうか？	 

バランスの良い食事をすることでスポーツのできる丈夫な体を	 

作りましょう。	 
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※内容は 3 回とも同じですが、複数回の参加も歓迎します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

================================申込書================================= 

ふりがな 

氏 名 
学 年        年 参加希望日（参加したい日に✔） 

□10 月 25 日 ここから広場 

□11 月 21 日 西落合公園 

□12 月 19 日 外濠公園 

住 所 〒   －    

電 話 FAX 

【申込先】  新宿区地域文化部生涯学習コミュニティ課（区役所本庁舎１階） 

電話 ０３（５２７３）４３５８ FAX ０３（５２７３）３５９０ 

E-mail ：shogaigakusyu@city.shinjuku.lg.jp 

※お申込みは直接生涯学習コミュニティ課までお願いします。 

開催日 10 月 25 日（日） 11 月 21 日（土） 12 月 19 日（土） 

時 間 
9 時 30 分から 

12 時 30 分 

9 時 30 分から 

12 時 30 分 

9 時 30 分から 

12 時 30 分 

受付開始 9 時 10 分 9 時 10 分 9 時 10 分 

場 所 
新宿ここ・から広場 

（新宿 7－3－29） 

西落合公園少年野球場 

（西落合２－１９） 

外濠公園総合グラウンド 

（千代田区五番町先） 

※自転車での来場はご遠慮下さい 

申込締切日 10 月 23 日（金） 11 月 20 日（金） 12 月 18 日（金） 

             

 新宿区協働事業 第６弾 

 
 

    野球体験教室＆ 

ラグビー体験教室 

食育ゲーム 

 もあるよ！ 

 

対 象： 区内在住の小学生 

内 容： 元プロ野球選手・新宿区出身女子プロ野球監督・選手らによる野球体験教室。元ラグビー

日本代表選手齊藤祐也さんによるラグビー体験教室。大妻女子大学の川口ゼミによる食育ゲ

ーム！ 

持ち物： 運動できる服装・靴・タオル、飲み物等 

費 用： １人  ５００円 

申込み： 申込締切日までに、下記申込書に必要事項を記入の上、FAX 又はメールでお申込み下さい。

（複数回の申込みも可能です。） 

備 考： 小雨決行 (雨天時やグランド不良時、HP、Facebook に開催の有無を掲載します。) 

HP        ⇒ http://criacao.or.jp/schedule.html 

Facebook  ⇒ https://www.facebook.com/criacao.club 

運 営： 一般社団法人 地域スポーツ推進クラブ Criacao（クリアソン） 
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内容の紹介 

☆野球体験教室☆ 

日本では国民的スポーツと呼ばれる野球。実際に球場で観戦したりテレビで見たりしたことがある人も多

いのではないでしょうか？この体験教室では、元プロ野球選手や女子プロ野球の監督・選手がボールの正し

い投げ方からバットを使ってボールを打つことまで、野球をしたことがない子にもある子にも楽しく教えて

くれます。当日は初めて経験する子のために止まったボールを打つ T ボールも用意し誰もが楽しく、参加

できるプログラムになっています。 

講師紹介（各回で講師は異なります） 

元プロ野球選手  松本匡史さん etc 日本女子プロ野球リーグアドバイザー 

埼玉アストライア 女子プロ野球チーム 川保麻弥監督 etc 

東北レイア    女子プロ野球チーム  河本悠監督（新宿区出身）etc 

☆食育ゲーム☆ 

私たちは大妻女子大学で栄養について学んでいます。川口美喜子教授のもと、

キッズにスポーツを通して食べることの大切さを伝えたいと思います。そのため

に食事と栄養について楽しく学べるゲームを考えています。 

みなさんは、「どうしてごはんを食べていますか？」 

私たちと一緒に元気にゲームをして食べることについて考え、知り、バランスの

良い食事をすることでスポーツのできる丈夫な体を作りましょう。 

☆ラグビー体験教室☆ 

スポーツとは身近に感じ、誰もが始めやすく取っ掛かりとして入りやすいもの

でなくてはならない。 

ラグビーと聞いたときに多くの人が想像するのが、激しくぶつかり合うタックル

ではないでしょうか？ 

この体験教室は、タックルなどの接触がなく子ども達にはボールを持って走る楽

しさ、相手を抜く楽しさから伝え、本来スポーツが持っている楽しさを伝えてい

きたいと考えています。楽しさを知ることでスポーツを続けるモチベーションが

生まれる。ラグビー本来の魅力をお伝えできればと思います。 

 

新宿ここ・から広場 

都営大江戸線・東京メトロ副都心線 東新宿駅から徒歩７分 

 都営大江戸線 若松河田駅から徒歩１０分 

 都営バス 新宿ここ・から広場前停留所徒歩１分 

  宿７４ 新宿駅西口 ― 東京女子医大（国立国際医療研究センター経由） 

  橋６３ 小滝橋車庫 ― 新橋駅（大久保駅前・新大久保駅前経由） 

  飯６２ 小滝橋車庫 ― 都営飯田橋駅（大久保駅前・新大久保駅前経由） 

 ※車での来所はご遠慮ください 

西落合公園少年野球場 

都営大江戸線「落合南長崎駅」より徒歩約 16 分 

 西武新宿線「新井薬師前駅」より徒歩約 13 分 

 ※車での来所はご遠慮ください 

外濠公園総合グラウンド 

JR・東京メトロ南北線・丸ノ内線四ツ谷駅から徒

歩 5分 ※自転車・車での来所はご遠慮ください 

各会場への交通アクセス 
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==================================申込書==================================== 

【申込み先】一般社団法人地域スポーツ推進クラブ Criacao（百人町 1-23-7） 

電話０３（６９０８）８１１９ FAX０３（６９０８）８９０８ 

E-mail ：info@criacao.or.jp 

氏 名
ふりがな

 学年        年 参加希望日（参加したい日に✔）   

□1 月 30 日 妙正寺川公園 

□2 月 20 日 ここから広場 

□3 月 19 日 西戸山公園 

住所 〒   ―  

電話 FAX 

開催日  1 月 30 日（土） 2 月 20 日（土） 3 月 19 日（土） 

時 間 
13 時 00 分から 

 16 時 00 分 

10 時 00 分から 

13 時 00 分 

13 時 00 分から 

16 時 00 分 

場 所 

妙正寺川公園 

運動広場 

（中野区松ヶ丘１-３３） 

新宿ここ・から広場 

（新宿７−３−２９） 

西戸山公園野球場 

（百人町４−１） 

 ※内容は 3 回とも同じですが、複数回の参加も大歓迎します！ 

対 象： 区内在住の小学生 

内 容： 元 NFL デンバーブロンコスチアリーダー堀池薫子さんによるダンス教室！ 

     元日本代表選手など現役選手が教えてくれるラクロス体験教室！ 

大妻女子大学の川口ゼミによる食育ゲーム！ 

受 付： 各回開始時間の２０分前から受付いたします。 

持ち物： 運動できる服装・靴・タオル、飲み物等 

費 用： １人 ５００円 

申込み： 一般社団法人地域スポーツ推進クラブ Criacao あてに、各開催日前日までに、下記

申込書に必要事項を記入の上、FAX 又はメールでお申込み下さい。 

（同時に複数回の申込みも可能です。） 

備 考： 雨天決行 (悪天候の場合、HP、Facebook に開催の有無を掲載します。) 

HP        ⇒ http://criacao.or.jp/schedule.html 

Facebook  ⇒ https://www.facebook.com/criacao.club 

運 営： 一般社団法人 地域スポーツ推進クラブCriacao
ク リ ア ソ ン

 

食育ゲーム 

 もあるよ！ 

 

 新宿区協働事業 第７弾 
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内容の紹介 
 

☆ダンス教室☆ 

 

 道具の必要がなく全身を使って表現をするので、誰もが手軽に始められるダンス！是非あなたもチャ

レンジしてみませんか？いきなり踊れなくても大丈夫！まずは体を動かす楽しさや、ダンスが持ってい

る魅力を経験してみましょう。個人で踊ることはもちろん、みんなで踊る一体感などダンスが持つたく

さんの魅力をお伝えします。 

講師紹介 

堀池薫子さん 元 NFLデンバーブロンコスチアリーダー 他 

 

チアリーダーの語源である「人を元気づける」をテーマに、講演会、振付、

ダンスワークショップなどで次世代チアリーダーの育成と日米の文化交流の

一端を担う。 

 

 

 

☆ラクロス体験教室☆ 

 

  ラクロスにおける基本動作【投げる・捕る・拾う】の 3 点を中心とした誰でも気軽に楽しめる内容

となります。元日本代表を含む、現役バリバリの選手がプレーイングコーチスタイルで優しく丁寧に、

そして、時におもしろおかしくコーチングしていきます。ぜひ、御気軽にご参加下さい。 

 

講師紹介 

佐保田裕介さん ラクロス普及実行委員会 Team LiD  代表 

 

私たちは元日本代表選手を筆頭に、ラクロスというスポーツの様々な側面を

老若男女に伝えていくことを使命と掲げ、ラクロスの普及・発展に寄与する

ことを目的に活動しています。 

 

 

 

☆食育ゲーム☆ 

 

私たちは大妻女子大学で栄養について学んでいます。川口美喜子教授のもと、子ども達にスポーツを

通して食べることの大切さを伝えたいと思います。そのために食事と栄養について楽しく学べるゲーム

を考えています。 

みなさんは、「どうしてごはんを食べていますか？」 

私たちと一緒に元気にゲームをして食べることについて考え、 

知り、バランスの良い食事をすることでスポーツのできる 

丈夫な体を作りましょう。 
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平成２７年度協働事業実施時の様子  

 

フラッグフットボール教室 かけっこ教室 

野球体験教室 ラグビー体験教室 

ラクロス体験教室 

サッカー教室 ブラインドサッカー体験 

ダンス教室  

食育 

４〜６月  

７〜９月  

１０〜１２月 

１〜３月  
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５
０
０
円
  

※
当
日
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
 

持
ち
物
  

筆
記
用
具
、
運
動
で
き
る
服
装
、
室
内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

 
  申
込
方
法
  

  
一
般
社
団
法
人
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
ク
ラ
ブ
CC
rrii
aa
cc
aa
oo
あ
て
に
、
下
記
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入�
の
上
、
開
催
日
前

日
ま
で
に
、
FF
AA
XX
  又
は
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
指
導
者
の
方
は
所
属
・
競
技
名
も
ご
記
入�
下
さ
い
。
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【
申
込
み
先
】

 一
般
社
団
法
人
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
ク
ラ
ブ

Cr
ia

ca
o（
百
人
町

1-
23

-7
）

 
電
話
０
３
（
６
９
０
８
）
８
１
１
９

 F
AX
０
３
（
６
９
０
８
）
８
９
０
８

 
E-

m
ai

l 
：
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fo

@c
ri

ac
ao
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r.j
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【
申
込
み
先
】

 一
般
社
団
法
人
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
ク
ラ
ブ

Cr
ia

ca
o（
百
人
町

1-
23

-7
）

 
電
話
０
３
（
６
９
０
８
）
８
１
１
９

 F
AX
０
３
（
６
９
０
８
）
８
９
０
８

 
E-

m
ai

l 
：

in
fo

@c
ri

ac
ao

.o
r.j
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氏
名

ふ
り
が
な

 
保
護
者
	 
・
	 
指
導
者

ま
る
で
囲
っ
て
下
さ
い

 
所
属

 
競
技
名

 
住
所
	 
〒
	 
	 
	 
―

 
 

お
子
様
の
年
齢
	 
	 
	 
	 
	 
	 
歳

 

電
話

 
FA

X 
お
子
様
の
競
技

 

氏
名

ふ
り
が
な

 
学
年
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
年

 
(※
平
成

28
年
度
の
学
年

) 
参
加
希
望
日
（
参
加
し
た
い
日
に
✔
）
	 
	 

 
□
	 

4
月

29
日
	 
外
濠
公
園

 
□
	 

6
月

18
日
	 
落
合
中
央
公
園

 
住
所
	 
〒
	 
	 
	 
―

 
 

電
話

 
FA

X 

秋
本
真
吾
さ
ん

 (
20

0m
ハ
ー
ド
ル
ア
ジ
ア
最
高
記
録
保
持
者

) 
現
在
は
ス
プ
リ
ン
ト
コ
ー
チ
と
し
て
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
子
ど
も
達
に

走
り
方
の
指
導
を
展
開
。

 

	 
	 

平
成
２
８
年
度
新
宿
区
協
働
事
業
	 
第
１
弾
	 

 

食
育
ゲ
ー
ム
  

  
も
あ
る
よ
！
  

  

  

秋
本
真
吾
さ
ん
  

走
り
方
実
践
指
導
セ
ミ
ナ
ー

 

開
催
日

 
４
月
２
９
日
（
金
・
祝
）

 
６
月
１
８
日
（
土
）

 
時
	 
間

 
9
時

30
分
か
ら

12
時

30
分

 
9
時

30
分
か
ら

12
時

30
分

 

場
	 
所

 
外
濠
公
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
（
千
代
田
区
五
番
町
先
）

 
※
自
転
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
下
さ
い

 

落
合
中
央
公
園
野
球
場

 
（
上
落
合
１
−
２
）

 

	 
※
内
容
は
２
回
と
も
同
じ
で
す
が
、
両
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
！

 
対
	 
象
：
	 
区
内
在
住
の
小
学
生

 
内
	 
容
：
	 
秋
本
真
吾
さ
ん

(2
00

m
H
ア
ジ
ア
最
高
記
録
保
持
者

)ら
に
よ
る
か
け
っ
こ
教
室
！

  
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
社
会
人
チ
ー
ム
オ
ー
ビ
ッ
ク
シ
ー
ガ
ル
ズ
に
よ
る

 
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
！
大
妻
女
子
大
学
の
川
口
ゼ
ミ
に
よ
る
食
育
ゲ
ー
ム
！

 
受
	 
付
：
	 
各
回
開
始
時
間
の
２
０
分
前
か
ら
受
付
い
た
し
ま
す
。

 
持
ち
物
：
	 
運
動
で
き
る
服
装
・
靴
・
タ
オ
ル
、
飲
み
物
等

 
費
	 
用
：
	 
１
人

  
５
０
０
円

 
申
込
み
：
	 
一
般
社
団
法
人
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
ク
ラ
ブ

C
ri

ac
ao
あ
て
に
、
各
開
催
日
前
日
ま
で
	 
	 

に
、
下
記
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

F
A

X
 又
は
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

 
	 

F
A

X
の
場
合
返
信
で
き
る

F
A

X
番
号
を
記
入
下
さ
い
。
（
同
時
に
両
方
の
申
込
可
）

 
備
	 
考
：
	 
雨
天
中
止
	 

(降
雨
予
想
の
場
合
、

H
P
、

F
ac

eb
oo

k
に
開
催
の
有
無
を
掲
載
し
ま
す
。

) 
H

P
  

  
  

  
⇒
	 

ht
tp

://
cr

ia
ca

o.
or

.j
p/

sc
he

du
le

.h
tm

l 
F

ac
eb

oo
k 

 ⇒
	 

ht
tp

s:
//w

w
w

.f
ac

eb
oo

k.
co

m
/c

ri
ac

ao
.c

lu
b 

運
	 
営
：
	 
一
般
社
団
法
人

 地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
ク
ラ
ブ

C
ri

ac
ao

ク
リ
ア
ソ
ン
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日
付
  

時
間
  

会
場
  

種
目
  

  
４
月
２
９
日
（
祝
）
  
  
９
::３
０
〜
１
２
::３
０
  
外
濠
公
園
  

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
  

か
け
っ
こ
教
室
＆
  

フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
  

  
５
月
１
２
日
（
木
）
  
１
８
::３
０
〜
２
１
::３
０
  
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
&&
小
体
育
室
  

走
り
方
講
演
＆
実
践
指
導
  

秋
本
真
吾
さ
ん
  

  
６
月
１
８
日
（
土
）
  
    
９
::３
０
〜
１
２
::３
０
  
落
合
中
央
公
園
野
球
場
  

か
け
っ
こ
教
室
＆
  

フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
  

  
７
月
１
６
日
（
土
）
  
  
９
::３
０
〜
１
２
::３
０
  
新
宿
こ
こ
・
か
ら
広
場
  

野
球
教
室
＆
ラ
グ
ビ
ー
教
室
  

  
８
月
２
４
日
（
水
）
  
１
８
::３
０
〜
２
１
::３
０
  
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
&&
大
体
育
室
  

元
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
  

齊
藤
祐
也
さ
ん
  

  
９
月
１
７
日
（
土
）
  
  
９
::３
０
〜
１
２
::３
０
  
落
合
中
央
公
園
野
球
場
  

野
球
教
室
＆
ラ
グ
ビ
ー
教
室
  

１
０
月
１
５
日
（
土
）
  
  
９
::３
０
〜
１
２
::３
０
  
新
宿
こ
こ
・
か
ら
広
場
  

野
球
教
室
＆
ラ
グ
ビ
ー
教
室
  

  
１
１
月
９
日
（
水
）
  
１
１
::０
０
〜
１
４
::０
０
  
牛
込
箪
笥
地
域
セ
ン
タ
ー
  
食
育
  栄
養
講
習
＆
調
理
実
習
  

川
口
美�
喜
子
教
授
  

１
２
月
１
７
日
（
土
）
  
  
９
::３
０
〜
１
２
::３
０
  
西
落
合
公
園
少
年
野
球
場
  
サ
ッ
カ
ー
教
室
＆
ラ
ク
ロ
ス
教
室
  

  
１
月
２
１
日
（
土
）
  
１
２
::４
５
〜
１
５
::４
５
  
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

大
体
育
室
  

サ
ッ
カ
ー
教
室
＆
ラ
ク
ロ
ス
教
室
  

  
２
月
  
９
日
（
木
）
  
１
８
::３
０
〜
２
１
::３
０
  
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
&&
小
体
育
室
  

ソ
ル
テ
ィ
ー
ロ
フ
ァ
ミ
リ
ア
  

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
  

代
表
  
鈴
木
良
介
さ
ん
  

  
３
月
１
８
日
（
土
）
  
１
３
::３
０
〜
１
６
::３
０
  
落
合
中
央
公
園
野
球
場
  

サ
ッ
カ
ー
教
室
＆
  

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
体
験
  

※
英
語
の
み
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
り
  

  

※
日
程
や
内
容
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

   

     

※
保
護
者
、
指
導
者
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
  

か
け
っ
こ
教
室
 

ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
と
な
る
「
走
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
誰
に
で
も
わ

か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
す
！
走
る
の
に
一
番
大
事
な
事
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？
是
非
早
く
な
る
瞬
間
を
実
感
し
に
来
て
く
だ
さ
い
！

 

フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
 

「
誰
で
も
」「
安
全
に
」「
簡
単
に
」
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

疑
似
体
験
で
き
ま
す
！
色
々
な
役
割
が
あ
る
か
ら
誰
も
が
ヒ
ー
ロ
ー

に
な
れ
る
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
感
じ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 

野
球
教
室
 

日
本
で
は
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
の
野
球
！
打
っ
た
り
、
投
げ
た
り
そ
の

楽
し
さ
を
、
初
め
て
経
験
す
る
子
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
止
ま
っ

た
ボ
ー
ル
を
打
つ

T
ボ
ー
ル
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

 

ラ
グ
ビ
ー
教
室
 

昨
年
の

W
杯
以
降
日
本
中
で
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す

ね
。
激
し
さ
も
魅
力
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
タ
ッ
ク
ル
な
ど
の
接
触

な
し
で
本
来
の
魅
力
か
ら
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

 

サ
ッ
カ
ー
教
室
 

た
だ
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
挨
拶
や
仲
間
と
プ
レ
ー
す

る
事
、
夢
を
持
つ
大
切
さ
な
ど
、
子
ど
も
達
が
大
き
く
成
長
で
き
る

よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

 

ラ
ク
ロ
ス
教
室
 

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
か
ら
こ
そ
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
な
内

容
で
、
現
役
バ
リ
バ
リ
の
選
手
が
優
し
く
・
丁
寧
に
・
時
に
お
か
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
！
お
気
軽
に
参
加
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
体
験
 

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
体
験
を
通
じ
て
、
普
段
の
何
気
な
い
行
動
に

対
し
て
も
た
く
さ
ん
の
発
見
や
気
づ
き
が
生
ま
れ
ま
す
！
目
が
見
え

な
い
か
ら
こ
そ
見
え
る
新
し
い
世
界
を
体
験
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 

食
育
 

み
な
さ
ん
は
ど
う
し
て
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
ま
す
か
？
ゲ
ー
ム
を
通

じ
て
食
べ
る
事
に
つ
い
て
考
え
、
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
丈
夫
な
体
を

作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

 

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪
  

新
宿
区
協
働
事
業
  
ス
ポ
ー
ツ
環
境
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
  

平
成
２
８
年
度
年
間
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
  

77
月
以
降
の
イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
順
次
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
  

上
記
イ
ベ
ン
ト
へ
の
申
込
の
際
は
氏
名
・
学
年
・
住
所
・
電
話
・
FF
AA
XX
・
参
加
希
望
日
を
お
伝
え
下
さ
い
。
  

イ
ベ
ン
ト
内
容
紹
介
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平成 27年度新宿区協働事業 実績報告資料 

商店街ホームページ活性化事業 

作成日 平成 28年 4月 25日 

団体名 特定非営利活動法人 団塊のノーブレス・オブリージュ 

作成者 ホームページ商店街活性化事業担当 田中 

 

提案企画書 

内容 

事業目的 

・商店街活性化、区民・消費者の生活利便性向上 

事業目的の実現に向けて解決すべき課題 

・商店街情報の ICT化と発信を通しての商店街への人の誘致やコミュニティ形成 

課題解決の手法や形態 

・新しい区商連の HPを情報媒体として HPコンテンツの作成や更新の支援を行う 

区担当課との 

事前確認内容 

事業目的 

・区商連のHPを区内商店会に浸透させ、区内商店会の ITリテラシー向上を図る。 

・区内商店会、個店の新たな情報を発掘、発信し、「新宿ルーペ」の魅力を高める。 

・上記を通じて、区内商店会並びに個店の活性化を図る。 

事業概要 

１「新宿ルーペ」内の区内商店会のページ作成・更新支援 

２「新宿ルーペ」内の区商連・区内商店会ページ向けのイベント取材・記事作成更新 

取組と実績 １「新宿ルーペ」内の区内商店会のページ作成・更新支援 

目標：年間を通して３０商店会程度の HP作成・更新を行う。 

内容；作成支援にあたって、該当する商店会の実地調査（写真撮影、特徴の把握等）、書籍や

WEB等による情報収集を行い、調査や収集した情報を基に商店会ページの写真、アピ

ールポイント、イベント等の掲載しページの土台を構築する。 

実績：３０商店会の HP作成・更新を実施 

今後：引続き２年間で６０商店会分のHP作成・更新の支援を実施する 

２．「新宿ルーペ」内の区商連・区内商店会ページ向けのイベント取材・記事作成更新 

  商店会 IT担当と接触し、ホームページの運営をサポート 

目標；年間を通して１０回程度の取材・記事作成を行い、情報をページに掲載する。 

内容：取材については、当 NPOのメンバーと関わりがある若い世代と連携し、多角的な視

点で区内商店会や個店の魅力を発掘しアピールにつながるよう努める。 

   取材先の商店会や店舗の担当者をサポートする。 

実績：イベント取材 納涼盆踊り大会（上落合発展会）、かつお祭り（早稲田地区商店会） 

   ミシラン（荒木町商店会）四ツ谷大好き祭り（四ツ谷地区商店会） 住吉町商工会 

ハロウィン（住吉町商工会）染色業二葉苑（上落合発展会）染の小道（中井地区商店

会）天ぷら高七（若原共栄会）やきとりはちまん（ワセダグランド商店会）合計１０ 

目指すかたち ・ネット上の商店会加盟店の電話帳としての機能 

区内商店会の全加盟店情報が、ネット検索できること 

・商店会の意識改革 

内商店会がネットによる情報発信の重要性を認識し、ツールとして新宿ルーペを活用

することにより、結果それが商店会活性化や区民生活向上につながるようになること 
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１
年

間
の

目
標

本
年

度
実

績
商

店
会

訪
問

３
０

商
店

会
３

０
商

店
会

イ
ベ

ン
ト

取
材

等
１

０
回

１
０

回

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬
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材
9
/
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つ
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 上

落
合

発
展

会
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盆

踊
り

大
会

イ
ベ
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商
店
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個
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年
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ホ
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ム
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ジ
活

性
化

事
業
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ケ
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ュ
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次
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報
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今
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２
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問
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掲
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問
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掲
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設
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）
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24 
 

3.マイホームマイホームマイホームマイホーム(ログインしてログインしてログインしてログインしていいいいる時のみる時のみる時のみる時のみ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お店のお店のお店のお店の基本情基本情基本情基本情

報を見ること報を見ること報を見ること報を見ること

ができができができができますますますます    
8 

9 

6 

5 

4 

3 

10 

7 

写真写真写真写真とプロフィとプロフィとプロフィとプロフィ

ールの編集ールの編集ールの編集ールの編集するするするする

ことができことができことができことができますますますます    

自分自分自分自分の関係者一覧をの関係者一覧をの関係者一覧をの関係者一覧を

見ることができ見ることができ見ることができ見ることができますますますます    

・・・・トピックをトピックをトピックをトピックを見る見る見る見る

ことがことがことがことができできできできますますますます    

・トピック・トピック・トピック・トピックの編集の編集の編集の編集

をすることをすることをすることをすることがでがでがでがで

ききききますますますます    

自分の自分の自分の自分の評価を見ることができ評価を見ることができ評価を見ることができ評価を見ることができますますますます    

自分の自分の自分の自分のお店のアピールポイントお店のアピールポイントお店のアピールポイントお店のアピールポイント

を編集を編集を編集を編集することすることすることすることができができができができますますますます    

お店のお店のお店のお店の地図を地図を地図を地図を見る見る見る見ることができことができことができことができますますますます    

口口口口コミをコミをコミをコミを見ることが見ることが見ることが見ることができできできできますますますます    

口口口口コミをコミをコミをコミを書くことが書くことが書くことが書くことができできできできますますますます    

2 

1 

お店のお店のお店のお店の紹介を紹介を紹介を紹介を見ることができ見ることができ見ることができ見ることができますますますます    

お店の紹介お店の紹介お店の紹介お店の紹介の編集の編集の編集の編集することすることすることすることができができができができますますますます    
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daiichi
長方形

daiichi
挿入テキスト

daiichi
テキストボックス
新宿ルーペ画面説明（個店、商店会ページ）

hello
テキストボックス
　　　　　　　　　新宿ルーペ説明資料　「新宿ルーペ」とは新宿区内のお店＆商店会とお客をつなぐSNSサイトです
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6 
 

 

2.トップページトップページトップページトップページ 

 

2 3 

新着新着新着新着店店店店かつ写かつ写かつ写かつ写

真アップロー真アップロー真アップロー真アップロー

ドされたドされたドされたドされた５件５件５件５件

をををを大きく大きく大きく大きく表示表示表示表示    

３種類３種類３種類３種類の検索の検索の検索の検索方法方法方法方法

ででででお店をお店をお店をお店を検索する検索する検索する検索する

ことがことがことがことができますできますできますできます    

4 

現在現在現在現在開催中の開催中の開催中の開催中の    イベイベイベイベ

ントをントをントをントを最新最新最新最新 5555 件まで件まで件まで件まで

見ることが見ることが見ることが見ることができますできますできますできます    

5 

開催開催開催開催予定のイベントの情報を予定のイベントの情報を予定のイベントの情報を予定のイベントの情報を最最最最

新新新新 5555 件件件件までまでまでまで見ることが見ることが見ることが見ることができますできますできますできます    

1 

個個個個店の最新記事店の最新記事店の最新記事店の最新記事    

を掲載を掲載を掲載を掲載    

((((TwitterTwitterTwitterTwitter ともともともとも連動連動連動連動))))    

言語言語言語言語の変更の変更の変更の変更をすることがをすることがをすることがをすることができできできできますますますます    

((((日本語日本語日本語日本語か英語か英語か英語か英語))))    
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13 
 

2.3.新宿区の新宿区の新宿区の新宿区の個店個店個店個店を探そうを探そうを探そうを探そう 

 

 

2.3.1.業種で探す業種で探す業種で探す業種で探す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５つ５つ５つ５つの業種の業種の業種の業種のののの中から目的の業種中から目的の業種中から目的の業種中から目的の業種をををを

探し、そこからジャンルに分けて探し、そこからジャンルに分けて探し、そこからジャンルに分けて探し、そこからジャンルに分けて

検索することができ検索することができ検索することができ検索することができますますますます    

1 

2 

3 

1 
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入力入力入力入力が終わったら、が終わったら、が終わったら、が終わったら、

「「「「確定確定確定確定」」」」ををををクリッククリッククリッククリック    

投稿投稿投稿投稿したトピックしたトピックしたトピックしたトピックはははは後から後から後から後から

編集と削除ができ編集と削除ができ編集と削除ができ編集と削除ができますますますます    

本文と本文と本文と本文とタイトル入力タイトル入力タイトル入力タイトル入力するするするする    

同時に同時に同時に同時に 3333 枚まで写真を枚まで写真を枚まで写真を枚まで写真を    

載せることが載せることが載せることが載せることができできできできますますますます    

1 

2 3 

写真写真写真写真は１、２は１、２は１、２は１、２、、、、３３３３

の順で表示の順で表示の順で表示の順で表示    「タイトル」と「タイトル」と「タイトル」と「タイトル」と

「「「「本文本文本文本文」」」」がががが表示表示表示表示    
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日  程：２０１５年６月１２日（金）１４：００～１７：００ 

          （開場・受付は１３：３０より開始） 

講  師：幸田 千栄子（日本生産性本部 経営コンサルタント） 

会  場：男女共同参画推進センター（ウィズ新宿 荒木町 16 番地） 

参加対象：区内の事業者、区内在勤・在住の方（定員 50 名） 

（※定員になり次第、締め切らせていただきますので予めご了承下さい） 

参 加 費：無料 

 

 
１．なぜ今、女性活躍推進が求められているかを理解することができます。 

２．実際に女性の活躍を推進する上での課題を認識します。 

３．具体的な取り組みのポイント・進め方を学ぶことができます。 

 今日、グローバル化や労働人口減少に対応するために、多様な人材が活躍できる組織への変革が求められていま

す。政府の成長戦略で「女性の活躍」が中核として位置づけられ、今国会で審議予定の女性活躍推進法案が成立す

ると、２０１６年には各企業で女性登用の数値目標や行動計画の策定と公表が義務（301人以上が対象、300人以

下は努力義務）化されることになります。近年は人材戦略におけるダイバーシティの一つとして、女性社員の活躍

推進に取り組む企業も増えてきました。しかし、一口に女性活躍推進と言っても各社によって状況が異なり、かつ

取組み内容の幅が広いため、どこからどのように進めたらよいか分からず悩みを抱えている人事担当者や女性活躍

推進担当者も少なくありません。 

 本セミナーでは、女性活躍推進が求められている社会的背景のほか、組織において推進していく上で実際に起こ

りやすい問題点や課題を理解し、課題解決に向けた具体的な取り組みのポイントを効果的に学ぶことができます。 

 多くの皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。 

主  催 新宿区 

開催趣旨 

※お申し込みは裏面にございます。 

ポイント 

プログラム 

14：00 開始 

１．女性社員の活躍推進が求められる背景 

  経営と人材を取り巻く環境の変化 ～企業経営戦略の視点で考える女性活躍推進～ 

２．推進上の課題 

  （１）課題の認識（講義） 

  （２）自社の課題の情報交換と課題の認識（ワーク） 

３．具体的な取り組みのポイント・進め方 

  （１）具体的な取り組みのポイント（講義） 

   ・経営層・管理職の意識改革と巻き込み方  

   ・女性社員の意識改革と職場の意識改革 

   ・女性人材の育成・評価・登用       

  （２）課題の解決と具体的な進め方（ワーク） 

４．まとめ 
 
【新宿区事業のご紹介】新宿区におけるワーク・ライフ・バランス事業について（事務局） 
 （１）ワーク・ライフ・バランス推進企業認定制度 
 （２）推進コンサルタント派遣制度の説明 
 （３）具体的なコンサルティングの進め方 
 
17：00 終了 

女 性 活 躍 推 進 セ ミ ナ ー 
～自社の具体的な進め方を考える～  

  

-79-



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

「女性活躍推進セミナー」参加申込書 
２０１５年   月   日 

下記必要事項をご記入いただき、ＦＡＸでお申し込み下さい。また、同内容をメールに記入、送信いただいても結構です。 

参加証はメールまたはＦＡＸ にてお送りいたします。 

法   人   名 
 

所 在 地 
〒 

 

電 話 （        ）  F A X      （       ） 

（ ふ り が な ） 

参 加 者 氏 名 

 

 

所属部署  役職名 
 

Ｅメール   ＠ 
 

 

 輸送用機器メーカーにて、人事、採用、教育、秘書 等に従事する。2000 年(財)社会経済生産性本部（現、日本生産

性本部）経営コンサルタント養成講座修了。日本生産性本部経営コンサルタントとして、人事領域の制度設計・運用指

導、人材育成、キャリア開発及び女性の活用・能力開発を中心とする指導にあたる。 

アクセス 

・都営地下鉄新宿線「曙橋駅」Ａ4 出口から徒歩 3 分 

・東京メトロ丸ノ内線「四谷三丁目駅」から徒歩 10 分 

・都営バス高 71（高田馬場～九段下）「合羽坂下」から徒歩 2 分 

・都営バス早 81（早大正門～渋谷）「荒木町」から徒歩 5 分 

・都営バス白 61（新宿駅西口～練馬車庫）「曙橋」から徒歩 5 分 

・都営バス宿 75（新宿駅西口～三宅坂）「合羽坂下」から徒歩 1 分 

日本生産性本部 経営コンサルタント 幸田 千栄子 

 

講  師 

会  場 

【主催】新宿区子ども家庭部男女共同参画課 

〒160-0007 新宿区荒木町 16番地  TEL：03-3341-0801 

 

【お問合せ先（事務局）】 公益財団法人 日本生産性本部（担当：松永・竹内） 

〒150-8307 東京都渋谷区渋谷三丁目１番１号  TEL：03-3409-1122 Ｅ-mail：dmc@jpc-net.jp 

ＦＡＸ ０３ (３４０９) １００７ 

※ 個人情報の取扱いについて 
１．参加申込によりご提供いただいた個人情報は、当本部の個人情報保護方針に基づき、安全に管理し、保護の徹底に努めます。なお、当本部個人情報保護方針の内容については、当本部ホームペー
ジ（http://www.jpc-net.jp/）をご参照願います。参加されるご本人、ご連絡担当者の皆様におかれましては、内容をご確認、ご理解の上、お申込いただきますようお願いいたします。２．個人情報
は、当事業実施に関わる資料等の作成、並びに当本部が主催･実施する各事業におけるｻｰﾋﾞｽ提供や事業のご案内、及び顧客分析･市場調査のために利用させて頂きます。３．法令に基づく場合などを
除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。４．案内状や参加証、ﾃｷｽﾄの送付などを外部に委託することがありますが、委託先にはご本人、ご連絡担当者へのｻｰﾋﾞｽ提供に必要な個
人情報だけを開示し、ｻｰﾋﾞｽ提供以外に使用させることはありません。５．ご本人からの求めにより、開示対象個人情報の利用目的の通知、開示、訂正、追加又は削除、利用の停止、消去及び第三者
への提供の停止に応じます。この件については、ワークライフ部（担当：松永 連絡先℡03-3409-1122）または総務部個人情報保護担当窓口（℡03-3409-1112）までお問合せください。【責任者：個
人情報保護管理者（総務部長）】６．お申込書に個人情報を記入するか否かの判断はご本人次第ですが、必要な個人情報が不足していた場合は、当本部からのサービスの全部、または一部が受けられ
ないことがあることをご了承願います。７．本案内記載事項の無断転載をお断りします。 

男女共同参画推進センター（ウィズ新宿 荒木町 16 番地） 会  場 
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主催  新宿区 

仕事と介護の両立セミナー 
～働いているからこそ考えるこれからの介護とは～ 

  
日  程：２０１５年１０月１９日（月） 14：00～16：00（第１部：講演会） 

16：00～17：00（第２部：情報交換会） 

講  師：新田 香織 氏（グラース社労士事務所 特定社会保険労務士） 

会  場：男女共同参画推進センター（ウィズ新宿 荒木町 16 番地） 

参加対象：区内の事業者、区内在勤・在住の方 

    （第１部：定員 50 名、第２部：定員 20 名） 

      ※定員になり次第、締め切りとさせて頂きますので予めご了承下さい。 

参 加 費：第 1 部（無料）、第２部（500 円） 

 

開催趣旨 

少子高齢化による労働人口の減少や共働き世帯の増加、要介護者の増大が見込まれる中、育児や介護をしなが

ら働く人が増えてきており、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」の重要性はますます高まってい

ます。ワーク・ライフ・バランスの推進は、従業員の「働き方」、「暮らし方」双方の継続的改革を通じて、企業

活動にプラス効果をもたらすものです。 

新宿区では、「ワーク・ライフ・バランス推進企業認定制度」等の活用により、ワーク・ライフ・バランスに

取組む企業を支援しており、今回は「介護」をテーマに、仕事と介護の両立の現状や、介護支援のポイントを分

かりやすくお伝えしていきます。また、第２部の情報交換会では、皆様の課題について講師からのアドバイスや、

ディスカッションにより問題解決のヒントを直接得ることができます。 

要務ご多用のことと存じますが、皆様のご参加をお待ちしております。 

プログラム 

＜13：30 受付開始＞ 

（第１部 講演会）14：00 開始  
 
1.介護の現状について 

・「介護」がクローズアップされる背景  ・介護離職者の現状 

・「介護」に対する従来の意識とこれからの「介護」 
 
2.介護知識の基礎 

・介護保険制度   ・自治体のサービス  ・お金の話 
 
3.会社が知っておくべきこと 

・仕事と介護の両立に会社が取り組む理由   ・育児介護休業法で定められていること 

・不利益な取り扱い  ・中小企業だからこそできること 
 
4.仕事と介護の両立を可能にする社内制度と運用 

・在宅勤務制度   ・柔軟な働き方の制度 
 

新宿区の介護支援サービス、ワーク・ライフ・バランス事業についてのご紹介 

 

（第２部 情報交換会）16：00 開始 

皆様自身の課題について、参加者同士のディスカッションと講師からの個別アドバイスを受けられます。 
 

17：00 終了 

※お申し込みは裏面へ。 
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１０月１９日（月）「仕事と介護の両立セミナー」参加申込書 
２０１５年   月   日 

下記必要事項をご記入いただき、ＦＡＸでお申し込み下さい。また、同内容をメールに記入、送信いただいても結構です。 

参加証はメールまたはＦＡＸ にてお送りいたします。 

法   人   名 
 

所 在 地 
 

 

電 話 （        ）  F A X      （       ） 

（ ふ り が な ） 

参 加 者 氏 名 

 

 

所属部署  役職名 
 

Ｅメール   ＠ 

第 2 部 参加有無 

○を付けてください。 

  １．第 2部の情報交換会に参加します。 （当日参加費 500 円をご持参ください） 

  ２．第 2部の情報交換会に参加しません。 
  

グラース社労士事務所 特定社会保険労務士  新田 香織 氏 講  師 

 人事系アウトソーシング会社、社会保険労務士事務所にて従事した後、厚生労働省東京労働局雇用均等室にて育児両

立支援職場復帰環境整備コンサルタントとして次世代育成支援対策推進法に携わる。その後、グラース社労士事務所を

設立し、現職。社会保険労務士業務の他、ワーク・ライフ・バランスを中心とした講演、執筆、コンサルティングを行

う。著書に「仕事と介護 両立ハンドブック～コア社員の退職を防ぐ～」（生産性労働情報センター：2013）等がある。 

男女共同参画推進センター（ウィズ新宿 荒木町 16 番地） 会  場 

アクセス 

・都営地下鉄新宿線「曙橋駅」Ａ4 出口から徒歩 3 分 

・東京メトロ丸ノ内線「四谷三丁目駅」から徒歩 10 分 

・都営バス高 71（高田馬場～九段下）「合羽坂下」から徒歩 2 分 

・都営バス早 81（早大正門～渋谷）「荒木町」から徒歩 5 分 

・都営バス白 61（新宿駅西口～練馬車庫）「曙橋」から徒歩 5 分 

・都営バス宿 75（新宿駅西口～三宅坂）「合羽坂下」から徒歩 1 分 

【主催】新宿区子ども家庭部男女共同参画課 

〒160-0007 新宿区荒木町 16番地  TEL：03-3341-0801 

【お問合せ先（事務局）】 公益財団法人 日本生産性本部（担当：松永・竹内） 

〒150-8307 東京都渋谷区渋谷三丁目１番１号  TEL：03-3409-1122 Ｅ-mail：dmc@jpc-net.jp 

 

 

※本セミナーは新宿区の平成２７年度協働事業（受託組織：日本生産性本部）「働きやすい職場づくりの情報発信 

事業」として開催いたします。 

※ 個人情報の取扱いについて 
１．参加申込によりご提供いただいた個人情報は、当本部の個人情報保護方針に基づき、安全に管理し、保護の徹底に努めます。なお、当本部個人情報保護方針の内容については、当本部ホームペー
ジ（http://www.jpc-net.jp/）をご参照願います。参加されるご本人、ご連絡担当者の皆様におかれましては、内容をご確認、ご理解の上、お申込いただきますようお願いいたします。２．個人情報
は、本セミナーの事業実施に関わる資料等の作成、並びに当本部が主催･実施する各事業におけるｻｰﾋﾞｽ提供や事業のご案内、及び顧客分析･市場調査のために利用させて頂きます。３．法令に基づく
場合などを除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。４．案内状や参加証、ﾃｷｽﾄの送付などを外部に委託することがありますが、委託先にはご本人、ご連絡担当者へのｻｰﾋﾞｽ提供
に必要な個人情報だけを開示し、ｻｰﾋﾞｽ提供以外に使用させることはありません。５．ご本人からの求めにより、開示対象個人情報の利用目的の通知、開示、訂正、追加又は削除、利用の停止、消去
及び第三者への提供の停止に応じます。この件については、ワークライフ部（担当：竹内 連絡先℡03-3409-1122）または総務部個人情報保護担当窓口（℡03-3409-1112）までお問合せください。【責
任者：個人情報保護管理者（総務部長）】６．お申込書に個人情報を記入するか否かの判断はご本人次第ですが、必要な個人情報が不足していた場合は、当本部からのサービスの全部、または一部が
受けられないことがあることをご了承願います。７．本案内記載事項の無断転載をお断りします。 

ＦＡＸ ０３ (３４０９) １００７ 
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少子高齢化による労働人口の減少や共働き世帯の増加、要介護者の増大が見込まれる中、育児や介護をしなが

ら働く人が増えてきており、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」の重要性はますます高まってい

ます。新宿区では、「ワーク・ライフ・バランス推進企業認定制度」等の活用により、ワーク・ライフ・バラン

スに取組む企業を支援しています。 

今回は「育児」をテーマに、育児休業を取得した社員が復帰した後に、どのように社内でキャリア構築を行な

っていけばよいのか、ポイントを分かりやすくお伝えしていきます。育児と仕事の両立について、講師からのア

ドバイスや、周囲とのディスカッションによりヒントを得ることができます。 

 要務ご多用の事と存じますが、皆様のご参加をお待ちしております。 

主催  新宿区 

ママになってからのキャリア論  
～育休後のキャリア構築のポイントとは？～  

  日 程：２０１６年２月２３日（火） 14：00～16：00 

講 師：山口 理栄 氏（育休後コンサルタント） 

会 場：男女共同参画推進センター（ウィズ新宿 荒木町１６番地） 

対 象：・区内在住･在勤の育休後職場復帰を予定している方、既に復帰した方 

    ・仕事をしながら子育てをしている（したい）方 

    ※男女問いません。人事労務のご担当者様もご参加頂けます。        

参加費：無料（定員：先着 50 名）※定員になり次第、締め切りとさせて頂きますので予めご了承下さい。 

 

開催趣旨 

 13：30 開場・受付開始 

＜14：00 開始＞ 
 
（１）育休後の仕事 
・なぜほとんどの人が時短を使うのか 
・短時間勤務制度利用者についての上司の評価と本音 
・短時間勤務制度利用者に求められること 
・育休後職場復帰面談（自分から情報提供すべきこと、上司から聞くべきこと、両者で話し合うこと） 
・出産前のようにできなくてもいい 
 
（２）育休後の育児・家事と夫婦のパートナーシップ 
・夫婦の仕事と育児・家事のバランス 
・夕食作りの負担軽減のコツ 
・父親の意識の変化 
・夫婦のパートナーシップ 
・便利なサービス 
・職場復帰直前チェックリスト 
 
（３）キャリアの考え方 
・育休による心情の変化（事例） 
・キャリアは「筏下り」を経て「山登り」に至る 
 

（４）新宿区の両立支援サービス、ワーク・ライフ・バランス事業についてのご紹介 
 

＜16：00 終了＞ 

※お申し込みは裏面から 

プログラム 
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２月２３日（火）「ママになってからのキャリア論」参加申込書 
年   月   日 

下記必要事項をご記入いただき、ＦＡＸでお申込み下さい。また、同内容をメールに記入、送信いただいても結構です。 

参加証はメールまたはＦＡＸ にてお送りいたします。 

法   人   名 
 

所 在 地 
 

 

電 話 （        ）  F A X      （       ） 

（ ふ り が な ） 

参 加 者 氏 名 

 

 

所属部署  役職名 
 

Ｅメール   ＠ 
 

 

山口 理栄 氏（育休後コンサルタント）  

1984年総合電機メーカー入社。大型コンピュータのソフトウェアプロダクトの開発に従事、2度の育休を経て部長まで

務める。2006年に社内の女性活躍推進プロジェクトのリーダーに就任し仕事と育児の両立で悩む女性の声をダイバーシ

ティ・マネジメントの推進に尽力する。2010年独立し100以上の企業、官公庁、自治体に対して女性活躍推進コンサル

ティング、育休後職場復帰セミナー、短時間勤務者向けセミナー、管理職（イクボス）セミナーなどを提供している。 

男女共同参画推進センター（ウィズ新宿 荒木町 16 番地） 

アクセス 

・都営地下鉄新宿線「曙橋駅」Ａ4 出口から徒歩 3 分 

・東京メトロ丸ノ内線「四谷三丁目駅」から徒歩 10 分 

・都営バス高 71（高田馬場～九段下）「合羽坂下」から徒歩 2 分 

・都営バス早 81（早大正門～渋谷）「荒木町」から徒歩 5 分 

・都営バス白 61（新宿駅西口～練馬車庫）「曙橋」から徒歩 5 分 

・都営バス宿 75（新宿駅西口～三宅坂）「合羽坂下」から徒歩 1 分 

【主催】新宿区子ども家庭部男女共同参画課 

〒160-0007 新宿区荒木町 16番地  TEL：03-3341-0801 

【お問合せ先（事務局）】 公益財団法人 日本生産性本部（担当：松永・竹内） 

〒150-8307 東京都渋谷区渋谷三丁目１番１号  TEL：03-3409-1122 Ｅ-mail：dmc@jpc-net.jp 

※本セミナーは新宿区の平成２７年度協働事業（受託組織：日本生産性本部）「働きやすい職場づくりの情報発信 

事業」として開催いたします。 

 

※ 個人情報の取扱いについて 
１．参加申込によりご提供いただいた個人情報は、当本部の個人情報保護方針に基づき、安全に管理し、保護の徹底に努めます。なお、当本部個人情報保護方針の内容については、当本部ホームペー
ジ（http://www.jpc-net.jp/）をご参照願います。参加されるご本人、ご連絡担当者の皆様におかれましては、内容をご確認、ご理解の上、お申込いただきますようお願いいたします。２．個人情報
は、本セミナーの事業実施に関わる資料等の作成、並びに当本部が主催･実施する各事業におけるｻｰﾋﾞｽ提供や事業のご案内、及び顧客分析･市場調査のために利用させて頂きます。３．法令に基づく
場合などを除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。４．案内状や参加証、ﾃｷｽﾄの送付などを外部に委託することがありますが、委託先にはご本人、ご連絡担当者へのｻｰﾋﾞｽ提供
に必要な個人情報だけを開示し、ｻｰﾋﾞｽ提供以外に使用させることはありません。５．ご本人からの求めにより、開示対象個人情報の利用目的の通知、開示、訂正、追加又は削除、利用の停止、消去
及び第三者への提供の停止に応じます。この件については、ワークライフ部（担当：竹内 連絡先℡03-3409-1122）または総務部個人情報保護担当窓口（℡03-3409-1112）までお問合せください。【責
任者：個人情報保護管理者（総務部長）】６．お申込書に個人情報を記入するか否かの判断はご本人次第ですが、必要な個人情報が不足していた場合は、当本部からのｻｰﾋﾞｽの全部、または一部が受
けられないことがあることをご了承願います。７．本案内記載事項の無断転載をお断りします。 

お申込みＦＡＸ番号：０３－(３４０９)―１００７ 

会 場 

講 師 
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日  程：２０１６年６月１７日（金）１４：００～１6：3０ 

          （開場・受付は１３：３０より開始） 

講  師：加納 明夫 氏 加納人事労務研究所 所長 

             東京都社会保険労務士会新宿支部 元支部長 

会  場：男女共同参画推進センター（ウィズ新宿 荒木町 16 番地） 

参加対象：区内の事業者、区内在勤・在住の方（定員 50 名） 

（※定員になり次第、締め切らせていただきますので予めご了承下さい） 

参 加 費：無料 

 

 

１．労働時間管理や年休付与等、労務トラブルに陥らない、知っておきたい法的視点について学びます。 

２．ワーク・ライフ・バランス推進のための制度や方策について分かりやすく解説します。質疑応答にも 

  対応します。 

３．新宿区のワーク・ライフ・バランス事業についてご紹介します。 

 労働人口の減少が進み、働き方や価値観が多様化する中で、とりわけ中小企業では人材の獲得・定着が大きな課

題となっており、企業の活力を高めるためにも「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」の重要性はま

すます増しています。そうした中で、今回は、ワーク・ライフ・バランスに取組んでいるがうまくいっていない、

もしくは取組の必要性はわかっているがどこから進めればいいのか、といった企業の皆様に基本となる法的視点や

知っておきたい就業規則のポイントをやさしく解説します。 

 また、新宿区では、ワーク・ライフ・バランスを進める企業の支援を行っており、当該事業のご紹介もいたしま

す。用務ご多用のことと存じますが、是非この機会をご活用いただきますよう、ご参加をお待ちしております。 

主催 新宿区 

開催趣旨 

ポイント 

プログラム 

14：00 開始 

１．就業規則とは何か、その役割と法的効力   

   (1)労働基準法と就業規則 

   (2)労働契約法と就業規則の関係 

２．ワーク・ライフ・バランス推進のための制度等 

   (3)ワーク・ライフ・バランスをめぐる現状と課題 

   (4)ワーク・ライフ・バランス推進のための５つのポイント 

 長時間労働抑制のための諸方策 

 年次有給休暇の取得率向上のために 

 育児・介護休業、育児・介護短時間勤務のルールづくり 

 セクハラ、パワハラ防止の取り組み 

 メンタルヘルス対策の推進 

３．質疑応答 
 
【新宿区事業のご紹介】新宿区におけるワーク・ライフ・バランス事業について（事務局） 
 （１）ワーク・ライフ・バランス推進企業認定制度 
 （２）推進コンサルタント派遣制度の説明 
 （３）具体的なコンサルティングの進め方 
 
16：30 終了 

ワーク・ライフ・バランス推進セミナー 

～知っておきたい就業規則の基本とトラブル防止～ 

参加無料 
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参加申込書 
２０１６年   月   日 

 下記必要事項をご記入いただき、ＦＡＸでお申し込み下さい。また、同内容をメールに記入、送信いただいても結構です。 

参加証はメールまたはＦＡＸ にてお送りいたします。 

法   人   名 
 

所 在 地 
〒 

 

電 話 （        ）  F A X      （       ） 

（ ふ り が な ） 

参 加 者 氏 名 

 

 

所属部署  役職名 
 

Ｅメール   ＠ 
 

 

 社会保険労務士として新宿区委託業務「指定管理団体に対する労働環境モニタリング」総括責任者（７期）、セミナ

ー講師、執筆活動等で活躍中。主な著書『人事担当者のための法律実務ハンドブック』（生産性労働情報センター）、

監修『小さな会社の総務・経理・労務の仕事』（ぱる出版）、『社員と会社の繁栄のための就業規則サブルール』（労

働新聞社）、「特集『パートタイマーと退職金制度』調査」（中退共・事例執筆）、その他多数。 

アクセス 

・都営地下鉄新宿線「曙橋駅」Ａ4 出口から徒歩 3 分 

・東京メトロ丸ノ内線「四谷三丁目駅」から徒歩 10 分 

・都営バス高 71（高田馬場～九段下）「合羽坂下」から徒歩 2 分 

・都営バス早 81（早大正門～渋谷）「荒木町」から徒歩 5 分 

・都営バス白 61（新宿駅西口～練馬車庫）「曙橋」から徒歩 5 分 

・都営バス宿 75（新宿駅西口～三宅坂）「合羽坂下」から徒歩 1 分 

加納人事労務研究所 所長 加納 明夫 氏 

 

講  師 

会  場 

【主催】新宿区子ども家庭部男女共同参画課 

〒160-0007 新宿区荒木町 16番地  TEL：03-3341-0801 

 

【お問合せ先（事務局）】 公益財団法人 日本生産性本部（担当：竹内・加藤） 

〒150-8307 東京都渋谷区渋谷三丁目１番１号  TEL：03-3409-1122 Ｅ-mail：dmc@jpc-net.jp 

ＦＡＸ ０３ (３４０９) １００７ 

※ 個人情報の取扱いについて 
１．参加申込によりご提供いただいた個人情報は、当本部の個人情報保護方針に基づき、安全に管理し、保護の徹底に努めます。なお、当本部個人情報保護方針の内容については、当本部ホームペー
ジ（http://www.jpc-net.jp/）をご参照願います。参加されるご本人、ご連絡担当者の皆様におかれましては、内容をご確認、ご理解の上、お申込いただきますようお願いいたします。２．個人情報
は、当事業実施に関わる資料等の作成、並びに当本部が主催･実施する各事業におけるｻｰﾋﾞｽ提供や事業のご案内、及び顧客分析･市場調査のために利用させて頂きます。３．法令に基づく場合などを
除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。４．案内状や参加証、ﾃｷｽﾄの送付などを外部に委託することがありますが、委託先にはご本人、ご連絡担当者へのｻｰﾋﾞｽ提供に必要な個
人情報だけを開示し、ｻｰﾋﾞｽ提供以外に使用させることはありません。５．ご本人からの求めにより、開示対象個人情報の利用目的の通知、開示、訂正、追加又は削除、利用の停止、消去及び第三者
への提供の停止に応じます。この件については、ワークライフ部（担当：松永 連絡先℡03-3409-1122）または総務部個人情報保護担当窓口（℡03-3409-1112）までお問合せください。【責任者：個
人情報保護管理者（総務部長）】６．お申込書に個人情報を記入するか否かの判断はご本人次第ですが、必要な個人情報が不足していた場合は、当本部からのサービスの全部、または一部が受けられ
ないことがあることをご了承願います。７．本案内記載事項の無断転載をお断りします。 

男女共同参画推進センター（ウィズ新宿 荒木町 16 番地） 会  場 
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・
カ
ウ
ン
シ
ル
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・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
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推
進
応
援
サ
イ
ト
の
ご
案
内

 
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
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に
つ

い
て

認
定

制
度

2
つ

の
認

定
区

分

推
進

宣
言

企
業

こ
れ
か
ら
取
り
組
も
う
と
思
っ
て
い
る

推
進

企
業

取
組
が
進
ん
で
い
る

子
育

て
支

援

認
定

制
度

の
概

要
、

流
れ

に
つ

い
て

は
、

次
ペ

ー
ジ

に
詳

し
く

載
っ

て
い

ま
す

。

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

地
域

活
動

支
援

介
護

支
援

●
安

心
し

て
子

ど
も

を
産

む
こ

と
が

で
き

る
環

境
の

整
備

●
育

児
休

業
を

取
得

し
や

す
い

環
境

の
整

備
et

c.
.

●
男

女
と

も
に

働
き

や
す

い
職

場
環

境
  ・

風
土

づ
く

り
●

女
性

の
能

力
活

用
の

た
め

の
取

組
 

et
c.

.

●
企

業
と

し
て

地
域

活
動

に
貢

献
す

る
た

め
の

取
組

●
社

員
が

地
域

活
動

に
参

加
す

る
た

め
の

取
組

et
c.

.

●
介

護
し

や
す

い
よ

う
に

す
る

た
め

の
制

度
の

導
入

、
仕

事
内

容
へ

の
配

慮
●

介
護

休
業

を
取

得
し

や
す

い
環

境
の

整
備

 
et

c.
.

ワ
ー

ク・
ラ

イ
フ・

バ
ラ

ン
ス

（
仕

事
と

生
活

の
調

和
）は

、
柔

軟
性

に
富

む
、

持
続

可
能

な
強

い
組

織
へ

と
企

業
を

成
長

さ
せ

る“
明

日
へ

の
投

資
”で

す
！

★
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
最
大
5
回
ま
で
無
料
派
遣

★
推
進
企
業
の
取
組
を
広
く
紹
介
　
　
　
et
c.
..

認
定

の
申

請
を

す
る

と
、

こ
ん

な
支

援
が

受
け

ら
れ

ま
す

！

4つ
の

認
定

分
野

新
宿
区
で
は
、
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
平
成
19
年
よ
り
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
推
進
企
業
を
認
定
し
、
そ
の
取
組
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
新
宿
区
内
に
あ
る
企

業
・
事
業
所
で
あ
れ
ば
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ワ
ー

ク・
ラ

イ
フ・

バ
ラ

ン
ス

推
進

企
業

-88-
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1
対

象
企

業
新

宿
区

内
に

あ
る

企
業

・
事

業
所

4
受

付
窓

口
男

女
共

同
参

画
推

進
セ

ン
タ

ー
（

ウ
ィ

ズ
新

宿
）

ま
た

は
、区

役
所

本
庁

舎
2階

（
子

ど
も

家
庭

課
）

2
制

度
の

し
く

み
★

企
業

か
ら

の
申

請
に

基
づ

き
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

に
取

り
組

ん
で

い
る

企
業

を
、

新
宿

区
が

「
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
企

業
」ま

た
は

「
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
宣

言
企

業
」

と
し

て
認

定

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
宣
言
企
業
」
と
は

●
こ

れ
か

ら
取

り
組

も
う

と
思

っ
て

い
る

企
業

は
「

推
進

宣
言

企
業

」と
し

て
認

定
●

取
組

方
が

わ
か

ら
な

い
と

き
は

、
ご

希
望

の
企

業
に

、
新

宿
区

が
契

約
し

た
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
派

遣
※

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

の
費

用
は

、
1

社
に

つ
き

最
大

5
回

ま
で

新
宿

区
が

負
担

し
ま

す
※

新
宿

区
と

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

会
社

と
の

契
約

の
範

囲
内

の
ご

相
談

・ア
ド

バ
イ

ス
等

に
限

り
ま

す

3
申

請
か

ら
認

定
ま

で
の

な
が

れ
　
（
詳
細
は
右
ペ
ー
ジ
参
照
）

★
企
業
が
よ
り
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
派
遣
や
、

推
進
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
新
宿
区
が
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

★
ご
希
望
の
企
業
に
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
1
社
に
つ
き
最
大
5
回
ま
で
無
料
で
派
遣

①
「

子
育

て
支

援
」「

地
域

活
動

支
援

」「
介

護
支

援
」「

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

」
の

分
野

別
の

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
に

記
入

の
上

、
所

定
の

用
紙

で
申

請
②

申
請

さ
れ

た
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

を
も

と
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

後
、

新
宿

区
が

審
査

③
取

組
を

推
進

し
、

基
準

を
満

た
し

て
い

れ
ば

、「
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
企

業
」

と
し

て
分

野
ご

と
に

認
定

④
「

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

推
進

企
業

」
に

認
定

さ
れ

た
企

業
に

は
、「

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

推
進

企
業

」
認

定
証

を
交

付
。「

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

推
進

宣
言

企
業

」
に

認
定

さ
れ

た
企

業
は

、
宣

言
書

を
提

出
い

た
だ

き
、

推
進

企
業

認
定

を
目

指
し

て
取

組
を

推
進

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
企
業
応
援
資
金
」

（
中
小
企
業
向
け
融
資
の
斡
旋
）

推
進

企
業

認
定

申
請

認
定

審
査

ワ
ー

ク・
ラ

イ
フ・

バ
ラ

ン
ス

推
進

優
良

企
業

表
彰

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

に
対

す
る

優
れ

た
取

組
実

績
の

あ
っ

た
企

業
か

ら
選

考

推
進

企
業

認
定

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
取

組
が

既
に

定
着

し
て

い
る

「
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
企

業
認

定
証

」
の

交
付

 実
績

報
告

書
の

提
出

推
進

宣
言

企
業

認
定

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
こ

れ
か

ら
推

進
予

定

「
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
宣

言
書

」
の

提
出

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
し

要
件

を
満

た
せ

ば
「

推
進

企
業

認
定

」
に

再
申

請
可

能

希
望

す
る

場
合

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
派

遣
（

最
大

5
回

ま
で

）
【

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

活
用

例
】

①
就

業
規

則
の

作
成

支
援

や
見

直
し

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
②

国
・

東
京

都
な

ど
の

ワ
ー

ク
･ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

関
す

る
制

度
や

奨
励

金
の

紹
介

③
ワ

ー
ク

･ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

に
関

す
る

社
員

向
け

研
修

の
実

施
④

経
営

者
、

人
事

労
務

担
当

者
へ

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
の

た
め

の
情

報
提

供
⑤

ワ
ー

ク
･ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

関
す

る
他

社
の

取
組

事
例

の
提

供
⑥

社
内

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
自

社
の

現
状

把
握

の
た

め
の

支
援

⑦
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
の

た
め

の
環

境
整

備
に

つ
い

て
の

提
案

・ア
ド

バ
イ

ス

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
に

よ
る

ヒ
ア

リ
ン

グ 企
業

の
取

組
 推

進
を

応
援

！

さ
ら

に
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

!!

優良企

業
を
表
彰
し

ま
す！

表
彰

認
定

の
な

が
れ

ワ
ー

ク・
ラ

イ
フ・

バ
ラ

ン
ス

推
進

企
業

認
定

制
度

の
概

要
ワ

ー
ク・

ラ
イ

フ・
バ

ラ
ン

ス
推

進
企

業

-89-



04
05

　
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

は
、

女
性

が
多

い
職

場
で

あ
る

こ
と

や
、

育
児

雑
誌

を
出

版
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

取
組

は
早

か
っ

た
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て
い

ま
す

。
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

意
識

す
る

よ
う

に
な

っ
た

き
っ

か
け

は
、

次
世

代
育

成
支

援
対

策
推

進
法

の
制

定
で

す
。

当
社

で
は

事
業

内
容

か
ら

も
次

世
代

法
の

制
定

以
前

か
ら

、
働

く
こ

と
と

生
活

す
る

こ
と

を
意

識
し

た
働

き
方

は
社

風
と

し
て

あ
り

ま
し

た
。

時
代

の
流

れ
と

と
も

に
、

国
全

体
が

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

に
取

り
組

む
よ

う
に

な
り

、
改

め
て

当
社

が
や

っ
て

き
た

こ
と

が
そ

れ
に

当
た

る
と

い
う

こ
と

を
認

識
す

る
よ

う
に

な
り

、具
体

的
な

施
策

と
し

て
様

々
な

取
組

を
始

め
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
　

労
働

時
間

に
つ

い
て

は
、

来
年

1年
間

の
企

画
を

検
討

す
る

8
月

や
、

雑
誌

の
制

作
に

加
え

て
、

書
籍

の
発

行
時

期
が

重
な

る
と

き
に

残
業

が
多

く
な

り
ま

す
が

、
こ

こ
5、

6
年

、
月

間
の

残
業

時
間

は
部

署
に

よ
っ

て
ば

ら
つ

き
は

あ
る

も
の

の
、

多
い

人
で

も
20

時
間

未
満

と
な

っ
て

い
ま

す
。

管
理

職
で

も
30

時
間

に
は

達
し

て
い

な
い

状
況

で
す

。
労

働
時

間
削

減
の

ポ
イ

ン
ト

と
し

て
は

、
業

務
量

が
増

え
れ

ば
、

基
本

的
に

従
業

員
も

増
や

し
て

き
た

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
年

間
を

通
じ

て
業

務
量

が
ほ

ぼ
決

ま
っ

て
い

る
た

め
、

突
発

的
な

こ
と

は
あ

ま
り

起
こ

ら
ず

、
安

定
し

て
い

る
こ

と
も

挙
げ

ら
れ

ま
す

。
ま

た
、

当
社

は
第

2、
3

水
曜

日
が

ノ
ー

残
業

デ
ー

と
な

っ
て

お
り

、
制

定
か

ら
約

10
年

た
ち

ま
す

が
、

生
産

性
向

上
や

他
社

と
の

や
り

と
り

も
変

わ
り

、
全

体
的

に
時

間
外

労
働

が
減

少
し

た
と

い
う

声
も

聞
か

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
　

育
児

と
仕

事
の

両
立

で
は

、
営

業
職

か
ら

編
集

職
へ

、
あ

る
い

は
事

務
職

か
ら

営
業

職
へ

の
異

動
を

行
う

場
合

も
あ

り
ま

す
。

事
務

職
か

ら
営

業
職

へ
の

異
動

で
は

、
育

児
休

業
後

に
時

短
勤

務
で

職
場

復
帰

を
果

た
す

と
い

っ
た

こ
と

も
行

わ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

男
性

の
育

児
参

加
を

支
援

す
る

パ
パ

休
暇

制
度

（
配

偶
者

出
産

休
暇

）は
、

5
日

間
（

有
給

）の
特

別
休

暇
を

付
与

す
る

も
の

で
、

配
偶

者
の

出
産

時
に

分
割

し
て

取
得

す
る

人
が

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。

　
仕

事
と

生
活

の
両

立
で

は
、

時
短

勤
務

に
加

え
て

始
業

・
終

業
時

間
の

繰
り

上
げ

な
ど

が
有

効
で

、
現

在
子

育
て

中
の

社
員

が
利

用
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

出
産

祝
い

金
と

し
て

20
万

円
が

支
給

さ
れ

て
い

る
他

、
子

供
手

当
は

1人
5,

00
0

円
（

2
人

な
ら

1万
円

）が
18

歳
ま

で
支

給
さ

れ
て

い
ま

す
。

看
護

休
暇

は
法

定
通

り
1人

5
日

間
（

2
人

で
10

日
間

）で
す

が
、

当
社

で
は

こ
れ

を
有

給
に

し
て

い
ま

す
。

　「
W

LB
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」は

3
カ

月
に

1
回

、
就

業
時

間
内

に
開

催
し

て
い

ま
す

。
概

ね
2

～
3

時
間

程
度

で
、

同
生

活
面

で
の

要
望

な
ど

、
皆

で
意

見
を

出
し

合
っ

て
、

そ
れ

を
役

員
会

で
検

討
し

て
も

ら
う

と
い

う
こ

と
を

行
っ

て
い

ま
す

。
従

業
員

と
役

員
会

を
取

り
結

ぶ
よ

う
な

、
1つ

の
ハ

ブ
の

よ
う

な
役

割
を

果
た

し
て

い
ま

す
。

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
取

組
を

ど
の

よ
う

に
進

め
て

い
き

ま
し

た
か

？

株
式

会
社

赤
ち

ゃ
ん

と
マ

マ
社

P
ic

k 
u

p
!

分
割

で
取

得
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

お
り

、
出

産
当

日
だ

け
で

な
く

、
退

院
の

日
な

ど
に

取
得

す
る

な
ど

、
利

用
し

や
す

く
な

っ
て

い
ま

す
。

赤
ち

ゃ
ん

と
マ

マ
社

は
、

育
児

雑
誌

「
赤

ち
ゃ

ん
と

マ
マ

（
月

刊
誌

）」
・「

1・
2・

3
歳

（
季

刊
誌

）」
の

刊
行

、
子

ど
も

や
女

性
の

健
康

に
関

す
る

こ
と

を
中

心
と

し
た

書
籍

の
企

画
・

刊
行

、
保

健
指

導
者

向
け

・
子

育
て

支
援

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
企

画
・

制
作

、
両

立
支

援
に

関
す

る
書

籍
の

刊
行

・
セ

ミ
ナ

ー
の

企
画

運
営

な
ど

、
よ

り
良

い
子

育
て

環
境

実
現

の
た

め
、

情
報

発
信

を
し

て
い

ま
す

。

経
営

理
念

に
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

明
文

化
経

営
ト

ッ
プ

が
経

営
理

念
・

ビ
ジ

ョ
ン

に
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
へ

の
取

組
を

明
文

化
し

、
従

業
員

へ
の

周
知

を
徹

底
し

て
い

ま
す

。

男
性

社
員

の
育

児
参

加
支

援
有

給
に

よ
る

「
パ

パ
休

暇
制

度
」を

設
け

、
複

数
の

男
性

社
員

が
取

得
し

て
い

ま
す

。

新
宿

区
の

コ
ン

サ
ル

派
遣

を
受

け
、

働
き

方
の

改
善

（
20

14
年

度
は

残
業

削
減

や
部

門
間

連
携

が
テ

ー
マ

）を
推

進
経

営
者

か
ら

の
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
の

み
な

ら
ず

、
従

業
員

の
意

見
や

問
題

意
識

を
重

視
す

る
た

め
に

部
門

横
断

の
「

W
LB

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」を
開

催
し

て
い

ま
す

。
そ

こ
で

の
議

論
は

担
当

者
が

と
り

ま
と

め
必

要
に

応
じ

て
役

員
会

に
上

申
し

、
改

善
す

る
仕

組
み

が
で

き
て

い
ま

す
。

取
組

内
容

代
表

者
：

小
山

 朝
史

従
業

員
数

：
25

名
（

男
11

名
、

女
14

名
）

所
在

地
：

新
宿

区
本

塩
町

23
番

地
ht

tp
://

w
w

w
.a

ka
m

am
a.

co
.jp

/
ht

tp
://

w
w

w
.h

at
ar

ak
u-

ik
uj

i.j
p

C
o

m
p

an
y 

P
ro

fil
e

20
15

年
12

月
31

日
現

在

当
社

の
経

営
理

念

P
ic

k 
u

p
!

法
定

で
は

無
給

で
あ

っ
て

も
、

可
能

な
範

囲
で

有
給

に
す

る
こ

と
で

、
従

業
員

の
取

得
の

し
や

す
さ

に
も

つ
な

が
り

ま
す

。
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会

社
に

と
っ

て
“

社
員

の
幸

せ
”

と
は

そ
の

先
に

あ
る

“
社

会
の

幸
せ

”
に

繋
が

る
こ

と
と

考
え

て
い

ま

す
。

当
社

は
育

児
情

報
を

発
信

し
て

い
る

出
版

社
と

し
て

、
長

き
に

わ
た

り
子

ど
も

達
の

幸
せ

を
第

一
に

考

え
て

ま
い

り
ま

し
た

。
さ

ら
に

、
一

人
ひ

と
り

が
充

実
感

、
幸

福
感

を
味

わ
え

る
社

会
の

実
現

を
め

ざ
す

こ

と
を

経
営

理
念

に
掲

げ
、

事
業

を
展

開
し

て
お

り
ま

す
。

社
員

に
お

い
て

も
、

生
活

や
育

児
、

介
護

と
仕

事
と

の
両

立
は

勿
論

、
や

り
が

い
を

も
っ

て
仕

事
に

関
わ

っ
て

欲
し

い
と

願
っ

て
お

り
ま

す
。

そ
こ

で
ワ

ー
ク・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

推
進

の
母

体
と

な
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
を

立
ち

上
げ

、
社

員
一

人
ひ

と
り

が
主

体
的

に
い

き
い

き
と

働
く

こ
と

の
で

き
る

環
境

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
参

り
ま

し
た

。
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

は
、

個
の

生
活

、

個
の

仕
事

へ
の

関
わ

り
を

重
視

し
、

個
を

尊
重

す
る

企
業

風
土

形

成
の

大
き

な
要

因
と

な
っ

て
お

り
、“

お
互

い
様

”、
“

お
か

げ
様

”

と
い

う
個

を々
尊

重
す

る
風

土
が

育
ま

れ
て

い
ま

す
。こ

の
風

土
は

、

現
在

子
育

て
中

の
社

員
の

活
躍

や
、

こ
れ

か
ら

入
社

を
考

え
る

方
々

へ
の

良
い

ア
ピ

ー
ル

に
繋

が
っ

て
お

り
、

さ
ら

に
働

き
や

す
い

職
場

づ
く

り
に

向
け

、
当

社
を

牽
引

す
る

も
の

と
期

待
し

て
お

り
ま

す
。

ゆ
っ

く
り

と
…

で
も

確
実

に
。

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

が
人

を
育

て
、

会
社

を
つ

く
る

今
後

の
方

向
性

、
課

題
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

こ
ち

ら
の

会
社

は
育

児
支

援
の

雑
誌

を
発

行
さ

れ
て

お
り

、
業

務
と

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

が
密

接
に

関
わ

っ
て

い
る

中
で

の
取

組
と

な
っ

て
い

ま
す

。
社

長
の

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

に
対

す
る

理
解

が
深

く
、

企
業

理
念

と
し

て
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
ま

す
。

法
定

で
は

無
給

の
休

暇
を

有
給

に
す

る
な

ど
、

休
暇

取
得

を
促

進
す

る
た

め
の

工

夫
や

、
他

部
署

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

会
を

積
極

的
に

作
る

な
ど

、
実

効
的

な
取

組
を

ト
ッ

プ
と

現
場

が
共

に
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
が

優
れ

て
い

ま
す

。

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
か

ら

　
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

率
向

上
が

課
題

と
な

っ
て

い
ま

す
。

現
在

の
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

状
況

は
ほ

ぼ
50

％
程

度
で

す
が

、
こ

れ
を

50
％

、
も

し
く

は
そ

れ
以

上
に

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

い
ま

す
。

取
得

率
に

は
個

人
の

バ
ラ

ツ
キ

が
あ

り
、

特
に

取
得

率
の

低
い

層
を

中
心

に
取

得
率

向
上

を
図

る
よ

う
ト

ッ
プ

か
ら

指
示

が
出

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

促
進

で
は

、
計

画
的

付
与

の
実

施
を

視
野

に
入

れ
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
介

護
支

援
へ

の
対

応
も

難
し

い
問

題
で

あ
り

、
あ

と
10

年
す

れ
ば

対
象

者
が

出
て

く
る

可
能

性
が

高
い

と
考

え
ま

す
が

、
そ

の
時

の
国

の
制

度
に

合
わ

せ
て

対
応

し
て

い
く

予
定

で
す

。
　

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

に
今

後
取

り
組

む
企

業
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

と
し

て
は

、
一

律
に

ど
う

す
れ

ば
良

い
と

い
う

こ
と

は
な

い
の

で
す

が
、

従
業

員
の

意
識

の
問

題
が

大
き

い
と

思
い

ま
す

。
企

業
と

し
て

ど
れ

だ
け

本
気

で
取

り
組

む
か

と
い

う
こ

と
に

つ
き

る
と

思
い

ま
す

。

P
ic

k 
u

p
!

ま
ず

ト
ッ

プ
、

管
理

職
の

取
得

率
を

上
げ

る
こ

と
で

、
全

体
の

取
得

率
向

上
に

つ
な

が
り

ま
す

。

50
周

年
を

記
念

し
、

国
際

ブ
ッ

ク
フ

ェ
ア

に
出

展

　
メ

ン
バ

ー
は

、
現

在
、

男
性

3
人

、
女

性
3

人
の

計
6

人
、

う
ち

1人
は

先
代

社
長

（
現

・
相

談
役

）の
女

性
と

な
っ

て
い

ま
す

。
前

期
は

、
社

内
調

査
を

実
施

し
、

そ
の

集
計

結
果

か
ら

実
現

可
能

性
の

高
い

も
の

と
し

て
ラ

ン
チ

会
を

実
施

し
ま

し
た

。
ラ

ン
チ

会
は

透
明

性
の

あ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

深
め

る
こ

と
が

目
的

で
、

チ
ー

ム（
4

～
5

人
）ご

と
に

ラ
ン

チ
を

食
べ

に
行

き
ま

し
た

。
チ

ー
ム

は
編

集
、

営
業

、
事

務
な

ど
業

務
ご

と
で

は
な

く
、

バ
ラ

バ
ラ

に
し

て
い

ま
す

。
今

期
は

3
～

4
回

の
実

施
を

予
定

し
て

お
り

、
毎

回
、

違
う

人
で

チ
ー

ム
を

組
む

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。

　
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
委

員
会

の
取

組
は

、
従

業
員

の
さ

ま
ざ

ま
な

声
を

吸
い

上
げ

、
役

員
会

と
従

業
員

と
の

間
で

バ
ラ

ン
ス

を
と

る
と

い
っ

た
存

在
意

義
が

あ
り

ま
す

。
制

度
あ

り
き

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
で

は
な

く
、

従
業

員
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

た
制

度
を

整
備

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

P
ic

k 
u

p
!

今
後

育
児

や
介

護
支

援
で

、
部

門
を

超
え

て
お

互
い

助
け

合
う

こ
と

も
増

え
て

き
ま

す
の

で
、

業
務

が
異

な
る

方
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
機

会
を

作
る

こ
と

は
重

要
で

す
。

代
表

取
締

役
社

長

小
山

 朝
史

さ
ん

平
成

26
年

度
　

新
宿

区
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
優

良
企

業
表

彰
　

受
賞

-91-



08
09

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」を
実

施
し

、
現

状
を

整
理

、
あ

る
べ

き
姿

に
向

け
て

の
施

策
や

具
体

的
な

解
決

策
を

経
営

層
に

提
言

し
ま

し
た

。
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
開

始
時

点
で

の
課

題
と

し
て

は
、

働
き

や
す

い
仕

組
み

作
り

、
能

力
開

発
促

進
、

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
の

浸
透

が
テ

ー
マ

と
し

て
あ

が
り

、
翌

年
に

は
さ

ら
に

具
体

的
に

、
育

児
と

仕
事

の
両

立
支

援
や

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
な

ど
が

中
心

に
な

り
ま

し
た

。
会

社
も

20
12

年
10

月
に

合
併

し
、

育
児

休
業

者
や

育
児

短
時

間
勤

務
者

が
さ

ら
に

増
え

た
こ

と
も

あ
り

、
今

ま
で

の
就

業
継

続
を

目
的

と
せ

ず
に

、
時

短
で

あ
っ

て
も

限
ら

れ
た

時
間

の
中

で
最

大
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

発
揮

し
て

も
ら

う
必

要
が

で
て

き
ま

し
た

。
ま

た
、

本
人

も
会

社
の

両
立

支
援

制
度

を
よ

く
知

ら
な

い
、

使
い

方
が

わ
か

ら
な

い
と

い
う

事
や

、
上

司
の

育
児

と
仕

事
の

両
立

に
つ

い
て

の
理

解
が

な
か

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

育
児

中
の

部
下

を
ど

う
扱

っ
て

い
い

か
わ

か
ら

な
い

こ
と

か
ら

、
過

剰
な

配
慮

に
つ

な
が

る
こ

と
も

問
題

と
な

っ
て

い
ま

し
た

。
　

20
13

年
度

に
多

様
性

推
進

室
を

立
ち

上
げ

、
合

併
後

人
数

も
増

え
、

拠
点

も
大

き
く

広
が

っ
た

た
め

、
全

社
的

な
浸

透
が

必
要

と
感

じ
、

こ
の

年
は

北
海

道
か

ら
九

州
ま

で
男

女
合

わ
せ

た
50

名
規

模
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実

施
し

ま
し

た
。

現
場

の
声

を
聞

く
こ

と
を

重
視

し
、外

部
講

師
の

研
修

を
通

じ
て

、現
場

の
声

を
拾

っ
て

い
き

ま
し

た
。

ま
た

、
外

部
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
活

用
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

他
社

の
進

捗
状

況
や

、
自

社
で

の
取

組
方

法
に

つ
い

て
の

気
づ

き
、

社
内

外
に

向
け

て
の

発
信

方
法

に
つ

い
て

教
え

て
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

　
ま

た
、

全
国

一
律

で
は

な
く

、
各

地
域

、
各

支
店

の
実

情
に

応
じ

た
課

題
を

抽
出

し
、

そ
の

改
善

に
向

け
た

取
組

を
メ

ン
バ

ー
が

主
体

と
な

り
行

い
ま

し
た

。
例

え
ば

、
あ

る
地

区
で

は
上

司
で

あ
る

店
長

に
理

解
促

進
の

た
め

の
研

修
を

実
施

し
た

り
、

ま
た

あ
る

地
区

で
は

時
短

の
方

の
勉

強
会

を
実

施
し

た
り

、
柔

軟
勤

務
形

態
の

ト
ラ

イ
ア

ル
を

す
る

な
ど

、
地

域
の

特
色

に
応

じ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

展
開

さ
れ

ま
し

た
。

各
支

店
で

の
活

動
推

進
者

を
プ

チ
リ

ー
ダ

ー
に

任
命

し
、

本
部

か
ら

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

推
進

に
つ

い
て

各
プ

チ
リ

ー
ダ

ー
層

の
意

識
合

わ
せ

を
行

う
な

ど
、

各
地

区
で

の
活

動
を

本
部

か
ら

サ
ポ

ー
ト

し
ま

し
た

。
ま

た
、

プ
チ

リ
ー

ダ
ー

だ
け

で
は

現
場

で
の

推
進

が
難

し
い

た
め

、
本

部
か

ら
支

社
長

へ
直

接
に

本
取

組
の

理
解

を
促

し
た

り
、

各
拠

点
の

部
長

ク
ラ

ス
に

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
に

お
け

る
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
と

し
て

関
わ

っ
て

い
た

だ
く

よ
う

に
し

ま
し

た
。

　
そ

の
後

、
も

と
も

と
女

性
の

人
数

が
多

い
会

社
で

あ
り

、
育

児
と

仕
事

の
両

立
だ

け
で

は
な

い
、

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
の

推
進

が
必

要
と

考
え

、
経

営
ト

ッ
プ

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
発

し
て

い
た

だ
く

よ
う

に
工

夫
し

ま
し

た
。

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

、
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

関
係

の
表

彰
に

応
募

し
た

こ
と

も
そ

の
一

環
と

言
え

ま
す

。

コ
ネ

ク
シ

オ
株

式
会

社

　
職

場
で

取
り

組
ん

だ
成

果
、

失
敗

例
を

出
し

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

最
終

報
告

と
し

た
こ

と
が

経
営

陣
を

上
手

く
巻

き
込

む
こ

と
が

で
き

た
理

由
と

思
わ

れ
ま

す
。

取
り

組
ん

で
み

て
、

良
か

っ
た

点
、

悪
か

っ
た

点
に

つ
い

て
具

体
的

に
現

場
で

考
え

ら
れ

た
の

で
、

役
員

も
ジ

ャ
ッ

ジ
し

や
す

く
、

効
果

が
あ

る
と

思
わ

れ
る

取
組

に
つ

い
て

は
全

社
で

の
導

入
に

結
び

つ
け

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

　
例

え
ば

育
休

か
ら

の
復

職
面

談
で

配
偶

者
も

呼
ん

で
、

ラ
ン

チ
を

用
意

し
て

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
配

偶
者

か
ら

の
協

力
体

制
の

促
進

や
、

変
形

労
働

時
間

制
、

柔
軟

な
シ

フ
ト

制
、

育
児

時
短

勤
務

の
変

形
労

働
な

ど
、

実
際

に
現

場
で

や
っ

て
み

た
こ

と
が

評
価

さ
れ

、
制

度
導

入
に

結
び

つ
き

ま
し

た
。

経
営

陣
を

ど
の

よ
う

に
巻

き
込

ん
だ

の
で

す
か

？

P
ic

k 
u

p
!

成
功

例
だ

け
で

は
な

く
、

失
敗

例
も

出
し

て
い

る
こ

と
で

、
今

後
の

運
用

に
つ

い
て

具
体

的
に

考
え

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
い

ま
す

。

P
ic

k 
u

p
!

現
場

ご
と

の
推

進
担

当
者

に
任

せ
る

の
で

は
な

く
、

現
場

の
責

任
者

の
方

に
対

し
て

本
部

か
ら

直
接

働
き

か
け

を
行

っ
て

い
る

こ
と

で
、

よ
り

実
効

性
の

あ
る

取
組

に
な

り
ま

す
。

コ
ネ

ク
シ

オ
は

携
帯

電
話

の
卸

売
・

販
売

及
び

携
帯

電
話

を
利

用
し

た
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

行
っ

て
い

ま
す

。
コ

ン
シ

ュ
ー

マ
ー

事
業

で
は

キ
ャ

リ
ア

認
定

シ
ョ

ッ
プ

を
全

国
に

展
開

し
、

業
界

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

の
事

業
基

盤
を

有
し

ま
す

。
法

人
事

業
で

は
、

法
人

の
お

客
様

向
け

に
携

帯
電

話
の

販
売

や
そ

れ
ら

を
活

か
す

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
な

ど
を

行
い

、
ビ

ジ
ネ

ス
に

必
要

な
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

を
幅

広
く

提
供

し
て

い
ま

す
。

「
働

き
方

改
善

活
動

」の
実

施
変

形
労

働
や

フ
レ

ッ
ク

ス
勤

務
な

ど
各

事
業

所
に

合
わ

せ
た

柔
軟

な
働

き
方

を
取

り
入

れ
て

い
ま

す
。

男
女

と
も

に
育

児
休

業
取

得
促

進
制

度
が

整
い

多
く

の
女

性
は

育
児

休
業

を
取

得
。

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
観

点
か

ら
も

男
性

に
育

児
休

業
を

取
得

し
て

も
ら

う
た

め
に

、
子

供
が

生
ま

れ
る

従
業

員
と

そ
の

上
司

へ
育

児
休

業
取

得
案

内
メ

ー
ル

配
信

や
研

修
で

の
啓

発
活

動
を

行
う

と
と

も
に

、
社

内
イ

ン
ト

ラ
な

ど
で

男
性

育
児

休
業

の
体

験
レ

ポ
ー

ト
を

掲
載

し
て

い
ま

す
。

取
組

内
容

代
表

者
：

井
上

 裕
雄

従
業

員
数

：
5,

14
4

名
（

男
2,

42
4

名
、

女
2,

72
0

名
）

所
在

地
：

新
宿

区
西

新
宿

8-
17
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友

不
動

産
新

宿
グ

ラ
ン

ド
タ

ワ
ー

37
F

ht
tp

://
w

w
w

.c
on

ex
io

.c
o.

jp
/in

de
x.

ht
m

l

C
o

m
p

an
y 

P
ro

fil
e

20
15

年
12

月
31

日
現

在

女
性

リ
ー

ダ
ー

育
成

研
修

「
働

き
方

改
善

活
動

」
発

表
会

　
ま

ず
は

女
性

が
働

く
た

め
の

課
題

解
決

を
テ

ー
マ

に
、

人
事

部
門

が
旗

振
り

役
と

な
り

、
20

10
年

に
取

組
が

始
ま

り
ま

し
た

。
自

薦
及

び
上

司
推

薦
に

よ
り

女
性

メ
ン

バ
ー

に
よ

る
「

女
性

が
活

躍
す

る
会

社
づ

く
り

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
取

組
を

ど
の

よ
う

に
進

め
て

い
き

ま
し

た
か

？

-92-



10
11

　
一

方
、

本
人

だ
け

で
な

く
、

上
司

の
理

解
促

進
も

重
要

で
す

。
部

長
、

部
門

長
を

対
象

と
し

て
、

女
性

が
戦

力
と

し
て

活
躍

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
会

議
で

話
し

、
店

長
会

で
は

店
長

に
、

時
短

者
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

話
を

し
た

の
で

、
本

人
だ

け
で

な
く

、
上

司
か

ら
も

多
様

性
推

進
室

に
相

談
が

来
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
店

長
に

よ
っ

て
厳

し
い

人
や

、
逆

に
配

慮
し

す
ぎ

の
方

も
い

る
の

で
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

、
女

性
活

躍
推

進
に

つ
い

て
の

意
識

合
わ

せ
を

行
い

ま
し

た
。「

無
理

に
働

か
せ

る
と

か
わ

い
そ

う
」だ

け
で

は
現

場
は

回
っ

て
い

か
な

い
た

め
、

活
躍

し
続

け
る

た
め

に
現

場
が

で
き

る
こ

と
に

つ
い

て
話

し
合

っ
て

も
ら

い
ま

し
た

。

　
20

15
年

度
よ

り
、

育
児

時
短

勤
務

者
向

け
に

も
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

を
使

っ
て

全
国

で
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
、

両
立

の
ポ

イ
ン

ト
や

今
後

の
働

き
方

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
を

設
け

ま
し

た
。

今
回

の
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

自
分

と
同

じ
よ

う
に

子
育

て
を

し
な

が
ら

頑
張

っ
て

い
る

同
僚

が
た

く
さ

ん
い

る
こ

と
を

知
り

励
み

に
な

っ
た

と
の

意
見

を
多

数
い

た
だ

け
ま

し
た

。

　
当

社
が

事
業

を
進

め
る

う
え

で
大

切
に

し
て

い
る

「
E

S
な

く
し

て
C

S
な

し
」は

、
従

業
員

満
足

（
E

S
）の

向
上

が
お

客
様

満
足

（
C

S
）の

向
上

を
生

み
出

し
、

さ
ら

に
当

社
が

発
展

し
て

い
く

と
い

う
考

え
で

す
。

　
そ

の
E

S
向

上
の

１
つ

が
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

で
す

。
全

社
で

「
働

き
方

改
善

活
動

」を
推

進
し

て
お

り
、

各
々

が
工

夫
し

業
務

の
見

直
し

や
効

率
化

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
長

時
間

労
働

の
削

減
や

有
給

休
暇

取
得

が
促

進
さ

れ
、

会
社

の
業

績
向

上
に

も
繋

が
り

ま
し

た
。

同
時

に
社

員
一

人
一

人
が

有
意

義
な

自
分

時
間

の
確

保
や

家
族

・
友

人
と

の
時

間
を

持

つ
こ

と
に

よ
り

、
人

間
成

長
に

繋
が

り
さ

ら
に

良
い

仕
事

が
で

き
て

い
る

の

だ
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

推
進

に
よ

り
「

男
女

と
も

働
き

や
す

い
職

場
環

境
」を

実
現

す
る

こ
と

で
、

優
秀

な
人

財
が

当
社

に
集

い
、

長
期

に
活

躍
し

て
く

れ
る

と
期

待
し

て
お

り
ま

す
。

常
務

執
行

役
員

釜
山

 英
一

さ
ん

現
場

の
意

見
を

丁
寧

に
拾

い
な

が
ら

、
制

度
導

入
・

運
用

に
あ

た
っ

て
成

功
例

だ
け

で
な

く
、

失

敗
例

も
含

め
て

報
告

す
る

こ
と

が
経

営
層

の
判

断
の

助
け

に
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
ち

ら
の

会
社

の
よ

う
に

全
国

に
支

店
が

あ
る

会
社

で
は

、
時

短
勤

務
者

だ
け

で
な

く
、

そ
の

上
司

も
現

場
で

相
談

で

き
な

い
と

い
う

悩
み

を
抱

え
が

ち
な

の
で

す
が

、
多

様
性

推
進

室
を

中
心

と
し

て
、

啓
発

だ
け

で
な

く
、

現
場

が
相

談
し

や
す

い
体

制
を

作
り

上
げ

て
い

る
と

こ
ろ

は
優

れ
た

取
組

で
あ

る
と

言
え

ま
す

。

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
か

ら
　

身
近

に
産

休
・

育
休

を
取

得
し

た
こ

と
の

あ
る

人
が

い
な

い
と

保
育

園
の

状
況

や
探

し
方

の
ポ

イ
ン

ト
を

知
ら

な
か

っ
た

り
、

今
後

の
働

き
方

に
不

安
を

持
つ

こ
と

が
多

い
た

め
、

産
休

前
研

修
を

導
入

し
、

先
輩

事
例

や
世

の
中

の
状

況
を

伝
え

る
よ

う
に

し
ま

し
た

。
　

遠
隔

地
の

支
店

も
あ

る
の

で
、

過
去

の
事

例
を

集
約

し
て

、
テ

レ
ビ

会
議

で
も

個
別

対
応

し
、1

00
％

産
休

前
研

修
を

受
講

で
き

る
よ

う
工

夫
を

進
め

て
い

ま
す

。
　

現
場

で
働

く
社

員
は

就
業

規
則

を
見

る
機

会
が

少
な

い
た

め
、

分
か

ら
な

い
ま

ま
に

し
て

お
く

わ
け

に
は

い
か

な
い

と
い

う
問

題
意

識
が

あ
り

ま
し

た
が

、
産

休
前

研
修

な
ど

の
両

立
支

援
研

修
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

多
様

性
推

進
室

の
担

当
の

顔
を

覚
え

て
も

ら
い

、
今

後
の

育
児

と
仕

事
の

両
立

に
つ

い
て

、
相

談
が

し
や

す
い

と
感

じ
て

も
ら

え
る

よ
う

に
心

が
け

ま
し

た
。

　
復

職
す

る
前

に
は

、
保

育
園

の
入

所
申

込
み

状
況

や
復

職
予

定
に

つ
い

て
、

お
子

さ
ん

が
1

歳
の

誕
生

日
前

に
個

別
に

確
認

す
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
休

み
中

は
、

育
児

休
業

者
専

用
の

S
N

S
を

活
用

し
、

会
社

の
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。一
方

、
復

帰
に

つ
い

て
必

要
以

上
に

状
況

を
聞

く
と

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

に
な

る
の

で
、

世
の

中
の

状
況

に
つ

い
て

の
情

報
提

供
や

、
子

育
て

を
す

る
上

で
の

ポ
イ

ン
ト

も
共

有
し

、
安

心
し

て
復

帰
で

き
る

よ
う

工
夫

し
て

い
ま

す
。

現
場

へ
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

浸
透

さ
せ

る
に

あ
た

っ
て

、
苦

労
し

た
点

は
？

P
ic

k 
u

p
!

全
国

展
開

し
て

い
る

場
合

、
同

じ
経

験
を

し
て

い
る

人
が

現
場

に
い

な
い

場
合

も
多

く
、

相
談

で
き

る
人

の
顔

を
覚

え
て

も
ら

う
こ

と
は

非
常

に
効

果
的

で
す

。

P
ic

k 
u

p
!

仕
事

の
こ

と
だ

け
で

な
く

、
こ

れ
か

ら
の

育
児

に
つ

い
て

も
情

報
を

提
供

し
、

本
人

に
安

心
し

て
働

き
続

け
て

い
た

だ
く

た
め

の
工

夫
が

さ
れ

て
い

ま
す

。

P
ic

k 
u

p
!

本
人

だ
け

で
な

く
、

上
司

へ
の

支
援

は
重

要
で

す
。

啓
発

だ
け

で
な

く
、

相
談

が
来

る
よ

う
に

な
っ

た
と

こ
ろ

が
非

常
に

優
れ

て
い

ま
す

。

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

推
進

に
よ

り
、

働
き

や
す

い
職

場
環

境
を

実
現

産
休

前
研

修

　
店

舗
は

平
日

の
夜

や
土

日
も

営
業

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
子

育
て

を
し

な
が

ら
働

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

支
援

体
制

や
工

夫
を

推
進

し
て

ま
い

り
ま

す
。

活
躍

を
さ

ら
に

広
げ

、
育

児
短

時
間

勤
務

者
の

リ
ー

ダ
ー

を
増

や
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

最
後

に
、

業
務

の
効

率
化

や
生

産
性

向
上

に
よ

り
残

業
時

間
の

削
減

や
有

給
休

暇
取

得
率

の
向

上
を

図
り

、
全

社
員

が
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

取
れ

て
活

力
溢

れ
た

状
態

で
仕

事
が

で
き

る
よ

う
推

進
し

て
ま

い
り

ま
す

。

今
後

の
方

向
性

、
課

題
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

復
職

者
セ

ミ
ナ

ー

-93-
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す

ま
い

る
ラ

イ
フ

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

に
つ

い
て

は
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
が

各
店

舗
に

配
布

さ
れ

て
い

る
の

で
、

ア
ル

バ
イ

ト
や

パ
ー

ト
も

含
め

て
従

業
員

が
自

ら
情

報
を

取
り

、
参

考
に

し
て

も
ら

う
周

知
活

動
を

行
っ

て
い

く
予

定
で

す
。

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

を
電

子
化

し
た

場
合

、
そ

の
中

に
社

内
ポ

ー
タ

ル
と

し
て

福
利

厚
生

の
中

に
ワ

ー
ク・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
ペ

ー
ジ

を
設

け
、

各
種

制
度

内
容

と
そ

の
利

用
実

績
を

掲
載

し
て

い
き

ま
す

。
利

用
実

績
を

掲
載

す
る

目
的

は
、

制
度

が
あ

っ
て

も
現

実
に

は
利

用
で

き
な

い
と

思
っ

て
い

る
人

も
い

る
た

め
、

社
内

で
ど

れ
だ

け
の

人
が

制
度

を
利

用
し

て
い

る
の

か
を

示
し

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、
実

際
に

制
度

を
ど

の
よ

う
に

利
用

し
て

い
る

か
も

具
体

的
に

掲
載

し
て

い
く

よ
う

に
し

ま
す

。

　
総

務
部

は
労

務
管

理
研

修
を

階
層

別
に

実
施

し
て

お
り

、
新

人
、

部
長

、
課

長
職

、
新

任
管

理
職

に
対

し
て

、ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

に
関

連
す

る
制

度
や

、
実

際
の

制
度

利
用

者
の

働
き

方
な

ど
を

紹
介

し
た

り
し

て
い

ま
す

。
階

層
別

研
修

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

例
え

ば
新

任
店

長
な

ら
ば

、
ア

ル
バ

イ
ト

の
労

務
管

理
と

し
て

、
労

働
時

間
や

育
児

・
介

護
休

業
な

ど
、

7.
5

時
間

の
研

修
を

行
い

、
課

長
職

で
あ

れ
ば

、
安

全
配

慮
義

務
や

健
康

管
理

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
な

ど
の

内
容

で
研

修
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

主
任

職
と

現
場

長
の

試
験

時
に

は
、

必
ず

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

に
関

す
る

周
知

を
行

っ
て

い
ま

す
。

ア
ル

バ
イ

ト
の

育
児

休
業

が
増

加
し

て
い

ま
す

が
、

実
際

の
事

例
に

基
づ

い
て

、
育

児
休

業
が

取
得

で
き

る
こ

と
を

し
っ

か
り

と
周

知
し

て
い

ま
す

。
店

長
か

ら
す

る
と

ア
ル

バ
イ

ト
は

「
出

勤
」か

「
休

み
」し

か
な

い
と

考
え

が
ち

で
す

が
、

つ
わ

り
が

起
き

た
場

合
、

ま
ず

母
体

の
安

全
を

確
認

し
、

飲
料

な
ど

の
重

量
物

を
持

つ
こ

と
を

止
め

さ
せ

る
こ

と
や

、
今

ま
で

は
欠

勤

　
社

長
は

、
社

員
の

福
利

厚
生

な
ど

に
高

い
関

心
を

も
っ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

に
つ

い
て

も
積

極
的

に
メ

ッ
セ

ー
ジ

な
ど

を
発

し
て

い
ま

し
た

（
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
に

関
す

る
諸

制
度

を
ま

と
め

た
『

す
ま

い
る

ラ
イ

フ
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
』な

ど
）。

そ
の

後
、

新
宿

区
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・“
べ

ス
ト

”バ
ラ

ン
ス

賞
を

受
賞

（
20

10
年

度
）し

た
こ

と
や

、
日

本
生

産
性

本
部

主
催

の
「

第
6

回
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
大

賞
（

優
秀

賞
）」

を
受

賞
（

20
12

年
）し

た
こ

と
で

、
全

社
的

に
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
へ

の
取

組
に

対
す

る
認

知
度

が
高

ま
り

ま
し

た
。

今
後

は
「

プ
ラ

チ
ナ

く
る

み
ん

」の
取

得
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
取

組
を

ど
の

よ
う

に
進

め
て

い
き

ま
し

た
か

？

制
度

導
入

の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

株
式

会
社

JR
東

日
本

リ
テ

ー
ル

ネ
ッ

ト

P
ic

k 
u

p
!

実
際

の
利

用
状

況
を

全
社

員
が

確
認

す
る

こ
と

で
、

自
分

が
当

事
者

と
な

っ
た

と
き

に
、

よ
り

使
い

や
す

い
制

度
と

な
り

ま
す

。

JR
東

日
本

リ
テ

ー
ル

ネ
ッ

ト
は

、
JR

東
日

本
グ

ル
ー

プ
の

一
員

と
し

て
、

駅
を

さ
ら

に
便

利
に

、
快

適
に

ご
利

用
い

た
だ

け
る

よ
う

、
大

き
く

3
つ

の
事

業
を

展
開

し
て

い
ま

す
。

コ
ン

ビ
ニ

エ
ン

ス
事

業
で

は
、「

K
IO

S
K」

に
加

え
、駅

の
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア「
N

E
W

D
AY

S」
を

中
心

と
し

て
、

駅
を

ご
利

用
に

な
る

お
客

さ
ま

の
毎

日
を

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
ま

す
。

他
に

も
、

専
門

店
事

業
や

デ
ベ

ロ
ッ

パ
ー

事
業

な
ど

を
複

合
的

に
展

開
し

、
新

し
い

駅
づ

く
り

、
新

し
い

街
づ

く
り

に
活

か
し

て
ま

い
り

ま
す

。

冊
子

「
す

ま
い

る
ラ

イ
フ

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」の
配

布
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

関
す

る
諸

制
度

の
紹

介
や

手
続

き
を

掲
載

し
た

も
の

で
、

現
在

、
第

3
版

を
制

作
し

て
お

り
、

来
年

の
完

成
予

定
で

す
。

第
3

版
は

電
子

化
を

図
り

、各
店

舗
に

配
布

さ
れ

て
い

る
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
見

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

研
修

を
通

じ
た

周
知

活
動

労
務

管
理

研
修

を
階

層
別

に
実

施
し

て
お

り
、

新
人

、
部

長
、課

長
職

、新
任

管
理

職
に

対
し

て
、当

社
の

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

に
関

連
す

る
制

度
な

ど
を

説
明

し
て

い
ま

す
。

子
育

て
支

援
手

当
の

支
給

大
学

生
（

23
歳

）ま
で

、
子

育
て

に
関

す
る

手
当

を
支

給
し

て
い

ま
す

。

育
児

休
業

中
の

支
援

育
児

休
業

中
に

は
、

社
内

報
の

送
付

と
育

児
休

職
者

同
士

の
意

見
交

換
会

を
開

催
し

て
い

ま
す

。
女

性
だ

け
で

な
く

、
男

性
の

育
児

休
業

者
も

参
加

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
育

児
休

職
中

の
通

信
教

育
を

推
奨

し
て

い
ま

す
。

本
人

が
メ

ニ
ュ

ー
か

ら
選

択
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

お
り

、
費

用
の

全
額

を
会

社
が

負
担

す
る

コ
ー

ス
と

一
部

負
担

と
な

る
コ

ー
ス

が
あ

り
ま

す
。

階
層

別
に

推
奨

コ
ー

ス
を

設
け

て
お

り
、

総
務

、
経

理
・

財
務

、
営

業
系

な
ど

多
岐

に
渡

っ
て

い
ま

す
。

法
定

を
超

え
る

介
護

休
業

期
間

法
定

の
休

業
を

超
え

て
、

最
大

1年
取

得
可

能
と

な
っ

て
い

ま
す

（
無

給
）。

取
組

内
容

代
表

者
：

大
和

田
 徹

従
業

員
数

：
12

,1
05

名
（

男
3,

77
4

名
、

女
8,

33
1

名
）

 
非

正
規

社
員

含
む

所
在

地
：

新
宿

区
西

新
宿

2-
3-

1 
新

宿
モ

ノ
リ

ス
 2

9F
ht

tp
://

w
w

w
.j-

re
ta

il.
jp

/

C
o

m
p

an
y 

P
ro

fil
e

20
15

年
3

月
31

日
現

在

マ
マ

友
情

報
交

換
会

の
様

子

冊
子

「
す

ま
い

る
ラ

イ
フ

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
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私

た
ち

の
会

社
は

、
全

従
業

員
の

う
ち

正
社

員
以

外
の

従
業

員
が

約
8

割
を

占
め

て
い

ま
す

。
こ

の
こ

と
を

考
慮

し
、

多
く

の
業

種
業

態
を

展
開

し
、

多
岐

に
渡

る
働

き
方

に
対

応
で

き
る

よ
う

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

関
連

制
度

の
内

容
整

備
も

行
っ

て
き

ま
し

た
。

当
初

は
、

制
度

を
充

実
さ

せ
て

も

実
際

に
従

業
員

は
利

用
が

少
な

い
状

況
で

し
た

。利
用

促
進

の
た

め
に

、ト
ッ

プ
自

ら
指

導
し

、
管

理
監

督
者

へ
制

度
利

用
者

が
在

籍
す

る
職

場
の

在
り

方
に

つ
い

て
示

す
こ

と
で

職
場

内
で

の
理

解
の

促
進

を
図

り
ま

し
た

。
こ

れ

ら
が

効
果

し
て

表
わ

れ
、

男
性

従
業

員
に

よ
る

配
偶

者
出

産
休

暇
の

取
得

、

職
場

に
お

け
る

男
性

の
育

児
参

加
へ

の
理

解
が

深
ま

り
、「

制
度

周
知

」を

実
現

し
、

従
業

員
各

人
の

「
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
」

制
度

利
用

者
の

増
加

へ
と

繋
が

っ
て

い
ま

す
。

常
務

取
締

役
総

務
部

担
当

野
谷

 浩
さ

ん

　
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

っ
た

結
果

、
育

児
休

業
の

認
知

度
は

高
い

一
方

で
、

看
護

休
暇

を
利

用
し

た
時

短
勤

務
や

、
介

護
に

つ
い

て
は

周
知

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

は
育

児
休

業
し

か
な

い
と

思
っ

て
い

る
人

も
多

い
た

め
、ア

ル
バ

イ
ト

も
制

度
を

利
用

で
き

る
こ

と
を

周
知

し
て

い
ま

す
。

　
介

護
休

業
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
か

ら
力

を
入

れ
て

い
く

分
野

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
現

在
、

要
介

護
状

態
を

介
護

休
業

の
認

定
基

準
に

し
て

い
ま

す
が

、
こ

れ
を

要
支

援
に

ま
で

引
き

下
げ

る
こ

と
を

考
え

て
い

ま
す

。
生

活
支

援
ま

で
必

要
な

人
は

そ
れ

ほ
ど

多
く

な
く

、
要

支
援

で
の

手
伝

い
を

必
要

と
し

て
い

る
人

が
多

い
と

聞

い
て

お
り

、
要

支
援

に
基

準
を

下
げ

れ
ば

制
度

利
用

者
も

出
て

く
る

か
も

し
れ

な
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

当
社

が
次

に
力

を
入

れ
て

い
く

の
は

介
護

と
不

妊
治

療
と

考
え

て
お

り
、

補
助

金
等

の
支

援
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

と
し

て
い

ま
す

。
　

現
在

、「
プ

ラ
チ

ナ
く

る
み

ん
」の

取
得

を
目

指
し

て
い

ま
す

が
、

残
業

時
間

に
関

す
る

基
準

（
計

画
期

間
終

了
前

直
近

1年
間

の
平

均
週

労
働

時
間

が
60

時
間

以
上

の
労

働
者

の
割

合
が

5％
以

下
）だ

け
が

厳
し

い
状

況
に

あ
り

、
基

準
を

満
た

す
よ

う
全

社
で

統
一

的
な

目
標

を
掲

げ
て

取
り

組
む

こ
と

で
成

果
を

上
げ

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

今
後

の
方

向
性

、
課

題
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

こ
ち

ら
の

会
社

は
自

社
の

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
制

度
に

つ
い

て
、

社
員

の
理

解
が

進

ん
で

い
る

こ
と

が
優

れ
て

い
る

と
思

わ
れ

ま
す

。
表

彰
制

度
な

ど
を

上
手

く
活

用
し

、
社

内
外

か
ら

「
自

社
は

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
し

て
い

る
」こ

と
が

理
解

さ
れ

る
こ

と
で

、
取

組
が

大
き

く
進

む
こ

と
も

多
い

で
す

。
ま

た
、

時
間

外
労

働
の

削
減

等
、

労
使

一
体

と
な

っ
て

取
り

組

ん
で

い
る

こ
と

で
、

よ
り

実
効

性
の

あ
る

活
動

と
な

っ
て

い
ま

す
。

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
か

ら

　
当

社
が

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

に
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

を
社

員
が

よ
く

認
識

し
て

い
る

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

そ
れ

は
新

宿
区

や
日

本
生

産
性

本
部

か
ら

賞
を

受
賞

し
た

こ
と

に
加

え
て

、
周

知
活

動
に

お
け

る
工

夫
も

あ
り

ま
す

。
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

関
連

す
る

制
度

説
明

で
も

、
法

定
の

内
容

を
上

回
る

も
の

で
あ

る
こ

と
を

分
か

っ
て

も
ら

う
よ

う
に

す
る

こ
と

や
、

実
際

の
利

用
実

績
や

利
用

事
例

を
示

す
こ

と
で

、
対

象
と

な
る

人
が

何
を

ど
う

す
れ

ば
い

い
の

か
を

分
か

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

に
し

ま
し

た
。

　
正

社
員

で
結

婚
を

機
に

退
職

す
る

人
は

ほ
ぼ

い
な

い
理

由
の

一
つ

と
し

て
、ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

取
組

内
容

が
他

社
よ

り
も

上
回

っ
て

い
る

と
理

解
さ

れ
て

い
る

か
ら

で
す

。
異

動
が

あ
っ

た
と

し
て

も
転

居
を

伴
う

も
の

は
な

く
、

子
ど

も
が

2
歳

ま
で

は
育

児
休

業
制

度
を

利
用

で
き

、
時

間
短

縮
勤

務
と

看
護

休
暇

（
日

単
位

だ
け

で
な

く
、

時
間

単
位

で
の

取
得

も
可

能
）の

利
用

者
が

増
加

し
て

お
り

、
育

児
に

優
し

い
会

社
と

し
て

、制
度

が
社

内
に

浸
透

し
た

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

現
場

に
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

浸
透

さ
せ

る
ポ

イ
ン

ト
は

？

P
ic

k 
u

p
!

外
部

の
表

彰
制

度
へ

の
応

募
は

、
自

社
の

取
組

の
現

状
を

知
る

こ
と

も
で

き
、

非
常

に
有

効
で

す
。

非
正

規
社

員
も

含
め

て
利

用
で

き
る

制
度

を
導

入
し

、
制

度
周

知
を

徹
底

し
て

利
用

促
進

扱
い

を
し

て
き

た
育

児
休

業
に

つ
い

て
は

、
育

児
休

業
や

出
産

と
い

っ
た

勤
務

認
証

を
設

定
し

て
い

る
こ

と
な

ど
を

し
っ

か
り

と
周

知
し

た
こ

と
が

大
き

い
と

し
て

い
ま

す
。

　
男

性
の

育
児

休
業

取
得

者
は

通
算

し
て

5
人

程
度

で
す

が
、

独
自

の
配

偶
者

出
産

休
暇

（
5

日
間

：
有

給
）

が
あ

り
、

こ
れ

に
続

け
て

育
児

休
業

を
１

週
間

取
得

し
、

計
２

週
間

の
休

暇
と

す
る

ケ
ー

ス
が

多
い

で
す

。
ま

た
、

正
社

員
以

外
の

ア
ル

バ
イ

ト
の

育
児

休
業

の
取

得
も

増
え

て
き

て
い

ま
す

。
　

子
育

て
支

援
手

当
に

つ
い

て
は

、
平

成
19

年
に

賃
金

制
度

を
見

直
し

て
増

額
し

ま
し

た
。

ま
た

、
保

育
費

用
の

補
助

も
行

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
JR

グ
ル

ー
プ

と
し

て
行

っ
て

い
る

企
業

内
託

児
所

の
利

用
が

可
能

で
す

。
　

育
休

者
の

代
替

要
員

の
手

配
に

つ
い

て
は

、
妊

娠
が

分
か

る
と

ア
ル

バ
イ

ト
を

募
集

し
ま

す
が

、
採

用
で

き
な

か
っ

た
場

合
、

隣
の

店
舗

や
同

じ
駅

の
店

舗
の

店
長

同
士

で
連

絡
を

取
り

合
い

、
店

舗
に

2
人

社
員

が
い

れ
ば

、
そ

の
1人

に
レ

ジ
に

入
っ

て
も

ら
い

、
ア

ル
バ

イ
ト

を
一

方
の

店
舗

に
回

す
と

言
っ

た
対

応
を

取
っ

て
い

ま
す

。
他

の
店

舗
に

応
援

に
行

っ
て

も
ら

っ
た

場
合

、
支

援
単

価
と

し
て

時
給

に
10

0
円

が
加

算
さ

れ
ま

す
。

　
労

働
時

間
削

減
に

つ
い

て
は

、
水

曜
日

の
ノ

ー
残

業
デ

ー
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

勤
労

課
長

か
ら

全
社

に
メ

ー
ル

を
送

付
し

、
社

内
で

声
掛

け
を

し
て

い
ま

す
。

水
曜

日
は

定
時

を
過

ぎ
た

ら
巡

回
し

、
残

業
す

る
場

合
は

申
請

を
出

す
こ

と
を

徹
底

し
て

い
ま

す
。

対
応

は
部

署
ご

と
に

バ
ラ

ツ
キ

が
あ

り
ま

す
が

、
概

ね
3

分
の

1の
社

員
は

帰
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
毎

月
の

安
全

衛
生

委
員

会
の

場
で

ノ
ー

残
業

デ
ー

の
状

況
を

報
告

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
ま

す
。

月
30

時
間

を
超

え
る

残
業

を
行

う
従

業
員

に
つ

い
て

は
、

組
合

に
説

明
を

す
る

た
め

、
所

定
外

労
働

時
間

が
月

30
時

間
を

超
え

た
場

合
に

は
、

総
務

に
報

告
す

る
決

ま
り

に
な

っ
て

い
ま

す
。

P
ic

k 
u

p
!

代
替

要
員

の
手

配
に

つ
い

て
も

、
迅

速
に

対
応

で
き

る
体

制
が

取
れ

て
い

ま
す

。

P
ic

k 
u

p
!

労
働

時
間

の
実

態
に

つ
い

て
、

労
使

が
共

通
の

問
題

意
識

を
持

っ
て

取
り

組
む

こ
と

が
重

要
で

す
。

P
ic

k 
u

p
!

現
場

の
管

理
職

は
制

度
を

正
確

に
知

ら
な

い
こ

と
も

多
く

、
管

理
職

に
対

す
る

周
知

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
す

。

-95-



16
17

　
中

心
と

な
る

の
は

、
hu

g-
ku

m
i委

員
会

の
活

動
で

す
。

女
性

の
活

躍
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
推

進
が

必
要

だ
と

い
う

複
数

者
か

ら
の

提
言

で
生

ま
れ

た
「

hu
g-

ku
m

i委
員

会
」は

、
20

11
年

に
発

足
し

ま
し

た
。

委
員

会
メ

ン
バ

ー
は

立
候

補
者

の
中

か
ら

選
抜

さ
れ

ま
す

。
第

1
期

は
8

人
で

ス
タ

ー
ト

し
、

現
在

は
5

期
目

で
16

人（
任

期
は

1年
）と

な
っ

て
い

ま
す

。
メ

ン
バ

ー
は

男
女

半
々

で
、

任
期

終
了

後
は

本
人

の
希

望
に

よ
っ

て
継

続
す

る
か

を
決

定
し

、
約

半
分

が
入

れ
替

わ
り

ま
す

。
委

員
会

に
は

分
科

会
が

設
け

ら
れ

、
そ

の
年

の
課

題
と

前
期

か
ら

の
申

し
送

り
事

項
な

ど
も

踏
ま

え
た

上
で

テ
ー

マ
が

決
ま

り
ま

す
。

現
在

は
、

健
康

支
援

や
女

性
活

躍
支

援
な

ど
の

分
科

会
が

あ
り

ま
す

。
月

１
回

の
定

例
会

で
は

社
長

が
委

員
長

と
し

て
出

席
し

、分
科

会
は

各
自

で
進

め
て

い
る

事
案

の
共

有
や

、
決

裁
申

請
を

行
い

ま
す

。
こ

れ
ら

の
日

々
の

委
員

会
活

動
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
向

上
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

ト
ッ

プ
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
発

信
も

行
っ

て
い

ま
す

。
当

社
で

は
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
関

す
る

経
営

目
標

を
掲

げ
て

い
ま

す
が

、
そ

れ
が

は
じ

め
て

発
表

さ
れ

た
の

は
、

グ
ロ

ー
バ

ル
メ

ン
バ

ー
も

含
め

た
全

社
員

が
集

ま
る

キ
ッ

ク
オ

フ
で

し
た

。
そ

の
他

、
社

外
か

ら
講

師
を

招
い

て
開

催
さ

れ
る

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
・

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

の
講

師
と

の
対

談
を

通
じ

て
の

発
信

や
、

イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
で

公
開

し
て

い
る

hu
g-

ku
m

i委
員

会
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
上

で
の

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

推
進

に
関

す
る

社
長

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

掲
載

な
ど

を
通

じ
、

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
推

進
、ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

重
要

性
に

つ
い

て
社

員
へ

の
啓

蒙
を

行
っ

て
い

ま
す

。
　

多
様

な
人

材
の

活
躍

を
考

え
る

上
で

課
題

と
な

る
の

は
労

働
生

産
性

の
向

上
で

す
。

当
社

で
は

数
年

前
か

ら
「

成
果

と
時

短
の

両
立

」を
目

指
し

、
残

業
時

間
削

減
へ

の
取

組
を

行
っ

て
き

ま
し

た
。

経
営

か
ら

も
生

産
性

を
高

め
る

働
き

方
が

推
奨

さ
れ

、
残

業
時

間
の

多
い

社
員

に
対

し
て

は
、

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

か
ら

の
指

導
も

行
う

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
そ

の
他

、
定

期
的

に
組

織
の

見
直

し
を

行
い

、
人

員
の

適
正

配
置

を
常

に
意

識
し

て
い

ま
す

。
ま

た
生

産
性

に
つ

い
て

は
評

価
へ

の
組

み
込

み
も

行
い

ま
し

た
。

当
社

の
人

事
評

価
は

、
本

人
と

上
長

だ
け

で
な

く
、

周
り

の
社

員
か

ら
の

評
価

も
受

け
る

36
0

度
マ

ル
チ

サ
ー

ベ
イ

を
採

用
し

て
い

ま
す

。
そ

の
評

価
項

目
の

1つ
に

、「
成

果
と

時
短

の
両

立
」に

関
す

る
内

容
が

含
ま

れ
て

い
ま

す
。

一
般

社
員

で
あ

れ
ば

、「
成

果
と

時
短

の
両

立
」を

意
識

し
て

働
い

て
い

る
か

、
管

理
職

で
あ

れ
ば

そ
う

し
た

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
が

で
き

て
い

る
か

ど
う

か
を

評
価

す
る

と
い

っ
た

具
合

で
す

。
　

そ
の

他
、

前
述

の
hu

g-
ku

m
i委

員
会

が
主

導
で

企
画

、
運

営
を

行
っ

て
い

る
施

策
群

も
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
向

上
に

は
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

・
ベ

ビ
ー

シ
ッ

タ
ー

利
用

助
成

制
度

　
育

児
中

の
社

員
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

に
整

備
し

て
い

ま
す

。
会

社
が

契
約

す
る

ベ
ビ

ー
シ

ッ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
た

場
合

、
費

用
の

7
割

を
会

社
が

負
担

す
る

こ
の

制
度

は
、

子
持

ち
社

員
の

半
数

以
上

が
登

録
し

、
月

平
均

で
約

2
割

の
登

録
者

に
利

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
当

社
で

は
海

外
取

引
の

増
加

に
よ

る
社

員
の

国
籍

の
多

様
化

や
子

持
ち

社
員

の
増

加
な

ど
を

う
け

、
多

様
な

人
材

が
活

躍
で

き
る

よ
う

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
を

推
進

し
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

に
も

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
充

実
さ

せ
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
当

社
で

は
年

に
2

回
、「

経
営

へ
の

提
言

」
を

行
っ

て
い

ま
す

。
内

容
は

、
ソ

フ
ト

か
ら

ハ
ー

ド
ま

で
会

社
が

良
く

な
る

も
の

で
あ

れ
ば

、
直

接
、

経
営

陣
に

対
し

て
提

言
が

で
き

る
と

い
う

も
の

で
す

。
個

人
で

提
言

を
行

う
場

合
も

あ
れ

ば
、

グ
ル

ー
プ

で
行

う

場
合

も
あ

り
ま

す
。

毎
回

10
件

近
い

提
言

が
あ

り
、

女
性

の
働

き
方

や
、

育
児

支
援

、
ひ

い
て

は
全

社
員

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
向

上
を

目
的

と
し

た
部

署
横

断
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「

hu
g-

ku
m

i委
員

会
」も

、
社

員
か

ら
の

提
言

を
ひ

と
つ

の
き

っ
か

け
と

し
て

誕
生

し
ま

し
た

。

ど
の

よ
う

な
き

っ
か

け
で

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
推

進
を

は
じ

め
ま

し
た

か
？

株
式

会
社

セ
プ

テ
ー

ニ

P
ic

k 
u

p
!

提
言

は
実

際
の

取
組

に
つ

な
が

っ
て

お
り

、
社

員
の

当
事

者
意

識
向

上
に

寄
与

し
て

い
ま

す
。

セ
プ

テ
ー

ニ
は

国
内

最
大

級
の

取
り

扱
い

実
績

を
持

つ
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

広
告

事
業

を
中

心
に

、
お

客
様

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

課
題

を
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
で

解
決

す
る

た
め

の
様

々
な

サ
ー

ビ
ス

を
展

開
し

て
お

り
ま

す
。

グ
ル

ー
プ

社
是

で
あ

る「
ひ

ね
ら

ん
か

い
」精

神
の

も
と

、
事

業
面

だ
け

で
な

く
組

織
づ

く
り

に
お

い
て

も
、

常
に

ユ
ニ

ー
ク

で
新

し
い

こ
と

に
挑

戦
し

、
独

自
の

企
業

文
化

を
築

い
て

お
り

ま
す

。

「
hu

g
-k

um
i（

は
ぐ

く
み

）委
員

会
」に

よ
る

女
性

の
働

き
方

や
育

児
支

援
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
取

組
月

1
回

の
定

例
会

と
、

テ
ー

マ
別

の
分

科
会

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

女
性

が
活

躍
す

る
た

め
の

支
援

策
の

充
実

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
実

現
し

て
い

る
女

性
を

年
に

2
回

表
彰

（「
W

O
M

A
N

 賞
」（

投
票

率
90

％
以

上
））

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、「
女

性
リ

ー
ダ

ー
育

成
塾

」
を

開
催

し
、

女
性

が
活

躍
す

る
た

め
の

環
境

整
備

や
意

識
改

革
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

取
組

内
容

代
表

者
：

佐
藤

 光
紀

従
業

員
数

：
43

7
名

（
男

29
5

名
、

女
14

2
名

）
所

在
地

：
新

宿
区

西
新

宿
8-

17
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住

友
不

動
産

新
宿

グ
ラ

ン
ド

タ
ワ

ー
 2

8F
ht

tp
://

w
w

w
.s

ep
te

ni
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o.
jp

/

C
o

m
p

an
y 

P
ro

fil
e

20
15

年
9

月
30

日
現

在

女
性

リ
ー

ダ
ー

育
成

塾

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
取

組
を

ど
の

よ
う

に
進

め
て

い
き

ま
し

た
か

？

-96-



18
19

　
当

社
の

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
語

る
上

で
「

hu
g-

ku
m

i委
員

会
」の

存
在

を
外

す
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

従
業

員
の

声
を

受
け

、
当

社
の

代
表

を
委

員
長

と
し

て
発

足
し

た
本

委
員

会
は

、
女

性
の

キ
ャ

リ
ア

、
育

児
支

援
の

活
動

を
中

心
に

、
そ

の
後

、
労

働
生

産
性

を
高

め
る

た

め
の

取
組

の
提

案
な

ど
、

全
従

業
員

を
対

象
と

し
た

様
々

な
制

度
策

定
や

施

策
を

行
っ

て
き

ま
し

た
。

活
動

を
通

じ
て

、
社

内
の

課
題

解
決

に
つ

な
が

る

施
策

の
企

画
、

運
営

に
携

わ
っ

た
従

業
員

。
活

動
の

成
果

に
よ

っ
て

、
将

来

の
働

き
方

の
選

択
肢

を
広

げ
る

こ
と

が
出

来
た

別
の

従
業

員
。

平
均

年
齢

約

29
歳

と
若

い
会

社
で

あ
る

が
故

に
、

当
事

者
と

し
て

会
社

や
周

り
の

変
化

に

対
応

し
進

化
し

て
き

た
経

験
は

、
今

後
に

も
大

き
な

プ
ラ

ス
を

及
ぼ

す
と

感
じ

て
い

ま
す

。
労

働
人

口
が

減
少

す
る

中
、

様
々

な
「

ラ
イ

フ
」を

持
つ

多
く

の

人
が

、
自

ら
の

能
力

を
存

分
に

発
揮

し
、

働
き

が
い

の
あ

る
「

ワ
ー

ク
」に

取

り
組

ん
で

ゆ
け

る
会

社
を

目
指

し
、

今
後

も
活

動
を

続
け

て
ま

い
り

ま
す

。

部
門

横
断

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

「
hu

g
-k

um
i委

員
会

」が
も

た
ら

し
た

も
の

社
の

今
の

状
況

を
伝

え
て

い
ま

す
。

妊
娠

中
の

社
員

や
復

職
済

み
の

子
持

ち
社

員
も

同
席

し
、

不
安

に
思

う
こ

と
の

相
談

、
復

職
に

あ
た

っ
て

の
ア

ド
バ

イ
ス

な
ど

を
行

っ
て

い
ま

す
。

　
な

お
、

hu
g-

ku
m

i委
員

会
以

外
が

主
催

す
る

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

向
上

に
関

す
る

施
策

の
ひ

と
つ

に
、「

フ
ァ

ミ
リ

ー
感

謝
デ

ー
」が

あ
り

、
年

に
一

度
、

グ
ル

ー
プ

会
社

社
員

の
家

族
へ

の
日

頃
の

感
謝

を
こ

め
て

開
催

し
て

い
ま

す
。

ど
の

よ
う

な
環

境
で

、
ど

の
よ

う
な

人
た

ち
と

仕
事

を
し

て
い

る
か

を
家

族
に

見
て

も
ら

う
こ

と
で

、
会

社
へ

の
理

解
促

進
も

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
当

日
は

、
社

員
が

ア
テ

ン
ド

す
る

社
内

ツ
ア

ー
や

、
牧

場
で

の
ラ

ン
チ

交
流

会
な

ど
が

行
わ

れ
ま

す
。

子
ど

も
た

ち
も

楽
し

め
る

よ
う

に
遊

具
を

用
意

す
る

な
ど

趣
向

を
凝

ら
し

て
お

り
、

昨
年

は
「

夏
祭

り
」を

テ
ー

マ
に

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

ま
た

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
向

上
施

策
に

加
え

、
女

性
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

に
つ

い
て

の
取

組
も

積
極

的
に

行
っ

て
い

ま
す

。
・

女
性

リ
ー

ダ
ー

育
成

塾
／

W
IL（

W
o

m
an

 
In

no
va

ti
ve

 L
ea

d
er

s）
塾

　
女

性
リ

ー
ダ

ー
、

管
理

職
比

率
の

向
上

、
候

補
者

の
増

加
を

目
的

と
し

て
、

ラ
イ

フ
イ

ベ
ン

ト
が

多
い

女
性

に
特

化
し

た
キ

ャ
リ

ア
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
女

性
リ

ー
ダ

ー
育

成
塾

で
は

、
志

願
者

の

う
ち

、
社

内
選

考
を

通
過

し
た

社
員

が
、

課
題

解
決

力
や

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

身
に

つ
け

る
内

容
（

基
礎

的
な

ス
キ

ル
を

体
系

的
に

習
得

す
る

た
め

の
講

義
と

演
習

）を
受

講
し

ま
す

。
そ

の
上

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
、

W
IL

塾
で

す
。

女
性

リ
ー

ダ
ー

育
成

塾
の

卒
業

生
か

ら
志

願
者

を
募

り
、

選
考

を
経

て
、

メ
ン

タ
ー

で
あ

る
役

員
と

共
に

現
実

の
経

営
課

題
に

つ
い

て
の

分
析

、
改

善
策

立
案

、施
策

の
実

行
を

進
め

ま
す

。
期

間
中

に
3

度
、

社
長

を
含

め
た

全
役

員
に

対
す

る
プ

レ
ゼ

ン
の

機
会

が
あ

り
、

進
行

中
の

施
策

に
つ

い
て

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

今
後

、
こ

れ
ら

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
卒

業
生

か
ら

女
性

管
理

職
が

増
え

て
い

っ
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す

。
な

お
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

始
後

に
管

理
職

に
昇

進
し

た
女

性
社

員
は

、
全

員
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
卒

業
生

で
し

た
。

・
W

O
M

A
N

賞
　

年
に

2
回

、「
仕

事
と

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

を
両

立
し

、
キ

ラ
キ

ラ
働

い
て

い
る

女
性

」を
選

定
基

準
と

し
て

、
男

性
を

含
め

た
全

社
員

か
ら

の
投

票
を

も
と

に
決

定
し

、
讃

え
る

賞
で

す
。

hu
g-

ku
m

i委
員

会
が

企
画

、
運

営
を

行
っ

て
い

ま
す

。
注

目
度

が
高

く
、

投
票

率
は

毎
回

90
％

以
上

で
す

。
・

キ
ャ

リ
ア

面
談

　
女

性
に

限
定

し
た

制
度

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
年

に
2

回
、

全
社

員
を

対
象

と
し

て
キ

ャ
リ

ア
面

談
を

行
っ

て
い

ま
す

。
長

く
同

じ
業

務
に

就
い

て
い

る
社

員
は

必
須

、
そ

の
他

希
望

者
も

募
り

ま
す

。
面

談
は

役
員

2
人

と
本

人
で

行
い

、
直

属
の

上
司

は
同

席
し

ま
せ

ん
。

相
談

内
容

は
、

他
部

署
や

他
グ

ル
ー

プ
会

社
へ

異
動

し
、

自
ら

の
キ

ャ
リ

ア
を

バ
ー

ジ
ョ

ン
ア

ッ
プ

し
た

い
、

特
に

何
が

し
た

い
と

い
う

考
え

は
無

い
が

、
役

員
に

キ
ャ

リ
ア

相
談

を
し

て
み

た
い

な
ど

、
様

々
で

す
。

こ
の

面
談

を
き

っ
か

け
に

異
動

が
決

定
す

る
ケ

ー
ス

も
あ

り
、ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
を

と
お

し
た

人
材

育
成

や
、

組
織

活
性

化
等

の
効

果
が

あ
り

ま
す

。

執
行

役
員

人
材

開
発

本
部

 本
部

長

遠
藤

 廣
志

さ
ん

　
当

社
も

外
国

人
社

員
が

急
速

な
増

加
傾

向
に

あ
る

中
で

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
を

は
じ

め
と

す
る

環
境

の
変

化
の

中
で

会
社

が
よ

り
成

長
す

る
た

め
に

は
、

多
様

な
人

材
の

活
躍

が
欠

か
せ

な
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

多
様

な
価

値
観

、
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

も
つ

社
員

が
安

心
し

て
活

躍
で

き
る

環
境

を
整

え
る

こ
と

で
、

よ
り

大
き

な
成

果
を

生
み

出
せ

る
よ

う
に

支
援

し
て

い
き

た
い

、

そ
れ

が
セ

プ
テ

ー
ニ

に
と

っ
て

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

で
す

。
今

後
、

社
会

は
ま

す
ま

す
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
に

変
化

し
て

い
く

と
思

い
ま

す
が

、
そ

う
い

っ
た

変
化

に
マ

ッ
チ

す
る

仕
組

み
を

考
え

、
運

用
し

、
改

善
を

繰
り

返
し

な
が

ら
、セ

プ
テ

ー
ニ

ら
し

く
、ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

を
企

業
と

し
て

の
競

争
力

に
つ

な
げ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

今
後

の
方

向
性

、
課

題
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

社
長

が
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
、

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
の

推
進

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
メ

ッ
セ

ー

ジ
を

社
内

外
に

打
ち

出
さ

れ
て

い
る

こ
と

で
、

方
針

が
明

確
に

な
り

、
取

組
が

実
効

性
の

あ
る

も

の
に

な
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、h

ug
-k

um
i委

員
会

な
ど

社
員

か
ら

の
提

言
で

生
ま

れ
た

も
の

も
多

く
、

社
長

と
社

員
が

一
体

と
な

っ
て

推
進

し
て

い
る

と
こ

ろ
が

優
れ

て
い

ま
す

。
自

社
の

こ
れ

か
ら

の
課

題
に

つ
い

て
も

積
極

的
に

取
り

組
ま

れ
て

お
り

、
今

後
の

更
な

る
活

動
が

期
待

さ
れ

ま
す

。

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
か

ら

・
パ

パ
マ

マ
面

談
　

育
児

休
業

制
度

な
ど

の
会

社
の

制
度

に
つ

い
て

は
人

事
部

門
か

ら
基

本
的

な
事

項
の

通
達

が
あ

り
ま

す
が

、
休

職
前

に
上

長
と

hu
g-

ku
m

i委
員

会
の

メ
ン

バ
ー

が
同

席
し

て
「

パ
パ

マ
マ

面
談

」を
実

施
し

ま
す

。
ベ

ビ
ー

シ
ッ

タ
ー

利
用

助
成

制
度

に
つ

い
て

の
説

明
や

復
帰

後
の

働
き

方
の

事
例

な
ど

を
紹

介
し

ま
す

。

・
hu

g
-k

u
m

i委
員

会
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
　

ラ
イ

フ
イ

ベ
ン

ト
等

に
よ

る
生

活
の

変
化

に
応

じ
て

、
ど

の
よ

う
な

制
度

を
利

用
で

き
る

の
か

を
、

申
請

書
も

含
め

て
わ

か
り

や
す

く
説

明
し

て
い

ま
す

。
ベ

ビ
ー

シ
ッ

タ
ー

利
用

助
成

制
度

の
申

請
書

な
ど

も
こ

ち
ら

か
ら

確
認

で
き

ま
す

。
ま

た
、

hu
g-

ku
m

i委
員

会
主

催
の

イ
ベ

ン
ト

の
告

知
な

ど
、

プ
ッ

シ
ュ

型
で

発
信

し
た

い
情

報
は

、
S

N
S

を
用

い
て

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

・
育

休
マ

マ
の

集
い

　
育

休
中

の
社

員
に

声
を

か
け

、
年

1
回

会
社

で
育

休
マ

マ
の

集
い

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
社

長
も

同
席

し
、

ラ
ン

チ
を

食
べ

な
が

ら
社

員
の

状
況

を
聞

き
つ

つ
、

会

P
ic

k 
u

p
!

本
人

だ
け

で
な

く
上

長
も

同
席

す
る

こ
と

で
、

制
度

等
の

知
識

レ
ベ

ル
を

揃
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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柔

軟
な

働
き

方
を

実
現

す
る

た
め

、
フ

レ
ッ

ク
ス

タ
イ

ム
制

度
や

裁
量

労
働

制
度

な
ど

の
勤

務
制

度
を

採
用

し
て

い
ま

す
。

時
間

単
位

や
半

日
単

位
で

の
年

次
有

給
休

暇
取

得
も

可
能

で
す

。
日

々
の

働
き

方
に

お
い

て
は

時
間

資
源

を
創

出
す

る
た

め
、

部
門

ご
と

の
特

性
に

応
じ

た
実

行
計

画
を

策
定

し
、

遂
行

し
て

い
ま

す
。

　
そ

の
一

例
と

し
て

、
業

務
分

析
に

基
づ

い
た

業
務

効
率

化
や

、
会

議
の

見
直

し
、「

ノ
ー

残
業

デ
ー

」な
ど

の
取

組
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。「
ノ

ー
残

業
デ

ー
」の

実
施

方
法

も
さ

ま
ざ

ま
で

、
特

定
の

曜
日

に
実

施
し

て
い

る
部

門
も

あ
れ

ば
、

曜
日

を
決

め
ず

に
週

１
回

と
し

て
い

る
部

門
も

あ
り

ま
す

。

　
女

性
の

活
躍

推
進

の
観

点
で

は
、

女
性

社
員

の
職

域
拡

大
、

定
着

対
策

の
フ

ェ
ー

ズ
を

経
て

、
現

在
は

組
織

貢
献

に
重

点
を

置
い

て
い

ま
す

。
以

前
は

営
業

職
の

女
性

を
中

心
に

「
出

産
後

に
働

き
続

け
る

こ
と

が
イ

メ
ー

ジ
で

き
な

い
」と

い
う

声
が

聞
か

れ
、

20
03

年
ご

ろ
の

女
性

社
員

の
離

職
率

は
10

％
を

超
え

て
い

ま
し

た
。

そ
こ

で
、

女
性

の
継

続
就

業
を

促
進

す
る

た
め

の
管

理
職

向
け

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

や
、

育
児

休
業

か
ら

の
職

場
復

帰
者

を
対

象
と

し
た「

職
場

復
帰

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

な
ど

を
導

入
し

た
と

こ
ろ

、
20

08
年

に
は

女
性

の
離

職
率

が
3％

前
後

ま
で

下
が

り
、

男
性

社
員

と
ほ

ぼ
同

じ
レ

ベ
ル

に
な

り
ま

し
た

。

大
日

本
印

刷
株

式
会

社

P
ic

k 
u

p
!

部
門

ご
と

の
実

態
に

合
っ

た
形

で
、

ま
た

実
施

期
間

の
幅

を
設

け
る

な
ど

、
柔

軟
な

運
用

を
す

る
こ

と
で

、
社

員
が

取
り

組
み

や
す

く
な

り
ま

す
。

　
現

在
は

、
女

性
社

員
が

自
立

的
か

つ
中

長
期

的
な

キ
ャ

リ
ア

を
描

け
る

よ
う

「
女

性
社

員
活

躍
推

進
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
」を

開
催

し
て

い
ま

す
。

こ
の

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

に
は

女
性

社
員

の
上

司
も

一
緒

に
参

加
し

、
部

下
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

に
つ

い
て

考
え

る
場

と
し

て
活

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
職

場
の

メ
ン

タ
ー

や
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

の
推

進
役

と
な

る
人

材
を

毎
年

約
８

か
月

間
か

け
て

育
成

し
て

お
り

、
現

在
約

10
0

名
が

若
手

社
員

の
相

談
相

手
や

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

、
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

の
第

一
線

で
活

躍
し

て
い

ま
す

。
　

介
護

と
仕

事
の

両
立

に
つ

い
て

は
、

要
介

護
者

を
抱

え
て

い
る

社
員

は
少

な
く

な
い

と
考

え
ら

れ
ま

す
が

、
介

護
休

業
の

取
得

者
は

20
13

年
に

2
名

、
20

14
年

は
1

名
と

な
っ

て
い

ま
す

。

制
度

導
入

の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

大
日

本
印

刷
は

、
印

刷
技

術
と

情
報

技
術

を
強

み
と

し
て

、
出

版
印

刷
や

商
業

印
刷

か
ら

、
包

装
や

建
材

、
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
製

品
な

ど
へ

と
事

業
領

域
を

拡
げ

、
多

様
な

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

総
合

印
刷

会
社

で
す

。
歴

史
の

な
か

で
培

っ
た

技
術

や
経

験
を

活
か

し
、

企
業

や
生

活
者

、
社

会
の

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

「
未

来
の

あ
た

り
ま

え
」を

作
り

続
け

ま
す

。

妊
娠

期
か

ら
出

産
後

の
職

場
復

帰
ま

で
を

支
援

妊
娠

3
か

月
以

上
の

女
性

社
員

は
月

4
日

の
特

別
休

暇
制

度
や

、
所

定
労

働
時

間
を

1
日

2
時

間
ま

で
短

縮
で

き
る

短
時

間
勤

務
制

度
を

利
用

で
き

ま
す

。
出

産
後

は
子

ど
も

が
1

歳
を

迎
え

た
直

後
の

4月
末

あ
る

い
は

1
歳

6
か

月
に

な
る

ま
で

の
期

間
内

で
育

児
休

業
を

取
得

で
き

る
ほ

か
、

職
場

復
帰

後
に

は
上

記
短

時
間

勤
務

制
度

を
子

ど
も

が
小

学
校

4
年

生
修

了
ま

で
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

短
時

間
勤

務
利

用
者

と
そ

の
上

司
を

対
象

と
し

た
「

短
時

間
勤

務
セ

ミ
ナ

ー
」や

、
出

産
前

か
ら

3
歳

ま
で

の
子

ど
も

を
養

育
す

る
社

員
と

社
内

外
の

配
偶

者
を

対
象

と
し

た
「

仕
事

と
育

児
の

両
立

支
援

セ
ミ

ナ
ー

〈
カ

ン
ガ

ル
ー

の
会

〉」
を

年
1

回
開

催
し

て
い

ま
す

。

取
組

内
容

代
表

者
：

北
島

 義
俊

従
業

員
数

：
10

,6
97

名
（

男
8,

74
3

名
、

女
1,

95
4

名
）

所
在

地
：

新
宿

区
市

谷
加

賀
町

1-
1-

1
ht

tp
://

w
w

w
.d

np
.c

o.
jp

C
o

m
p

an
y 

P
ro

fil
e

20
15

年
3

月
31

日
現

在

介
護

休
業

は
法

定
以

上
の

休
業

期
間

介
護

対
象

者
1人

に
つ

き
延

べ
36

6
日

ま
で

取
得

可
能

で
す

。

地
域

貢
献

活
動

20
07

年
に

「
D

N
P

グ
ル

ー
プ

社
会

活
動

方
針

」を
策

定
し

、
社

会
貢

献
活

動
を

推
進

し
て

い
ま

す
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

休
暇

制
度

も
設

け
て

お
り

ま
す

。

職
場

で
の

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
様

子

メ
ン

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

研
修

）の
様

子
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管
理

職
経

験
者

を
事

務
局

長
専

任
と

し
ま

し
た

。
こ

う
し

た
こ

と
を

契
機

に
活

動
に

対
す

る
理

解
も

深
ま

り
、

各
職

場
実

態
に

即
し

た
活

動
も

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

　
当

社
で

は
、

時
間

資
源

を
創

出
し

、
有

効
活

用
し

て
い

く
こ

と
を

通
じ

て

仕
事

の
付

加
価

値
の

向
上

を
果

た
し

、
会

社
の

業
績

向
上

と
社

員
一

人
ひ

と

り
の

個
人

生
活

の
充

実
に

繋
げ

て
い

く
こ

と
を

目
指

し
た

「
働

き
方

の
変

革
」

の
取

組
を

推
進

し
て

い
ま

す
。

こ
う

し
た

取
組

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
短

い
時

間
で

高
い

成
果

を
出

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
れ

ば
、

自
ず

と
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

に
繋

が
る

も
の

と
捉

え
て

い
ま

す
。

　
他

方
、

社
員

が
働

き
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
と

い
う

観
点

か
ら

、
各

種

制
度

を
整

備
し

て
お

り
、

女
性

の
活

躍
推

進
に

つ
な

げ
る

た
め

の
制

度
も

当

社
の

実
態

に
合

わ
せ

、
拡

充
し

て
参

り
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
も

、
実

態
に

合

わ
せ

た
施

策
の

展
開

や
制

度
の

拡
充

を
行

い
、

一
人

ひ
と

り
の

ワ
ー

ク
・

ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

も
図

る
と

と
も

に
、「

未
来

の
あ

た
り

ま
え

」を
つ

く

り
続

け
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

労
務

部
長

井
上

 邦
夫

さ
ん

し
た

第
3

次
基

本
計

画
の

期
間

中
で

す
。

　
20

13
年

10
月

、
第

2
次

基
本

計
画

の
途

中
で

し
た

が
、

活
動

に
停

滞
感

が
見

ら
れ

る
と

い
う

こ
と

で
、

活
動

の
再

ス
タ

ー
ト

を
図

り
ま

し
た

。
そ

の
際

に
は

、
社

長
か

ら
本

部
長

以
上

の
幹

部
に

対
し

て
「

働
き

方
の

変
革

」の
必

要
性

を
直

接
伝

え
ま

し
た

。
　

ま
た

、
推

進
体

制
を

見
直

し
、

従
来

は
総

務
な

ど
管

理
部

門
主

導
で

展
開

し
て

き
た

と
こ

ろ
を

、
各

部
門

に
事

務
局

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

営
業

や
技

術
の

こ
ち

ら
の

会
社

は
「

女
性

社
員

の
組

織
貢

献
」と

「
働

き
方

の
変

革
」と

い
う

経
営

課
題

の
解

決
の

た
め

に
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

取
り

組
ま

れ
て

い
ま

す
。

ト
ッ

プ
の

明
確

な
メ

ッ
セ

ー
ジ

と
、

現
場

を
巻

き
込

ん
だ

改
善

活
動

、
育

児
や

介
護

と
の

両
立

支
援

制
度

の
手

厚
さ

、
地

域
貢

献

活
動

な
ど

幅
広

い
観

点
か

ら
推

進
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
が

優
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
中

で
、

社
員

同

士
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

重
視

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

が
、

大
き

な
規

模
の

会
社

で
も

推
進

を
成

功
さ

せ
る

ポ
イ

ン
ト

と
い

え
ま

す
。

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
か

ら
　

当
社

の
場

合
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
推

進
を

前
面

に
掲

げ
る

の
で

は
な

く
、『

働
き

方
の

変
革

』
活

動
を

進
め

る
こ

と
が

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
も

つ
な

が
る

と
考

え
、

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
　

近
年

、
日

本
の

企
業

を
取

り
巻

く
経

営
環

境
は

激
変

し
て

い
ま

す
。

そ
の

変
化

に
対

応
し

て
企

業
が

存
続

し
て

い
く

た
め

に
は

、
あ

ら
ゆ

る
問

題
に

柔
軟

に
対

応
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
す

。
そ

こ
で

求
め

ら
れ

る
の

が
、

社
員

1人
ひ

と
り

が
意

識
と

行
動

を
変

革
し

、
生

産
性

を
あ

げ
る

こ
と

で
す

。
こ

の
た

め
に

当
社

が
取

り
組

ん
だ

の
が

20
09

年
か

ら
始

め
た

「
働

き
方

の
変

革
」

の
活

動
で

す
。

　
そ

れ
以

前
に

も
業

務
効

率
化

の
取

組
等

を
実

施
し

て
き

ま
し

た
が

、
単

に
労

働
時

間
を

削
減

す
る

だ
け

で
な

く
、

働
き

方
そ

の
も

の
を

抜
本

的
に

見
つ

め
直

し
、

労
働

時
間

を
削

減
し

て
短

い
時

間
で

成
果

を
出

そ
う

と
い

う
目

的
の

も
と

に
、「

働
き

方
の

変
革

」
活

動
が

始
ま

り
ま

し
た

。
社

員
1人

ひ
と

り
が

仕
事

の
質

を
高

め
る

こ
と

で
、

個
人

生
活

の
充

実
に

も
つ

な
げ

る
と

い
う

点
も

方
針

と
し

て
掲

げ
て

い
ま

す
。

　
当

社
の

場
合

、
労

使
か

ら
な

る
「

時
間

資
源

有
効

活
用

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」が
あ

り
、

そ
の

会
議

体
を

ベ
ー

ス
に

会
社

・
組

合
双

方
の

役
割

を
定

め
て

取
組

を
進

め
て

い
ま

す
。

　「
働

き
方

の
変

革
」の

取
組

は
、

関
係

会
社

を
含

め
た

グ
ル

ー
プ

全
体

の
活

動
と

し
て

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
「

働
き

方
の

変
革

」
活

動
は

3
年

ご
と

に
大

き
な

基
本

計
画

を
策

定
し

、
そ

れ
に

基
づ

き
年

度
ご

と
そ

れ
ぞ

れ
の

事
業

部
が

具
体

的
な

実
行

計
画

を
作

り
、

そ
れ

に
沿

っ
て

推
進

し
て

お
り

、
現

在
は

20
15

年
に

ス
タ

ー
ト

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
取

組
を

ど
の

よ
う

に
進

め
て

い
き

ま
し

た
か

？

P
ic

k 
u

p
!

ワ
ー

ク
の

側
面

だ
け

で
な

く
、

ラ
イ

フ
の

側
面

も
重

要
で

あ
る

こ
と

が
明

示
さ

れ
て

い
ま

す
。

P
ic

k 
u

p
!

総
務

主
導

で
は

な
く

、
現

場
を

巻
き

込
ん

で
、

そ
れ

ぞ
れ

の
部

門
の

課
題

に
応

じ
た

取
組

を
進

め
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

働
き

方
の

変
革

と
女

性
活

躍
推

進
の

取
組

に
よ

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

　「
働

き
方

の
変

革
」

活
動

の
意

義
や

目
的

に
つ

い
て

は
、

社
員

の
理

解
も

深
化

し
て

き
て

い
ま

す
が

、
部

門
に

よ
っ

て
取

組
に

バ
ラ

ツ
キ

も
あ

り
ま

す
。

こ
の

活
動

を
一

過
性

の
も

の
と

せ
ず

、
定

着
化

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

、
今

後
の

課
題

で
す

。
ま

た
、

こ
の

活
動

は
労

働
時

間
の

変
化

だ
け

で
な

く
、

働
き

方
に

関
す

る
個

人
の

実
感

も
重

要
で

あ
る

と
考

え
、

年
に

1
回

、
社

員
に

対
し

①
仕

事
の

効
率

化
は

進
ん

で
い

る
か

②
働

き
が

い
を

感
じ

て
い

る
か

③
仕

事
仲

間
と

の
連

帯
感

を
感

じ
て

い
る

か
④

生
み

出
し

た
時

間
は

ど
ん

な
こ

と
に

使
っ

て
い

る
か

、
な

ど
を

内
容

と
し

た
「

働
き

方
の

変
革

」ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

取
組

へ
の

参
画

状
況

や
働

き
方

や
働

き
が

い
に

関
す

る
個

人
の

実
感

を
確

認
し

て
い

ま
す

。
　

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
上

で
、

社
員

同
士

が
話

し
合

う
場

を
つ

く
る

こ
と

も
大

切
で

す
。

社
内

の
様

々
な

改
革

は
、

ト
ッ

プ
ダ

ウ
ン

で
行

わ
れ

る
こ

と
が

一
般

的
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

そ
れ

だ
け

で
は

、
頭

で
は

分
か

っ
て

い
る

よ
う

で
あ

っ
て

も
、

社
員

が
心

か
ら

納
得

し
て

取
り

組
み

、
活

動
が

進
む

こ
と

は
難

し
い

面
も

あ
り

ま
す

。
社

内
の

新
し

い
改

革
活

動
は

仕
事

の
質

と
個

人
の

生
活

の
質

を
高

め
よ

う
と

す
る

目
的

だ
け

に
、

社
員

同
士

が
率

直
に

話
し

合
い

、
自

分
た

ち
で

問
題

点
に

気
づ

き
納

得
し

、
問

題
解

決
に

結
び

つ
け

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
　

そ
の

第
一

歩
と

し
て

、
社

員
同

士
が

忌
憚

な
く

意
見

を
交

換
し

、
改

革
へ

の
意

識
を

高
め

る
土

壌
を

醸
成

す
る

場
を

設
け

る
こ

と
が

大
事

で
あ

り
、

そ
う

し
た

ス
タ

ー
ト

ラ
イ

ン
に

立
て

て
こ

そ
、

そ
れ

ま
で

と
は

違
っ

た
新

し
い

企
業

文
化

が
で

き
、

会
社

風
土

が
生

ま
れ

る
と

考
え

、
職

場
で

の
対

話
を

ベ
ー

ス
と

し
た

活
動

を
基

本
と

し
て

、
活

動
を

推
進

し
て

参
り

ま
す

。

今
後

の
方

向
性

、
課

題
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

働
き

方
の

変
革

事
務

局
会

議
の

様
子
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株
式

会
社

東
京

堂
東

京
堂

は
、花

業
界

は
も

と
よ

り
イ

ン
テ

リ
ア

や
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
業

界
な

ど
、

幅
広

い
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

産
業

の
お

客
様

を
通

じ
、

一
般

の
ご

家
庭

に
、

花
の

あ
る

暮
ら

し
の

楽
し

さ
、

豊
か

さ
を

実
感

し
て

頂
く

感
動

体
験

を
、

多
彩

な
花

資
材

と
と

も
に

お
届

け
し

て
い

ま
す

。
常

に
変

化
し

ま
た

多
彩

に
な

っ
て

い
る

「
花

の
あ

る
暮

ら
し

」の
ニ

ー
ズ

に
対

し
進

取
の

気
性

を
も

っ
て

臨
み

、
い

つ
も

新
し

く
感

動
が

あ
る

“
C

re
at

iv
e 

F
lo

ra
l 

Li
fe

”
を

具
体

化
す

る
生

活
文

化
の

創
造

を
行

い
、

社
会

に
貢

献
し

続
け

て
ま

い
り

ま
す

。

機
械

化
、

IT
化

に
よ

る
業

務
改

善
を

推
進

手
作

業
で

行
っ

て
い

た
請

求
書

の
折

り
畳

み
を

機
械

化
し

、
フ

ァ
ッ

ク
ス

を
一

斉
送

信
方

式
に

す
る

な
ど

、
機

械
化

、
IT

化
に

よ
る

業
務

改
善

を
推

進
し

て
い

ま
す

。

育
児

と
仕

事
の

両
立

を
支

援
女

性
社

員
の

定
着

と
い

う
観

点
か

ら
、

育
休

中
の

相
談

体
制

の
整

備
や

、
本

人
と

面
談

の
上

、
育

児
短

時
間

勤
務

制
度

を
活

用
す

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

取
組

内
容

代
表

者
：

鈴
木

 勝
美

従
業

員
数

：
20

0
名

（
男

84
名

、
女

11
6

名
）

所
在

地
：

新
宿

区
四

谷
2-

13
ht

tp
s:

//w
w

w
.e

-t
ok

yo
do

.c
om

/

C
o

m
p

an
y 

P
ro

fil
e

20
15

年
12

月
31

日
現

在

　
当

社
の

場
合

、
ま

ず
は

一
般

事
業

主
行

動
計

画
を

提
出

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
と

い
う

点
か

ら
入

り
ま

し
た

。
一

般
事

業
主

行
動

計
画

を
作

成
す

る
た

め
に

は
、

当
社

の
社

員
の

働
く

環
境

を
い

ま
一

度
見

つ
め

直
し

、
改

善
す

る
こ

と
が

必
要

で
し

た
。

そ
う

し
た

こ
と

に
取

り
組

む
こ

と
が

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

活
動

の
推

進
に

な
り

ま
し

た
。

　
も

う
一

つ
の

点
と

し
て

は
、

女
性

社
員

の
入

れ
替

わ
り

が
多

か
っ

た
こ

と
も

課
題

で
し

た
。

20
09

年
時

点
で

男
性

社
員

の
平

均
勤

続
年

数
が

10
年

を
超

え
て

い
る

の
に

対
し

、
女

性
社

員
は

そ
の

半
分

の
5.

5
年

と
な

っ
て

い
ま

し
た

。
そ

の
要

因
と

し
て

は
、

夫
の

転
勤

に
よ

る
退

職
、

出
産

・
育

児
に

よ
る

退
職

が
多

く
見

ら
れ

ま
し

た
。

こ
れ

ら
の

こ
と

を
背

景
に

、当
社

で
は

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

活
動

に
よ

り
積

極
的

に
取

り
組

む
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

　
時

間
外

労
働

と
年

次
有

給
休

暇
等

に
つ

い
て

は
、

業
種

が
ら

、ク
リ

ス
マ

ス
や

「
母

の
日

」な
ど

を
中

心
に

、
3

か
月

ご
と

に
業

務
の

繁
忙

期
を

迎
え

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。
こ

の
た

め
当

社
で

は
、

1年
を

通
し

て
業

務
の

繁
閑

が
著

し
い

業
種

が
利

用
し

や
す

い
1年

単
位

の
変

形
労

働
時

間
制

を
採

用
し

て
お

り
、

11
6

日
の

年
間

休
日

を
確

保
し

て
い

ま
す

。
　

時
間

外
労

働
は

、
当

社
が

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

活
動

に
取

り
組

み
始

め
た

20
08

年
当

時
は

、
社

員
1人

当
た

り
13

.7
時

間
で

し
た

が
、

20
10

年
に

は
10

時
間

台
を

割
り

込
み

、
20

14
年

は
8.

5
時

間
、

20
15

年
に

は
8.

1
時

間
前

後
に

な
っ

て
い

ま
す

。
ち

な
み

に
、

時
間

外
労

働
に

支
払

わ
れ

た
金

額
は

全
社

で
20

08
年

前
後

と
比

較
し

て
20

14
年

は
半

減
し

て
い

ま
す

。
そ

れ
に

対
し

、
売

上
高

や
営

業
利

益
は

少
し

ず
つ

で
す

が
増

加
し

て
い

ま
す

。
そ

れ
だ

け
当

社
の

労
働

生
産

性
が

高
く

な
っ

た
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
ま

た
当

社
で

は
、

毎
週

水
曜

日
を

「
ノ

ー
残

業
デ

ー
」と

定
め

、
20

10
年

か
ら

就
業

規
則

に
明

示
し

て
い

ま
す

。
　

時
間

外
労

働
の

削
減

策
と

し
て

当
社

が
用

い
た

の
が

、
そ

れ
ま

で
手

作
業

で
行

っ
て

い
た

請
求

書
の

折
り

畳
み

を
機

械
化

し
、

フ
ァ

ッ
ク

ス
を

一
斉

送
信

方
式

に
し

た
こ

と
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。
社

員
の

採
用

な
ど

に
苦

労
し

て
い

る
だ

け
に

、
働

く
人

が
少

し
で

も
楽

に
な

る
よ

う
IT

化
、

機
械

化
を

図
っ

て
き

て
い

ま
す

が
、

こ
う

し
た

こ
と

が
認

め
ら

れ
て

20
14

年
に

東
京

都
か

ら
経

営
革

新
優

秀
賞

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。

　
年

次
有

給
休

暇
と

は
別

に
、

業
務

が
比

較
的

手
す

き
に

な
る

夏
季

に
5

日
間

の
特

別
連

続
休

暇
制

度
も

設
け

て
い

ま
す

。
社

員
が

休
暇

を
取

り
や

す
く

す
る

た
め

に
、

属
人

化
し

て
い

る
業

務
は

で
き

る
だ

け
チ

ー
ム

を
組

ん
で

当
た

り
、

1人
が

休
ん

で
も

業
務

が
円

滑
に

回
る

体
制

づ
く

り
を

行
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

ど
う

や
っ

た
ら

年
次

有
給

休
暇

等
が

取
得

で
き

る
か

と
い

っ
た

、
質

問
め

い
た

書
類

も
社

員
に

提
出

さ
せ

て
い

ま
す

。
休

む
と

業
務

が
回

ら
な

い
と

い
う

社
員

も
い

ま
す

が
、

休
暇

を
取

る
と

い
う

の
は

本
人

が
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
す

る
の

と
同

時
に

、
人

が
欠

け
た

と
き

に
業

務
を

ど
う

回
す

か
の

工
夫

を
促

す
面

も
あ

り
ま

す
の

で
、

半
ば

強
制

的
に

取
ら

せ
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。

　
女

性
社

員
の

定
着

と
い

う
観

点
か

ら
も

、
育

児
休

業
の

取
得

を
奨

励
し

て
い

ま
す

。
20

09
年

以
降

、
産

休
や

育
児

休
業

を
取

得
し

た
人

は
24

人
い

ま
す

が
、

こ
の

う
ち

10
人

は
す

で
に

復
職

し
て

い
ま

す
。

現
在

取
得

中
の

社
員

も
職

場
復

帰
予

定
で

す
。

育
児

休
業

中
は

、
会

社
の

ほ
う

か
ら

育
児

に
関

す
る

い
ろ

い
ろ

な
情

報
を

提
供

す
る

一
方

、
各

人
か

ら
の

さ
ま

ざ
ま

な
相

談
に

も
乗

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

P
ic

k 
u

p
!

手
作

業
の

機
械

化
や

、
IT

の
活

用
は

労
働

時
間

削
減

に
直

結
し

ま
す

。
大

規
模

な
改

善
で

は
な

く
て

も
、

工
夫

を
進

め
る

こ
と

は
重

要
で

す
。

P
ic

k 
u

p
!

1人
が

休
ん

で
も

業
務

が
回

る
仕

組
み

作
り

は
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

観
点

か
ら

も
重

要
で

す
。

P
ic

k 
u

p
!

休
暇

取
得

促
進

は
、

業
務

改
善

の
工

夫
を

す
る

チ
ャ

ン
ス

で
も

あ
り

、
会

社
が

推
奨

し
て

い
る

と
こ

ろ
が

優
れ

て
い

ま
す

。

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
取

組
を

ど
の

よ
う

に
進

め
て

い
き

ま
し

た
か

？

P
ic

k 
u

p
!

特
に

復
職

前
は

本
人

も
不

安
を

抱
え

る
時

期
で

も
あ

り
、

相
談

に
の

る
こ

と
で

、
本

人
の

不
安

を
和

ら
げ

、
ス

ム
ー

ズ
な

職
場

復
帰

に
つ

な
が

り
ま

す
。

請
求

書
の

折
り

畳
み

を
機

械
化
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育

児
休

業
一

つ
を

と
っ

て
も

、
職

場
復

帰
者

が
多

く
な

っ
て

き
て

い
る

こ
と

も
あ

っ
て

、
当

社
で

は
成

果
が

出
て

い
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

そ
れ

は
女

性
社

員
の

勤
続

年
数

が
次

第
に

男
性

社
員

の
年

数
に

近
づ

き
つ

つ
あ

る
こ

と
か

ら
も

見
て

取
れ

ま
す

。
今

後
の

課
題

と
し

て
は

、
男

性
社

員
の

育
児

休
業

取
得

者
が

1人
も

い
な

い
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
女

性
だ

け
の

育
児

休
業

で
は

、
育

児
や

家
事

の
大

変
さ

が
男

性
に

は
分

か
っ

て
も

ら
え

な
い

の
で

、
そ

れ
を

理
解

さ
せ

る
た

め
に

も
、

男
性

の
育

児
休

業
を

奨
励

し
た

い
の

で
す

が
、

男
性

社
員

が
そ

の
家

族
扶

養
の

大
黒

柱
た

る
担

い
手

で
あ

る
こ

と
を

考
え

る
と

、
ど

の
よ

う
に

し
て

男
性

社
員

の
背

中
を

押
し

て
い

け
ば

よ
い

の
か

考
え

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
年

次
有

給
休

暇
に

つ
い

て
は

、
管

理
職

を
中

心
に

取
得

す
る

人
が

少
な

い
現

状
が

あ
り

ま
す

。
20

15
年

夏
に

は
、

年
次

有
給

休
暇

の
取

得
が

少
な

い
人

に
対

し
て

年
内

に
最

低
2

日
は

休
み

を
取

る
よ

う
通

達
、

そ
れ

で
い

く
ら

か
休

み
を

取
る

人
は

出
ま

し
た

が
、

取
得

率
は

20
％

程
度

に
と

ど
ま

っ
て

い
ま

す
。

　
こ

れ
か

ら
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
活

動
に

取
り

組
む

た
め

に
は

、
と

に
か

く
育

児
休

業
の

取
得

を
積

極
的

に
推

奨
し

、
休

業
期

間
中

の
フ

ォ
ロ

ー
や

職
場

復
帰

後
の

短
時

間
勤

務
制

度
を

整
備

し
て

、
女

性
社

員
が

職
場

復
帰

し
や

す
い

職
場

づ
く

り
に

努
め

る
こ

と
が

肝
要

と
考

え
ま

す
。

　
育

児
休

業
か

ら
職

場
復

帰
し

た
人

の
懸

命
に

な
っ

て
働

く
姿

、
労

働
生

産
性

の
高

さ
は

目
を

見
張

る
も

の
が

あ
り

ま
す

。
短

時
間

勤
務

で
早

く
帰

宅
す

る
と

か
、

子
ど

も
の

具
合

が
悪

く
て

休
む

こ
と

は
あ

り
ま

す
が

、
出

勤
し

た
場

合
、

女
性

社
員

は
必

死
に

な
っ

て
働

い
て

い
る

の
で

、
そ

れ
を

見
て

周
り

の
全

社
員

が
発

奮
し

て
い

ま
す

。
自

分
た

ち
も

出
産

後
は

こ
う

し
て

働
け

ば
い

い
の

だ
と

い
う

具
体

的
な

方
向

性
を

示
す

と
て

も
よ

い
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
に

な
っ

て
お

り
、

女
性

社
員

の
背

中
を

押
し

、
安

堵
感

を
与

え
る

存
在

で
す

。

今
後

の
方

向
性

、
課

題
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

　
平

成
24

年
9

月
に

新
宿

区
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
企

業
に

認

定
い

た
だ

き
ま

し
た

。

　
年

に
1度

人
事

面
談

で
、

個
々

の
悩

み
や

、
職

場
改

善
な

ど
の

ア
イ

デ
ア

を
頂

い
て

お
り

ま
す

。
そ

の
中

で
、

長
時

間
労

働
に

関
し

て
は

夕
方

就
業

間

際
の

電
話

対
応

が
あ

る
と

、
残

業
時

間
が

長
く

な
る

と
い

う
傾

向
を

聞
き

、

P
C

、
電

話
FA

X
な

ど
の

機
械

的
な

も
の

で
、

代
用

で
き

る
仕

事
を

切
り

出
し

、
残

業
時

間
を

削
減

、
納

品
書

の
形

式
を

横
長

か
ら

縦
長

に
変

え
、

封
入

機
を

導
入

し
ま

し
た

。
ま

た
、

着
信

電
話

へ
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
案

内
を

開

始
し

、
社

員
の

負
担

を
軽

減
し

、
且

つ
お

客
様

の
ご

要
望

部
署

に
ス

ム
ー

ズ

に
対

応
で

き
る

よ
う

改
善

い
た

し
ま

し
た

。

　
育

児
休

業
後

の
復

帰
は

保
育

園
入

園
の

可
否

に
よ

り
、

復
帰

不
可

の
者

も
お

り
ま

す
が

、
立

地
的

に
、

企
業

内
保

育
所

が
難

し
い

状
況

で
す

。

代
表

取
締

役
社

長

鈴
木

 勝
美

さ
ん

こ
ち

ら
の

会
社

は
女

性
社

員
の

就
業

継
続

か
ら

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
さ

れ
て

い
ま

す
が

、

ト
ッ

プ
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

も
と

、
育

休
中

や
復

帰
の

時
の

面
談

で
き

め
細

や
か

な
フ

ォ
ロ

ー
を

さ
れ

て
い

る
こ

と
で

、
職

場
復

帰
後

の
本

人
の

安
心

感
だ

け
で

な
く

、
後

に
続

く
社

員
に

と
っ

て
も

働
き

続

け
る

具
体

的
な

イ
メ

ー
ジ

を
持

つ
こ

と
に

も
つ

な
が

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

手
作

業
で

行
っ

て
い

た
作

業
を

機
械

化
し

た
り

、
実

際
の

業
務

効
率

化
も

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
で

き
る

こ
と

か
ら

進
め

て
い

く
こ

と

が
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
と

っ
て

非
常

に
効

果
的

で
あ

り
、

優
れ

て
い

る
と

い
え

ま
す

。

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
か

ら

　
こ

こ
数

年
は

産
休

明
け

で
退

職
す

る
ケ

ー
ス

は
少

な
く

な
っ

て
き

ま
し

た
が

、
育

児
休

業
後

の
復

職
に

つ
い

て
も

、
保

育
園

が
決

ま
ら

な
い

た
め

に
仕

方
な

く
退

職
す

る
人

も
ま

だ
お

ら
れ

ま
す

。
保

育
園

の
入

園
問

題
が

職
場

復
帰

の
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
に

な
っ

て
い

る
と

考
え

ま
す

。
　

当
社

で
は

妊
娠

中
あ

る
い

は
育

児
中

の
短

時
間

勤
務

制
度

も
整

備
さ

れ
て

い
ま

す
。

育
児

短
時

間
勤

務
は

9
時

か
ら

16
時

ま
で

の
6

時
間

勤
務

を
認

め
て

い
ま

す
が

、
本

人
と

面
談

の
上

で
個

別
に

決
め

て
い

ま
す

。
育

児
休

業
後

の
職

場
復

帰
は

原
則

現
職

で
す

が
、

営
業

職
の

場
合

は
ど

う
し

て
も

時
間

が
不

規
則

に
な

る
た

め
、

育
児

休
業

後
の

復
職

者
に

は
書

類
作

成
な

ど
内

勤
営

業
に

従
事

し
て

も
ら

い
、

立
ち

作
業

が
無

理
な

人
に

は
座

り
作

業
で

と
い

っ
た

配
慮

も
し

て
い

ま
す

。
　

当
初

、
男

性
社

員
に

は
、

休
業

で
き

る
の

は
女

性
だ

け
じ

ゃ
な

い
か

と
い

っ
た

意
識

も
見

ら
れ

ま
し

た
が

、
現

在
で

は
育

児
休

業
に

対
す

る
抵

抗
感

は
希

薄
に

な
っ

て
き

て
い

ま
す

。
そ

れ
と

い
う

の
も

、
職

場
復

帰
し

た
女

性
社

員
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

高
く

、
ま

た
労

働
生

産
性

も
高

い
た

め
、

育
児

休
業

に
対

す
る

男
性

の
理

解
も

深
ま

り
、

評
価

も
高

く
な

っ
た

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

　
当

社
で

は
、

毎
年

9
月

、
社

員
の

個
人

面
談

を
実

施
し

て
お

り
、

会
社

に
対

す
る

苦
情

か
ら

個
人

の
相

談

事
ま

で
聴

き
取

っ
て

い
ま

す
が

、
会

社
で

解
決

で
き

る
こ

と
は

会
社

で
行

い
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
等

に
関

す
る

相
談

ご
と

が
あ

れ
ば

外
部

の
専

門
機

関
に

相
談

す
る

よ
う

勧
奨

し
て

い
ま

す
。

　
地

域
貢

献
活

動
に

つ
い

て
は

、
20

15
年

12
月

初
め

、
当

社
と

新
宿

歴
史

博
物

館
で

協
働

講
座

「
ア

ー
テ

ィ
フ

ィ
シ

ャ
ル

フ
ラ

ワ
ー

で
作

る
ク

リ
ス

マ
ス

飾
り

」の
催

し
を

開
催

し
、

四
谷

周
辺

住
民

30
人

が
集

ま
っ

て
シ

ャ
ン

パ
ン

ゴ
ー

ル
ド

カ
ラ

ー
の

ク
リ

ス
マ

ス
ス

ワ
ッ

グ
の

制
作

を
行

い
ま

し
た

。
ま

た
、

地
域

内
の

小
中

学
校

か
ら

の
職

場
見

学
会

や
専

門
学

校
在

校
生

を
対

象
に

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
就

業
体

験
機

会
も

提
供

し
た

り
、

特
別

支
援

学
校

の
生

徒
に

袋
詰

め
作

業
を

依
頼

す
る

な
ど

交
流

も
行

っ
て

い
ま

す
。

P
ic

k 
u

p
!

育
児

中
の

社
員

の
方

に
と

っ
て

も
、

今
後

後
に

続
く

社
員

に
対

す
る

フ
ォ

ロ
ー

を
す

る
な

ど
、

お
互

い
に

助
け

合
う

環
境

を
作

る
こ

と
に

つ
な

が
り

ま
す

。

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

推
進

企
業

と
し

て
の

取
り

組
み

ア
ー

テ
ィ

フ
ィ

シ
ャ

ル
フ

ラ
ワ

ー

-101-



28
29

日
本

政
策

金
融

公
庫

は
一

般
の

金
融

機
関

が
行

う
金

融
を

補
完

す
る

こ
と

を
旨

と
し

つ
つ

、
事

業
資

金
の

融
資

な
ど

を
通

じ
て

、
国

民
生

活
の

向
上

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
政

策
金

融
機

関
で

す
。

新
宿

支
店

は
、

小
規

模
事

業
者

や
創

業
企

業
の

皆
さ

ま
へ

の
事

業
資

金
融

資
や

お
子

さ
ま

の
入

学
資

金
な

ど
を

必
要

と
す

る
皆

さ
ま

へ
の

教
育

資
金

融
資

を
行

う
国

民
生

活
事

業
と

中
小

企
業

の
皆

さ
ま

の
成

長
・

発
展

を
金

融
面

か
ら

支
援

す
る

中
小

企
業

事
業

で
地

域
経

済
発

展
の

た
め

総
合

力
の

発
揮

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

従
業

員
の

働
き

が
い

の
あ

る
職

場
づ

く
り

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

公
庫

全
体

で
出

産
・

育
児

・
介

護
に

関
す

る
制

度
の

充
実

や
ノ

ー
残

業
デ

ー
・

計
画

的
な

休
暇

取
得

の
促

進
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

新
宿

支
店

独
自

の
業

務
効

率
化

業
務

効
率

化
の

た
め

の
「

ア
イ

デ
ア

コ
ン

テ
ス

ト
」を

支
店

全
員

で
実

施
し

、
1日

2
分

の
時

間
短

縮
を

目
標

に
、

皆
で

ア
イ

デ
ア

を
持

ち
寄

り
ま

し
た

。
ま

た
、

一
線

で
活

躍
す

る
女

性
経

営
者

を
迎

え
、

勉
強

会
を

企
画

・
開

催
し

て
い

ま
す

。

　
日

本
政

策
金

融
公

庫
が

設
立

さ
れ

て
以

降
、

女
性

活
躍

推
進

を
経

営
上

の
重

要
事

項
と

し
て

、
具

体
的

な
目

標
を

掲
げ

て
取

組
を

進
め

て
い

ま
す

。
新

宿
支

店
で

は
、

現
在

、
男

女
計

4
名

が
女

性
活

躍
推

進
の

担
当

者
と

し
て

、
女

性
活

躍
推

進
を

含
め

た
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
テ

ー
マ

に
活

動
し

て
い

ま
す

。

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
取

組
を

ど
の

よ
う

に
進

め
て

い
き

ま
し

た
か

？

取
組

内
容

代
表

者
：

金
橋

 出
従

業
員

数
：

93
名

（
男

58
名

、
女

35
名

）
所

在
地

：
新

宿
区

西
新

宿
1-
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-9

ht
tp

://
w

w
w

.jf
c.

go
.jp

C
o

m
p

an
y 

P
ro

fil
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20
15

年
12

月
31

日
現

在

株
式

会
社

日
本

政
策

金
融

公
庫

　
新

宿
支

店

　
新

宿
支

店
で

は
、

ま
ず

職
場

の
声

を
聞

く
こ

と
が

重
要

と
考

え
、支

店
長

か
ら

パ
ー

ト
社

員
ま

で
が

集
ま

っ
て

、
業

務
効

率
化

に
つ

い
て

の
職

場
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
い

ま
し

た
。

そ
の

結
果

、
そ

れ
ぞ

れ
の

思
い

や
悩

み
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
、

支
店

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

密
に

し
て

業
務

の
効

率
化

に
取

り
組

ん
で

い
こ

う
と

い
う

意
識

が
高

ま
り

ま
し

た
。

例
え

ば
、

出
産

前
は

、
自

分
の

満
足

で
き

る
と

こ
ろ

ま
で

仕
事

を
突

き
詰

め
て

い
た

女
性

職
員

が
、

子
供

が
で

き
、

時
間

的
制

約
の

あ
る

働
き

方
と

な
っ

た
こ

と
で

、
仕

事
の

ゴ
ー

ル
を

考
え

、
過

剰
品

質
を

や
め

可
能

な
限

り
ム

ダ
を

省
き

、
効

率
的

に
業

務
に

取
り

組
む

よ
う

に
な

っ
た

と
い

う
意

見
は

、
共

感
を

得
て

い
ま

し
た

。
他

に
も

、
支

店
全

体
で

取
り

組
む

た
め

、
現

場
の

意
見

を
集

め
る

よ
う

に
し

ま
し

た
。

　
取

組
の

一
つ

で
あ

る
業

務
効

率
化

の
た

め
の

「
ア

イ
デ

ア
コ

ン
テ

ス
ト

」は
新

宿
支

店
全

体
を

巻
き

こ
ん

で
実

施
し

ま
し

た
。業

務
効

率
化

の
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
の

後
に

提
案

を
行

う
と

い
う

流
れ

で
実

施
し

、
1日

2
分

の
短

縮
が

可
能

な
作

業
が

な
い

か
と

い
う

手
に

届
き

そ
う

な
具

体
的

な
数

値
を

掲
げ

た
結

果
、

年
間

で
1

日
分

の
休

暇
取

得
の

増
加

に
つ

な
が

っ
て

い
ま

す
。

　
休

暇
を

1日
多

く
と

る
た

め
に

は
、「

1日
2

～
3

分
の

工
夫

で
い

い
」と

皆
が

共
通

認
識

を
持

っ
た

お
か

げ
で

、
負

担
感

も
な

く
、

全
職

員
が

取
組

み
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
国

民
生

活
事

業
と

中
小

企
業

事
業

の
両

事
業

で
実

施
し

や
す

い
ア

イ
デ

ア
を

皆
に

リ
リ

ー
ス

し
、

で
き

る
こ

と
か

ら
現

場
に

取
り

入
れ

て
い

き
ま

し
た

。
任

意
参

加
で

は
な

く
、

必
ず

全
員

ア
イ

デ
ア

を
提

出
し

た
こ

と
が

、
休

暇
を

全
員

が
1日

多
く

取
得

す
る

こ
と

に
成

功
し

た
要

因
だ

と
思

わ
れ

ま
す

。
他

に
も

、
お

客
さ

ま
の

意
見

を
踏

ま
え

、
積

極
的

に
支

店
の

取
組

み
に

反
映

さ
せ

る
な

ど
、

現
場

か
ら

の
意

見
を

尊
重

す
る

風
土

を
醸

成
し

て
い

ま
す

。

支
店

全
体

を
ど

の
よ

う
に

巻
き

込
ん

だ
の

で
す

か
？

P
ic

k 
u

p
!

一
部

の
取

組
で

な
く

、
全

員
の

意
見

を
聞

い
た

り
、

全
員

が
ア

イ
デ

ア
を

出
し

た
こ

と
で

、
支

店
全

体
で

成
果

を
出

す
こ

と
に

成
功

し
て

い
ま

す
。

P
ic

k 
u

p
!

「
1日

2
～

3
分

」と
ハ

ー
ド

ル
を

下
げ

る
こ

と
で

、
負

担
感

を
減

ら
し

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

取
組

が
無

理
な

く
継

続
で

き
、

実
効

性
の

あ
る

取
組

に
な

っ
て

い
ま

す
。

女
性

経
営

者
を

迎
え

勉
強

会
を

企
画

・
開

催

女
性

目
線

で
お

も
て

な
し

に
ひ

と
工

夫

-102-



30
31

　
日

本
公

庫
は

、「
政

策
」と

事
業

に
取

り
組

む
方

々
等

と
を

“
繋

ぐ
”

と
い

う
使

命
感

を
も

っ
て

、
お

客
さ

ま
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

、
東

日
本

大
震

災
か

ら

の
復

興
支

援
な

ど
の

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

機
能

の
発

揮
、

そ
し

て
成

長
戦

略

分
野

等
へ

の
支

援
な

ど
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

こ
の

使
命

を
果

た
し

、
お

客

さ
ま

に
と

っ
て

頼
れ

る
存

在
で

あ
り

続
け

る
た

め
に

は
、

一
人

ひ
と

り
の

職
員

（
人

材
）が

重
要

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
ま

た
、

日
本

公
庫

で
は

、
職

員
一

人
ひ

と
り

が
生

き
生

き
と

そ
の

能
力

を

発
揮

で
き

る
職

場
づ

く
り

に
向

け
て

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
力

を
入

れ
て

お
り

、
誰

も
が

仕
事

上
の

責
任

を
果

た
し

、
や

り
が

い
や

充

実
感

を
感

じ
な

が
ら

働
く

一
方

で
、

育
児

や
介

護
の

時
間

、
地

域
や

社
会

へ

の
貢

献
、

自
己

啓
発

な
ど

個
人

の
時

間
も

大
切

に
す

る
こ

と
で

健
康

で
豊

か

な
生

活
が

送
れ

る
よ

う
に

、
職

場
全

体
で

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

新
宿

支
店

　
支

店
長

金
橋

 出
さ

ん

　「
仕

事
の

目
的

を
考

え
、

現
在

の
事

務
は

必
要

か
考

え
る

」「
過

剰
品

質
を

や
め

る
」と

い
っ

た
意

見
を

取
り

入
れ

て
い

こ
う

と
い

う
流

れ
で

進
め

て
い

ま
す

。
管

理
職

は
、

こ
の

仕
事

が
本

当
に

必
要

か
、

不
要

で
あ

れ
ば

省
く

よ
う

指
導

す
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
ま

た
、

お
客

さ
ま

か
ら

書
類

を
い

た
だ

く
際

も
、

そ
の

必
要

性
や

顧
客

目
線

で
ど

う
か

と
い

う
こ

と
を

考
え

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

そ
の

た
め

に
は

、
業

務
効

率
化

の
推

進
だ

け
で

な
く

、
必

要
最

低
限

の
書

類
で

融
資

判
断

が
で

き
る

ノ
ウ

ハ
ウ

、
目

利
き

、
専

門
能

力
を

鍛
え

る
こ

と
が

重
要

で
す

。

　
ま

た
、

上
司

と
の

日
々

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

も
重

要
で

す
。

支
店

長
が

、
女

性
職

員
と

の
懇

談
会

を
定

期
的

に
実

施
し

て
お

り
、

忌
憚

の
な

い
意

見
が

出
て

い
ま

す
。

支
店

の
取

組
に

活
か

し
て

い
る

部
分

も
あ

り
ま

す
。

す
ぐ

に
業

務
に

つ
な

が
ら

な
い

と
し

て
も

、
意

見
を

言
い

合
え

る
場

づ
く

り
が

重
要

で
す

。
　

育
児

休
業

者
に

は
モ

バ
イ

ル
端

末
を

貸
出

し
て

い
ま

す
。

復
帰

が
近

づ
く

と
不

安
に

な
る

社
員

も
い

る
の

で
、

社
内

LA
N

の
閲

覧
や

、
メ

ー
ル

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
に

も
活

用
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
職

員
が

能
力

を
最

大
限

に
発

揮
し

て
活

躍
で

き
る

職
場

の
実

現
に

向
け

て
、

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
両

立
支

援
策

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
　

意
識

改
革

の
時

代
か

ら
実

際
の

業
務

効
率

化
に

取
組

は
変

化
し

て
い

ま
す

が
、ま

だ
ま

だ
道

半
ば

で
す

。「
女

性
活

躍
推

進
」と

い
う

言
葉

を
使

わ
な

い
、

本
当

の
意

味
で

の
女

性
活

躍
、

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

実
践

を
目

指
し

、
今

後
も

活
動

を
続

け
て

い
き

ま
す

。

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
成

功
さ

せ
る

た
め

に
必

要
な

こ
と

は
？

一
貫

し
て

全
員

が
取

組
に

参
加

し
た

と
こ

ろ
が

優
れ

て
い

る
と

い
え

ま
す

。
ま

た
、

ア
イ

デ
ア

コ
ン

テ
ス

ト
で

は
「

1日
2

～
3

分
の

削
減

」と
簡

単
な

目
標

に
す

る
こ

と
で

、
継

続
的

で
あ

り
、

実
効

性
の

あ
る

取
組

に
繋

が
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

内
部

的
な

効
率

化
に

と
ど

ま
ら

ず
、

書
類

負
担

を

軽
減

す
る

と
い

っ
た

顧
客

目
線

で
の

取
組

と
な

っ
て

お
り

、
当

社
の

サ
ー

ビ
ス

向
上

に
も

つ
な

が
っ

て
い

ま
す

。

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
か

ら

　
意

欲
の

あ
る

職
員

に
対

し
、

よ
り

幅
広

い
業

務
に

従
事

す
る

機
会

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
今

ま
で

担
当

し
て

い
な

か
っ

た
業

務
に

慣
れ

る
た

め
、

研
修

や
勉

強
会

を
頻

繁
に

行
い

ま
し

た
。

初
め

は
基

本
的

な
仕

事
や

取
り

組
み

や
す

い
仕

事
か

ら
、

徐
々

に
職

域
を

広
げ

て
い

き
ま

し
た

。
ま

た
、

パ
ー

ト
社

員
同

士
で

の
業

務
の

教
え

合
い

も
行

わ
れ

て
い

ま
す

。

　
各

々
の

職
域

拡
大

を
図

る
こ

と
で

、
お

互
い

の
事

務
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
り

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

工
夫

を
行

う
こ

と
で

、
一

人
ひ

と
り

の
仕

事
に

過
度

な
負

担
を

か
け

ず
、

チ
ー

ム
で

仕
事

を
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

現
場

へ
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

浸
透

さ
せ

る
に

あ
た

っ
て

、
苦

労
し

た
点

は
？

P
ic

k 
u

p
!

基
本

的
な

仕
事

や
取

り
組

み
や

す
い

仕
事

か
ら

始
め

る
こ

と
で

、
無

理
な

く
職

域
拡

大
を

す
る

こ
と

に
成

功
し

て
い

ま
す

。

一
人

ひ
と

り
が

生
き

生
き

と
能

力
を

発
揮

で
き

る
職

場
づ

く
り

に
向

け
て

P
ic

k 
u

p
!

内
部

の
取

組
に

終
わ

ら
ず

、
お

客
さ

ま
の

目
線

を
持

つ
こ

と
に

も
繋

が
っ

て
お

り
、

結
果

的
に

サ
ー

ビ
ス

向
上

に
寄

与
し

て
い

ま
す

。

女
性

活
躍

推
進

に
関

す
る

発
表

会
の

様
子

路
面

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
よ

る
情

報
発

信
も

支
店

独
自

の
工

夫
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ね
ぎ

し
フ

ー
ド

サ
ー

ビ
ス

は
19

81
年

に
「

牛
た

ん
・

と
ろ

ろ
・

麦
め

し
　

ね
ぎ

し
」

1号
店

を
東

京
新

宿
・

歌
舞

伎
町

に
出

店
し

、
現

在
37

店
舗

を
東

京
都

内
・

横
浜

に
集

中
出

店
し

て
い

ま
す

。
独

自
性

の
あ

る
商

品
は

食
材

の
鮮

度
と

手
作

業
に

よ
る

肉
の

加
工

技
術

に
こ

だ
わ

り
、

お
い

し
さ

を
追

求
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

人
が

仕
事

を
通

し
て

成
長

で
き

る
自

由
闊

達
な

風
土

づ
く

り
を

し
て

い
く

こ
と

が
、1

00
年

企
業

に
繋

が
る

と
考

え
、

経
営

理
念

の
共

有
と

人
財

共
育

の
仕

組
み

づ
く

り
に

力
を

入
れ

て
い

ま
す

。

「
ね

ぎ
し

大
学

」な
ど

の
社

内
人

財
育

成
制

度
「

働
く

仲
間

の
幸

せ
」は

「
人

の
成

長
で

あ
る

」と
い

う
考

え
の

も
と

、
全

員
が

自
社

独
自

の
共

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。「

ね
ぎ

し
大

学
」と

い
う

研
修

室
を

設
置

し
、

社
員

や
ア

ル
バ

イ
ト

も
参

画
し

、
店

舗
に

活
か

せ
る

実
践

型
の

研
修

を
行

っ
て

い
ま

す
。

自
社

独
自

の
清

掃
活

動
や

、
中

学
生

の
職

場
体

験
受

入
れ

な
ど

の
地

域
貢

献
活

動
を

実
施

店
長

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

が
企

画
・

運
営

し
て

い
る

活
動

で
、

地
域

活
動

と
し

て
新

宿
靖

国
通

り
や

新
宿

駅
西

口
の

ご
み

を
拾

う「
ね

ぎ
し

ク
リ

ー
ン

作
戦

」は
毎

月
第

4月
曜

日
に

実
施

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
新

宿
区

の
中

学
生

を
招

き
、

店
舗

の
職

場
体

験
も

実
施

し
て

い
ま

す
。

　
飲

食
業

は
労

働
時

間
が

長
く

、
特

に
新

し
い

店
舗

の
出

店
時

等
に

は
多

忙
と

な
り

ま
す

が
、

そ
れ

で
も

時
間

外
労

働
は

労
働

基
準

法
上

の
三

六
協

定
の

上
限

時
間

で
あ

る
1か

月
45

時
間

以
下

に
抑

え
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

休
日

は
月

に
8

日
は

必
ず

取
る

よ
う

に
指

導
し

て
い

ま
す

。
年

次
有

給
休

暇
は

ベ
テ

ラ
ン

に
な

る
ほ

ど
消

化
率

が
低

く
な

っ
て

お
り

、
全

体
的

に
み

る
と

40
％

前
後

の
消

化
率

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

た
め

、
労

働
基

準
法

上
の

年
次

有
給

休
暇

の
計

画
的

付
与

に
な

ら
っ

て
5

日
連

続
の

休
暇

の
取

得
を

奨
励

し
て

い
ま

す
。

　
育

児
と

仕
事

の
両

立
に

つ
い

て
は

、
育

児
休

業
し

て
い

た
人

は
保

育
園

入
園

の
事

情
も

あ
っ

て
休

業
は

1年
半

に
な

り
ま

し
た

が
、

職
場

復
帰

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
ま

す
。

ま
た

、
近

年
ア

ル
バ

イ
ト

社
員

で
育

児
休

業
を

取
っ

た
人

も
お

り
、

ア
ル

バ
イ

ト
社

員
で

も
休

業
終

了
後

に
は

復
職

す
る

ケ
ー

ス
が

増
え

て
い

ま
す

。
育

児
の

た
め

の
短

時
間

勤
務

の
制

度
も

設
け

て
い

ま
す

が
、

そ
の

場
合

、
何

時
間

短
く

す
る

か
は

本
人

の
希

望
を

聞
い

て
決

め
て

い
ま

す
。

　
当

社
で

は
1か

月
単

位
の

変
形

労
働

時
間

制
を

採
用

し
て

い
ま

す
。

こ
の

た
め

、
育

児
の

都
合

上
、

本
社

で
は

９
時

始
業

を
１

時
間

遅
ら

す
ケ

ー
ス

が
見

ら
れ

ま

す
。

店
舗

の
場

合
は

、
勤

務
が

シ
フ

ト
制

な
の

で
、

本
人

の
希

望
に

沿
っ

た
勤

務
割

を
店

長
が

作
成

す
る

た
め

、
就

労
時

間
の

変
更

は
さ

ほ
ど

必
要

で
は

な
い

の
で

す
が

、
育

児
中

の
社

員
は

で
き

る
だ

け
正

社
員

の
多

い
大

規
模

店
舗

に
異

動
さ

せ
、

勤
務

の
調

整
が

し
や

す
い

よ
う

に
配

慮
し

て
い

ま
す

。
男

性
の

育
児

休
業

は
過

去
に

1
件

あ
り

ま
し

た
。

そ
の

人
の

場
合

、
休

業
期

間
は

2
か

月
と

な
り

ま
し

た
。

　
地

域
貢

献
活

動
に

つ
い

て
は

、
毎

月
第

4月
曜

日
を

「
ね

ぎ
し

新
宿

ク
リ

ー
ン

作
戦

」と
称

し
て

、
朝

8
時

30
分

～
1

時
間

、
社

長
以

下
、

毎
月

当
番

グ
ル

ー
プ

を
決

め
、

そ
の

日
参

加
で

き
る

全
社

員
で

新
宿

駅
周

辺
の

路
上

の
ご

み
拾

い
を

行
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

千
葉

県
多

古
町

の
大

和
芋

農
家

と
交

流
し

、
多

古
町

の
職

員
が

当
社

を
訪

れ
職

場
体

験
を

行
っ

た
り

、
福

島
県

会
津

喜
多

方
に

社
員

が
出

向
き

、
コ

シ
ヒ

カ
リ

米
の

田
植

え
や

稲
刈

り
に

も
参

加
し

て
い

ま
す

。
新

宿
区

の
中

学
生

や
都

内
の

高
校

生
を

職
場

に
受

け
入

れ
イ

ン
タ

ー
シ

ッ
プ

も
行

っ
て

お
り

、
特

別
支

援
学

校
の

生
徒

に
も

店
舗

で
仕

込
み

段
階

だ
け

を
経

験
し

て
も

ら
う

機
会

も
設

け
て

い
ま

す
。

制
度

導
入

の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

取
組

内
容

代
表

者
：

根
岸

 榮
治

従
業

員
数

：
12

2
名

（
男

10
3

名
、

女
19

名
）

ア
ル

バ
イ

ト
：

1,
14

3
名

（
男

49
2

名
、

女
65

1
名

）
所

在
地

：
新

宿
区

西
新

宿
7-

17
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田

ビ
ル
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F

ht
tp

://
w

w
w

.n
eg

is
hi

.c
o.

jp
/

C
o

m
p

an
y 

P
ro

fil
e

20
15

年
9

月
30

日
現

在

株
式

会
社

ね
ぎ

し
フ

ー
ド

サ
ー

ビ
ス

P
ic

k 
u

p
!

年
次

有
給

休
暇

が
取

り
に

く
い

業
界

で
あ

っ
て

も
、

で
き

る
と

こ
ろ

か
ら

取
り

組
む

こ
と

が
重

要
で

す
。

P
ic

k 
u

p
!

育
児

と
仕

事
の

両
立

を
極

力
可

能
に

す
る

た
め

、
人

員
配

置
を

工
夫

し
て

い
ま

す
。

P
ic

k 
u

p
!

新
宿

区
の

活
動

だ
け

で
な

く
、

食
に

関
係

す
る

職
場

体
験

な
ど

、
事

業
に

も
役

立
つ

地
域

貢
献

と
な

っ
て

い
ま

す
。

P
ic

k 
u

p
!

本
人

と
し

っ
か

り
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
は

非
常

に
重

要
で

す
。

当
社

で
は

通
常

、
社

員
を

パ
ー

ト
ナ

ー
と

呼
称

し
ア

ル
バ

イ
ト

の
人

を
A

パ
ー

ト
ナ

ー
、

外
国

人
を

F
パ

ー
ト

ナ
ー

と
呼

ん
で

い
ま

す
。

ま
た

、
当

社
の

社
員

の
う

ち
ア

ル
バ

イ
ト

の
人

が
90

％
を

占
め

、
そ

の
う

ち
の

20
％

が
外

国
人

で
、

外
国

人
の

55
％

が
中

国
人

、
ベ

ト
ナ

ム
人

が
23

％
で

す
。

　
私

ど
も

で
は

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

と
い

う
言

葉
は

最
近

に
な

っ
て

耳
に

し
た

言
葉

で
、当

初
か

ら
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

を
目

指
し

て
き

た
訳

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

当
社

の
創

業
者

社
長

で
あ

る
根

岸
榮

治
は

、
19

70
年

の
創

業
以

来
、

成
功

と
挫

折
を

経
験

し
た

人
物

で
、

他
店

に
社

員
ご

と
す

べ
て

引
き

抜
か

れ
た

と
い

っ
た

挫
折

、
失

敗
の

中
で

、
働

く
仲

間
の

幸
せ

と
仲

間
同

士
が

認
め

合
え

る
企

業
風

土
づ

く
り

が
で

き
な

け
れ

ば
、

お
客

様
に

満
足

し
て

い
た

だ
け

な
い

と

考
え

『
ね

ぎ
し

の
思

い
』と

題
す

る
目

標
を

掲
げ

、
働

く
仲

間
と

お
客

様
の

満
足

を
通

し
て

独
自

の
商

品
、

文
化

・
企

業
風

土
を

創
り

、
10

0
年

企
業

を
目

指
し

て
や

っ
て

き
て

い
ま

す
。

こ
う

し
た

時
間

的
な

経
過

の
中

で
人

の
成

長
や

働
き

が
い

を
願

い
、

社
長

の
人

生
哲

学
を

具
現

化
す

る
営

み
が

自
ず

と
今

で
い

う
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

生
ん

で
き

た
の

だ
と

思
い

ま
す

。
　「

ね
ぎ

し
の

思
い

（
経

営
の

目
的

）」
と

は
、

①
「

働
く

仲
間

の
幸

せ
」と

「
顧

客
の

満
足

」を
通

し
て

、
地

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
取

組
を

ど
の

よ
う

に
進

め
て

い
き

ま
し

た
か

？

新
宿

ク
リ

ー
ン

作
戦

（
毎

月
第

4
月

曜
日

）

-104-



34
35

も
や

り
が

い
が

圧
倒

的
に

違
い

ま
す

。
　

社
員

が
自

ら
経

営
目

標
の

樹
立

に
参

画
し

、
職

場
の

運
営

を
工

夫
し

、
S

O
に

全
社

員
あ

る
い

は
階

層
ご

と
に

集
ま

っ
て

意
見

を
交

換
し

、
そ

れ
を

自
分

た
ち

の
職

場
に

持
ち

帰
っ

て
業

務
に

反
映

さ
せ

、
売

上
げ

増
に

結
び

つ
け

る
と

い
う

好
循

環
を

作
り

出
す

た
め

、
社

員
に

は
多

く
の

権
限

が
委

譲
さ

れ
裁

量
の

度
合

も
強

い
も

の
と

な
っ

て
い

ま
す

。
店

長
は

各
店

舗
の

経
営

者
で

あ
り

、
パ

ー
ト

ナ
ー

の
採

用
か

ら
処

遇
条

件
を

決
め

る
権

限
ま

で
が

委
譲

さ
れ

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
各

店
舗

に
は

顧
客

ア
ン

ケ
ー

ト
が

常
備

さ
れ

て
お

り
、

毎
月

20
00

通
も

の
回

答
が

返
っ

て
き

ま
す

が
、

そ
の

う
ち

の
40

0
通

は
ス

タ
ッ

フ
へ

の
お

礼
で

す
。

当
社

で
は

「
親

切
」こ

そ
が

究
極

の
企

業
戦

略
で

あ
る

と
し

て
、「

ね
ぎ

し
の

5
大

商
品

」の
一

つ
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

こ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

顧
客

か
ら

褒

め
ら

れ
た

ス
タ

ッ
フ

は
毎

月「
親

切
賞

」の
受

賞
者

と
し

て
表

彰
さ

れ
、

社
内

食
事

券
と

お
客

か
ら

頂
戴

し
た

お
褒

め
の

言
葉

が
そ

の
ま

ま
表

彰
状

に
記

載
さ

れ
授

与
さ

れ
ま

す
。

　
社

内
的

に
は

E
S

ア
ン

ケ
ー

ト（
従

業
員

意
識

調
査

）
も

定
期

的
に

実
施

さ
れ

て
お

り
、

そ
こ

に
出

て
き

た
社

員
の

不
満

等
は

す
ぐ

に
改

善
さ

れ
る

仕
組

み
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

う
し

た
各

種
の

共
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

徹
底

な
ど

き
め

細
か

な
日

常
活

動
が

、
当

社
の

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
バ

ッ
ク

ボ
ー

ン
に

な
っ

て
い

る
と

い
え

ま
す

。

　
高

校
生

の
定

期
採

用
を

始
め

て
い

ま
す

が
、

そ
の

中
か

ら
初

め
て

、
店

長
職

の
人

が
誕

生
し

ま
し

た
。

ま
だ

20
代

前
半

で
す

が
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

も
っ

て
店

舗
を

運
営

し
、

会
議

な
ど

で
提

案
さ

れ
た

こ
と

も
素

直
に

受
け

入
れ

職
場

改
善

に
生

か
し

て
い

ま
す

。
彼

の
姿

に
職

業
人

と
し

て
の

成
長

を
感

じ
ま

す
し

、
そ

れ
を

見
て

私
た

ち
が

や
っ

て
い

る
こ

と
は

間
違

っ
て

い
な

い
と

確
信

し
ま

す
。

た
だ

、
休

日
や

休
暇

・
休

業
な

ど
に

つ
い

て
は

ま
だ

ま
だ

の
状

況
な

の
で

よ
り

一
層

改
善

し
、

多
様

な
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
推

進
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

企
業

は
利

益
を

出
し

て
は

じ
め

て
存

続
で

き
、

そ
れ

に
よ

っ
て

働
く

人
の

労
働

条
件

の
改

善
も

図
っ

て
い

け
る

と
い

う
相

互
関

係
を

し
っ

か
り

見
つ

め
、

会
社

の
あ

り
様

と
社

員
の

働
き

方
、

生
活

と
の

バ
ラ

ン
ス

を
考

え
て

い
く

こ
と

が
大

切
で

は
な

い
か

と
考

え
て

い
ま

す
。

今
後

の
方

向
性

、
課

題
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

　
弊

社
は

、
牛

た
ん

専
門

店
を

東
京

都
内

に
34

店
舗

と
横

浜
に

3
店

舗
を

経
営

。
外

食
業

界
は

、
流

行

に
左

右
さ

れ
、

企
業

の
永

続
性

が
難

し
い

業
界

で
も

あ
り

ま
す

。
従

っ
て

、
弊

社
の

経
営

の
目

的
は

、「
働

く
仲

間
の

幸
せ

と
10

0
年

企
業

」で
す

。
理

念
を

共
有

し
た

人
が

自
由

闊

達
に

仕
事

に
取

組
む

こ
と

で
、

自
分

の
成

長
を

実
感

し
、

仕
事

が
我

が
事

と
な

り
、

働
き

甲
斐

に
繋

が
る

。
そ

の
成

長
を

認
め

合
う

風
土

づ
く

り
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
を

つ
く

り
、

結
果

的
に

企
業

の
永

続
性

に
繋

が
る

と
考

え
ま

す
。

そ
の

仕
組

み
の

一
つ

と
し

て
、

全
店

、
ア

ン
ケ

ー
ト

葉
書

を

常
設

し
、

お
客

様
よ

り
、

お
褒

め
頂

い
た

ス
タ

ッ
フ

全
員

を
「

親
切

賞
」と

し
て

、
毎

月
全

社
員

が
集

ま
る

全
体

会
議

で
、

毎
月

40
0

名
以

上
を

表
彰

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、店
長

も
参

画
し

て
策

定
す

る
経

営
指

針
書

に
お

い
て

、

具
体

的
に

、
5

日
間

連
続

休
暇

10
0％

取
得

や
残

業
時

間
削

減
、

離
職

率
削

減
な

ど
更

な
る

改
善

目
標

を
明

確
に

し
て

、
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

飲
食

業
は

長
時

間
労

働
に

な
り

や
す

く
、

ま
た

土
日

営
業

も
あ

り
ま

す
。

そ
の

た
め

店
長

等
、

現
場

の
責

任
者

の
方

は
有

給
休

暇
の

取
得

が
難

し
い

業
界

と
言

え
ま

す
。

こ
ち

ら
の

会
社

は
社

員
と

し
っ

か
り

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
り

な
が

ら
、

で
き

る
取

組
は

率
先

し
て

行
い

、
従

業
員

満
足

も
重

視
し

た
経

営
を

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
優

れ
て

い
ま

す
。

地
域

貢
献

活
動

に
つ

い
て

も
、

地
元

に
加

え
、

農
家

と
の

協
働

な
ど

、
会

社
経

営
に

も
生

か
し

て
い

ま
す

。

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
か

ら

域
・

社
会

等
か

ら
高

い
評

価
を

受
け

、
業

績
も

抜
群

に
優

れ
て

い
る

10
0

年
企

業
を

目
指

す
②

「
日

本
の

と
ろ

ろ
文

化
」に

貢
献

す
る

③
お

い
し

い
味

づ
く

り
で

楽
し

い
街

づ
く

り
、

か
ら

な
っ

て
い

ま
す

。
当

社
に

は
「

ね
ぎ

し
の

思
い

」を
は

じ
め

い
く

つ
も

の
文

章
化

さ
れ

た
社

内
規

範
が

あ
り

ま
す

が
、

そ
れ

ら
に

底
流

し
て

い
る

の
は

社
員

を
仲

間
と

し
て

尊
び

、
社

員
の

成
長

こ
そ

が
会

社
の

成
長

に
つ

な
が

る
と

い
う

哲
学

で
す

。
人

は
財

産
で

あ
り

、
教

育
と

は
教

え
る

こ
と

で
は

な
く

「
共

育
」で

あ
る

と
し

て
、

共
育

は
理

念
を

共
有

し
た

人
が

、
も

の
ご

と
の

計
画

段
階

か
ら

参
画

し
て

P
D

C
A

を
回

し
て

い
く

こ
と

だ
と

謳
わ

れ
て

い
ま

す
。

た
だ

、
当

社
で

い
う

P
D

C
A

の
C

は
チ

ェ
ッ

ク
で

は
な

く
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
で

す
。

自
分

た
ち

で
考

え
、

徹
底

的
に

話
し

合
い

、
自

ら
実

行
し

て
い

こ
う

と
い

う
思

想
が

あ
り

ま
す

。
　

当
社

に
は

定
型

的
な

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

だ
け

で
も

10
ほ

ど
あ

り
ま

す
が

、
そ

の
う

ち
７

つ
は

毎
月

あ
る

い
は

毎
週

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

話
合

い
や

コ
ン

テ
ス

ト
が

好
き

な
会

社
で

す
が

、
そ

の
う

ち
で

も
最

も
大

切
な

も
の

の
一

つ
が

経
営

指
針

書
策

定
会

議
で

す
。本

社
を

サ
ポ

ー
ト

オ
フ

ィ
ス

（
S

O
）と

呼
ん

で
い

ま
す

が
、

現
在

37
店

舗
あ

る
全

店
長

と
S

O
メ

ン
バ

ー
、

社
長

が
顔

を
突

き
合

わ
せ

て
次

年
度

の
経

営
計

画
を

11
月

か
ら

4月
の

間
10

回
ほ

ど
会

議
を

持
ち

作
成

し
て

い
ま

す
。

こ
れ

は
19

96
年

か
ら

行
わ

れ
て

お
り

、
自

分
た

ち
で

考
え

て
自

ら
実

行
す

る
も

の
だ

け
に

、
日

々
の

業
務

一
つ

と
っ

て

P
ic

k 
u

p
!

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

や
、

ア
ン

ケ
ー

ト
で

出
て

き
た

意
見

を
経

営
と

し
て

大
事

に
し

て
お

り
、

顧
客

満
足

と
従

業
員

満
足

を
両

方
重

視
し

て
い

る
こ

と
が

伺
え

ま
す

。

働
く

仲
間

の
幸

せ
と

10
0

年
企

業
へ

の
風

土
づ

く
り

全
体

会
議

で
親

切
賞

表
彰

接
客

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

ン
グ

コ
ン

テ
ス

ト
ク

レ
ン

リ
ネ

ス
コ

ン
テ

ス
ト

優
勝

店
舗

表
彰

代
表

取
締

役
社

長

根
岸

 榮
治

さ
ん
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1
週

間
休

暇
の

導
入

年
度

内
に

年
休

・
代

休
・

夏
期

休
暇

等
特

別
休

暇
を

使
用

し
、

連
続

5
営

業
日

の
休

暇
を

取
得

す
る

こ
と

を
推

進
し

て
い

ま
す

。

四
半

期
休

暇
の

導
入

四
半

期
ご

と
に

年
休

・
代

休
・

夏
期

休
暇

等
特

別
休

暇
を

使
用

し
、

2
営

業
日

の
休

暇
を

取
得

す
る

こ
と

を
推

進
し

て
い

ま
す

（
1

週
間

休
暇

ま
た

は
2

週
間

休
暇

を
取

得
す

る
四

半
期

は
除

く
）。

2
週

間
休

暇
の

導
入

4月
時

点
で

勤
続

5
年

以
上

6
年

未
満

の
社

員
の

う
ち

、
30

日
以

上
年

休
残

の
あ

る
者

を
会

社
が

指
名

し
、

指
名

さ
れ

た
者

は
、

年
休

・
代

休
・

夏
期

休
暇

等
特

取
組

内
容

フ
コ

ク
し

ん
ら

い
生

命
保

険
株

式
会

社

法
定

を
上

回
る

育
児

支
援

制
度

の
実

施
・

育
児

休
業

の
最

初
の

5
日

間
を

有
給

化
・

産
前

産
後

休
暇

は
産

前
8

週
目

よ
り

利
用

可
能

・
短

時
間

勤
務

制
度

と
所

定
外

労
働

免
除

は
、

子
が

小
学

校
3

年
生

の
年

度
末

ま
で

利
用

可
能

母
性

健
康

管
理

相
談

体
制

の
整

備
・「

産
休

・
育

休
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
」の

作
成

・
社

内
に

常
駐

す
る

保
健

師
に

よ
る

妊
娠

中
の

従
業

員
へ

の
定

期
面

談

　
当

社
で

は
ま

ず
、

す
べ

て
の

社
員

が
均

し
く

活
躍

で
き

る
環

境
を

作
る

た
め

に
、

多
様

な
ラ

イ
フ

イ
ベ

ン
ト

の
な

か
で

も
、

特
に

就
業

が
中

断
さ

れ
や

す
い

育
児

や
介

護
に

関
連

す
る

制
度

を
法

定
以

上
に

充
実

さ
せ

ま
し

た
。

あ
わ

せ
て

、
制

度
の

周
知

を
は

じ
め

と
し

た
受

け
入

れ
態

勢
の

整
備

を
続

け
た

結
果

、
こ

れ
ま

で
の

育
児

・
介

護
休

職
者

は
全

員
復

職
し

て
い

ま
す

。
小

さ
い

会
社

な
の

で
き

め
細

か
く

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
た

の
は

大
き

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。
　

ま
た

、
女

性
社

員
の

活
躍

機
会

を
拡

大
す

る
た

め
に

、
従

業
員

区
分

を
撤

廃
（

一
般

職
廃

止
）し

ま
し

た
。

あ
と

は
、

量
的

な
面

の
改

善
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
全

体
の

要
員

数
に

占
め

る
男

性
比

率
は

約
75

％
、

管
理

職
登

用
で

は
圧

倒
的

に
男

性
比

率
が

高
い

状
況

が
続

い
て

お
り

、
当

社
に

お
け

る
一

つ
の

課
題

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
こ

の
男

女
労

働
者

の
間

に
事

実
上

生
じ

て
い

る
差

に
つ

い
て

は
、

日
本

の
金

融
業

界
に

あ
る

固
定

的
な

性
別

に
よ

る
役

割
分

担
意

識
や

過
去

の
経

緯
が

大
き

く
影

響
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

を
解

消
す

る
に

は
、

積
極

的
な

是
正

措
置

（
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

・
ア

ク
シ

ョ
ン

）が
必

要
と

判
断

し
ま

し
た

。
　

そ
こ

で
、

20
13

年
3

月
に

社
長

名
で

「
女

性
の

活
躍

推
進

宣
言

」を
発

信
す

る
と

と
も

に
、「

活
躍

機
会

の
拡

大
」を

柱
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
に

し
ま

し
た

。
そ

の
た

め
に

は
男

女
共

に
意

識
を

変
え

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
、

女
性

社
員

向
け

の
研

修
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
男

性
管

理
者

向
け

の
研

修
も

実
施

し
ま

し
た

。

　
20

13
年

度
か

ら
は

、「
2

週
間

休
暇

」と
い

う
他

社
に

も
あ

ま
り

例
の

な
い

長
期

休
暇

を
導

入
し

ま
し

た
。

中
小

企
業

は
一

人
ひ

と
り

の
役

割
が

大
き

く
、

業
務

が
属

人
化

し
て

い
る

と
一

従
業

員
が

抜
け

た
際

の
業

務
継

続
リ

ス
ク

が
大

き
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
こ

の
休

暇
制

度
は

、
業

務
継

続
に

対
す

る
組

織
力

強
化

や
訓

練
で

も
あ

り
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

だ
け

で
な

く
リ

ス
ク

管
理

と
い

う
観

点
か

ら
推

進
し

て
い

る
こ

と
が

特
徴

で
あ

る
と

言
え

ま
す

。

制
度

導
入

の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

P
ic

k 
u

p
!

誰
か

が
休

ん
で

も
業

務
が

回
る

体
制

づ
く

り
と

す
る

こ
と

で
、

従
業

員
の

福
利

厚
生

だ
け

で
は

な
い

、
経

営
戦

略
と

し
て

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

つ
な

が
り

ま
す

。

フ
コ

ク
し

ん
ら

い
生

命
保

険
は

、
信

用
金

庫
や

銀
行

の
窓

口
な

ど
代

理
店

で
の

保
険

販
売

に
特

化
し

た
生

命
保

険
会

社
で

す
。

企
業

理
念

と
し

て
、「

一
翼

を
に

な
う

存
在

を
め

ざ
し

て
」

を
掲

げ
、“

お
客

さ
ま

の
生

活
”、

“
パ

ー
ト

ナ
ー

”、
“

富
国

生
命

グ
ル

ー
プ

”、
“

社
員

の
人

生
”、

“
社

会
”

の
一

翼
を

担
う

存
在

で
あ

り
続

け
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
社

員
の

人
生

の
一

翼
を

担
う

こ
と

に
つ

い
て

は
、

す
べ

て
の

社
員

が
仕

事
を

通
し

た
自

己
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
行

動
で

き
る

よ
う

支
援

し
て

い
ま

す
。

代
表

者
：

山
本

 幹
男

従
業

員
数

：
25

2
名

（
男

18
0

名
、

女
72

名
）

所
在

地
：

新
宿

区
西

新
宿

8-
17

-1
 

住
友

不
動

産
新

宿
グ

ラ
ン

ド
タ

ワ
ー

32
F

ht
tp

://
w

w
w

.fu
ko

ku
sh

in
ra

i.c
o.

jp
/

C
o

m
p

an
y 

P
ro

fil
e 20

16
年

1月
1日

現
在

休
業

中
お

よ
び

職
場

復
帰

前
後

の
支

援
・

育
児

休
業

者
職

場
復

帰
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
w

iw
iw

）の
導

入
・

福
利

厚
生

サ
ー

ビ
ス

を
通

じ
、

保
育

施
設

・
ベ

ビ
ー

シ
ッ

タ
ー

な
ど

の
費

用
補

助
・

職
場

復
帰

後
の

個
別

面
談

の
実

施

介
護

休
業

の
期

間
延

長
・

対
象

家
族

1人
に

つ
き

通
算

1年
ま

で
利

用
可

能

別
休

暇
を

使
用

し
、

年
度

内
に

連
続

2
週

間
の

休
暇

を
取

得
し

ま
す

。

休
暇

取
得

者
の

業
務

を
代

行
す

る
体

制
整

備
同

一
業

種
へ

の
複

数
担

当
者

設
定

や
業

務
の

手
順

書
作

成
な

ど
に

よ
り

、
休

暇
取

得
者

が
い

て
も

、
業

務
に

支
障

が
な

い
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

ピ
ン

ク
リ

ボ
ン

 ス
マ

イ
ル

ウ
ォ

ー
ク

20
14

の
様

子
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東

京
都

や
新

宿
区

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

表
彰

制
度

に
応

募
す

る
こ

と
で

、
表

彰
式

や
セ

ミ
ナ

ー
で

登
壇

す
る

機
会

を
頂

戴
し

、
ト

ッ
プ

と
し

て
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

発
す

る
必

要
が

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

経
営

陣
も

自
然

と
関

わ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。
　

ま
た

、
20

15
年

度
の

社
員

総
会

で
は

、「
働

き
方

改
革

」を
テ

ー
マ

に
講

演
会

を
開

い
た

こ
と

も
あ

り
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

は
経

営
戦

略
の

一
環

で
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
会

社
全

体
に

理
解

が
深

ま
っ

た
と

思
わ

れ
ま

す
。

経
営

陣
を

ど
の

よ
う

に
巻

き
込

ん
だ

の
で

す
か

？

P
ic

k 
u

p
!

外
部

の
表

彰
制

度
へ

の
応

募
は

、
自

社
の

取
組

の
現

状
を

知
る

こ
と

も
で

き
、

非
常

に
有

効
で

す
。

　
20

08
年

度
以

降
、

均
し

く
活

躍
で

き
る

環
境

の
整

備
に

ト
ッ

プ
ダ

ウ

ン
・

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

双
方

か
ら

取
り

組
ん

だ
結

果
、

以
降

の
育

休
取

得
率

が

10
0％

と
な

る
な

ど
変

化
は

目
に

見
え

て
出

て
い

ま
す

。
ま

た
、

20
13

年
度

よ
り

2
週

間
の

長
期

休
暇

制
度

を
設

け
た

こ
と

で
、

社
員

一
人

ひ
と

り
に

業

務
継

続
リ

ス
ク

に
対

す
る

意
識

が
高

ま
り

、
15

0
を

超
え

る
業

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
整

備
さ

れ
る

な
ど

、
会

社
全

体
の

組
織

力
の

強
化

に
つ

な
が

り
ま

し
た

。

　
一

般
的

に
、

中
小

企
業

は
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

が
難

し

い
と

言
わ

れ
が

ち
で

す
が

、
経

営
者

と
従

業
員

の
距

離
が

近
い

の
で

、
ト

ッ

プ
が

本
気

に
な

れ
ば

全
社

的
な

取
組

が
推

進
し

や
す

い
で

す
。

ま
た

、
従

業

員
の

声
を

聴
く

機
会

を
持

て
ば

、
現

実
的

な
施

策
に

柔
軟

か
つ

ス
ピ

ー
デ

ィ

に
反

映
さ

せ
や

す
い

の
で

は
な

い
か

と
考

え
ま

す
。

代
表

取
締

役
社

長

山
本

 幹
男

さ
ん

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
し

て
き

て

　
妊

娠
中

・
産

休
育

休
中

・
復

職
前

の
社

員
に

は
、

保
健

師
が

定
期

的
に

フ
ォ

ロ
ー

を
行

い
ま

し
た

。
子

ど
も

を
産

ん
で

働
き

続
け

る
女

性
社

員
の

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

が
い

な
か

っ
た

の
で

、
部

署
を

越
え

た
マ

マ
た

ち
の

横
の

つ
な

が
り

を
作

る
こ

と
が

必
要

と
考

え
、

ラ
ン

チ
会

を
行

い
ま

し
た

。
育

休
中

の
社

員
が

い
る

部
署

に
対

し
て

は
人

員
を

補
充

し
ま

し
た

。
育

休
か

ら
の

復
職

者
は

元
の

所
属

へ
の

復
帰

が
原

則
で

す
が

、
繁

忙
期

、
残

業
時

間
が

ぶ
れ

な
い

部
署

に
あ

え
て

配
属

し
た

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

状
況

を
見

極
め

て
、

本
人

も
納

得
し

て
進

め
て

い
く

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

P
ic

k 
u

p
!

ト
ッ

プ
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
発

信
や

、
説

明
会

で
現

場
の

理
解

を
得

た
だ

け
で

な
く

、
管

理
職

も
例

外
に

せ
ず

同
じ

よ
う

に
取

り
組

ん
で

い
る

の
で

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
が

全
社

的
な

取
組

と
な

っ
て

い
ま

す
。

P
ic

k 
u

p
!

部
署

を
超

え
た

つ
な

が
り

を
作

る
こ

と
で

、
職

場
で

は
相

談
で

き
な

い
悩

み
を

共
有

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

現
場

へ
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

浸
透

さ
せ

る
に

あ
た

っ
て

、
苦

労
し

た
点

は
？

育
児

と
仕

事
の

両
立

に
つ

い
て

は
、

人
事

ス
タ

ッ
フ

が
一

人
ひ

と
り

に
対

し
て

細
や

か
な

気
配

り
を

さ
れ

て
い

た
こ

と
が

効
果

的
な

取
組

と
な

っ
て

い
ま

す
。

職
場

で
育

児
中

の
方

は
自

分
ひ

と
り

と
い

う
場

合
に

、
職

場
を

超
え

た
横

の
つ

な
が

り
が

あ
る

こ
と

は
、

悩
み

だ
け

で
な

く
、

仕
事

や
育

児

に
つ

い
て

の
先

輩
社

員
の

工
夫

も
共

有
で

き
ま

す
。

休
暇

取
得

促
進

に
つ

い
て

も
、

経
営

ト
ッ

プ

が
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
と

っ
て

、
福

利
厚

生
だ

け
で

は
な

く
経

営
戦

略
と

し
て

、
誰

か
が

休
ん

で
も

業
務

が
回

る
体

制
づ

く
り

に
取

り
組

ま
れ

て
い

る
と

こ
ろ

が
非

常
に

優
れ

て
い

る
と

言
え

ま
す

。

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
か

ら

　
環

境
の

変
化

や
お

客
さ

ま
の

ニ
ー

ズ
に

柔
軟

に
対

応
す

る
た

め
に

は
、

多
様

な
価

値
観

を
受

容
で

き
る

会
社

に
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

更
に

推
進

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

多
様

な
人

材
が

活
躍

し
、

能
力

を
発

揮
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
が

今
ま

で
以

上
に

重
要

と
な

っ
て

き
て

い
る

の
で

、
今

後
は

、
す

べ
て

の
社

員
が

決
め

ら
れ

た
時

間
内

で
成

果
を

出
せ

る
よ

う
働

き
方

を
見

直
す

「
働

き
方

の
改

革
」を

進
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

今
後

の
方

向
性

、
課

題
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

東
京

都
ゴ

ー
ル

ボ
ー

ル
交

流
会

フ
ァ

ミ
リ

ー
デ

ー
食

事
会

　
2

週
間

休
暇

導
入

に
あ

た
っ

て
は

、
当

初
は

、
日

本
企

業
に

あ
り

が
ち

な
休

暇
を

取
ら

な
い

こ
と

を
美

徳
と

す
る

雰
囲

気
が

一
部

に
あ

り
、

年
齢

層
の

高
い

方
を

中
心

に
「

休
み

す
ぎ

」と
の

意
見

が
多

数
あ

り
ま

し
た

。
こ

れ
に

対
し

て
、ト

ッ
プ

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

で
休

暇
制

度
の

趣
旨

を
伝

え
た

り
、

人
事

制
度

改
正

の
説

明
会

で
趣

旨
を

丁
寧

に
伝

え
た

り
し

て
社

員
の

理
解

を
得

ま
し

た
。

初
年

度
は

７
割

取
得

で
き

ま
し

た
。

部
長

や
グ

ル
ー

プ
長

も
取

得
し

て
い

ま
す

。
休

暇
を

取
っ

た
社

員
は

、
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
を

図
り

、
仕

事
へ

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
向

上
し

て
い

ま
す

。
他

の
所

属
員

は
代

替
業

務
を

経
験

す
る

こ
と

で
、

業
務

の
幅

が
広

が
り

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

も
つ

な
が

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
長

期
休

暇
を

取
る

こ
と

で
、

他
の

所
属

員
へ

の
感

謝
の

気
持

ち
や

会
社

に
対

す
る

帰
属

意
識

に
も

つ
な

が
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。
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当

機
関

の
有

給
休

暇
取

得
率

は
ほ

ぼ
10

0％
で

あ
り

、
仕

事
と

休
み

の
メ

リ
ハ

リ
を

大
切

に
し

て
い

ま
す

。
1

～
2

週
間

の
長

期
休

暇
取

得
者

も
多

い
た

め
、

仕
事

が
滞

ら
な

い
よ

う
、

あ
ら

か
じ

め
何

が
ど

こ
に

あ
る

と
い

う
情

報
や

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

状
況

に
つ

い
て

チ
ー

ム
で

共
有

し
、

カ
バ

ー
で

き
る

体
制

を
と

っ
て

い
ま

す
。

　
部

署
や

役
職

に
関

わ
ら

ず
、

常
に

密
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
り

、
情

報
共

有
を

行
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
急

な
不

在
時

に
も

対
応

で
き

る
よ

う
、

部
門

に
関

係
な

く
互

い
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
シ

ス
テ

ム
上

の
共

有
カ

レ
ン

ダ
ー

で
い

つ
で

も
見

ら
れ

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

　
各

ス
タ

ッ
フ

が
無

駄
の

な
い

働
き

方
を

意
識

し
、

い
か

に
よ

り
効

率
的

に
働

け
る

か
常

に
自

主
的

に
見

直
し

を
行

っ
て

い
ま

す
。

非
管

理
職

の
働

き
方

に
つ

い
て

、
日

本
企

業
で

は
上

か
ら

命
令

が
来

て
動

く
イ

メ
ー

ジ
が

強
い

一
方

、
当

機
関

で
は

自
発

的
に

仕
事

に
取

り
組

み
、

タ
イ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

行
う

こ
と

で
、

各
人

に
と

っ
て

の
ベ

ス
ト

な
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

可
能

に
し

て
い

ま
す

。
　

私
が

こ
れ

ま
で

働
い

て
き

た
日

本
の

職
場

で
は

外
資

系
で

あ
っ

て
も

、「
遅

い
時

間
ま

で
な

ん
と

な
く

い
る

」
と

い
う

カ
ル

チ
ャ

ー
が

あ
り

、
営

業
を

担
当

し
て

い
た

時
は

19
時

で
帰

る
と

不
思

議
が

ら
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
し

た
。

部
署

に
よ

っ
て

は
22

時
ま

で
働

く
こ

と
が

当
た

り
前

の
風

土
で

し
た

。
　

当
機

関
で

は
フ

レ
ッ

ク
ス

タ
イ

ム
制

を
活

用
し

、
各

人
の

業
務

の
繁

閑
や

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

の
予

定
に

あ
わ

せ
て

勤
務

時
間

を
管

理
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

コ
ア

タ
イ

ム
が

12
:0

0
～

13
:0

0と
短

い
の

で
、

柔
軟

な
働

き
方

も
可

能
で

す
。

　
各

ス
タ

ッ
フ

が
固

定
の

机
を

持
た

ず
、

日
に

よ
っ

て
好

き
な

席
を

選
ぶ

フ
リ

ー
ア

ド
レ

ス
制

を
導

入
し

て
い

ま
す

。
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ド

ラ
イ

ブ
で

部
署

ご
と

に
フ

ォ
ル

ダ
を

共
有

し
て

い
ま

す
が

、
各

人
が

そ
れ

ぞ
れ

の
ル

ー
ル

で
文

書
を

管
理

す
る

と
フ

ァ
イ

ル
を

探
す

の
に

時
間

が
か

か
り

、
効

率
的

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
文

書
管

理
を

見
直

す
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
、

一
定

の
ル

ー
ル

で
保

存
す

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
、

業
務

効
率

の
向

上
を

図
り

ま
し

た
。

　
育

児
休

業
に

よ
り

欠
員

が
出

る
場

合
は

、
通

常
派

遣
職

員
を

雇
っ

て
い

ま
す

。
即

戦
力

と
な

る
代

替
要

員
を

確
保

す
る

こ
と

で
業

務
レ

ベ
ル

を
維

持
し

、
同

じ
チ

ー
ム

の
ス

タ
ッ

フ
の

負
担

が
最

低
限

に
な

る
よ

う
努

め
て

い
ま

す
。

　
男

性
の

育
児

参
加

に
つ

い
て

は
、

当
機

関
の

配
偶

者
出

産
休

暇
は

10
日

と
比

較
的

長
い

期
間

取
得

す
る

事
が

可
能

で
す

。
ブ

リ
テ

ィ
ッ

シ
ュ

・
カ

ウ
ン

シ
ル

は
、

19
34

年
に

設
立

さ
れ

た
英

国
の

公
的

な
国

際
文

化
交

流
機

関
で

す
。

現
在

、
世

界
10

0
以

上
の

国
と

地
域

で
活

動
を

展
開

し
て

お
り

、
英

国
と

諸
外

国
の

間
の

文
化

交
流

活
動

を
推

進
し

て
い

ま
す

。
主

な
活

動
分

野
は

、
英

語
、

ア
ー

ツ
、

教
育

で
、

英
会

話
ス

ク
ー

ル
の

運
営

や
IE

LT
S（

ア
イ

エ
ル

ツ
）の

共
同

運
営

の
ほ

か
、

英
国

留
学

に
関

す
る

情
報

提
供

、
国

際
的

な
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
構

築
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

日
本

で
は

、
20

13
年

に
日

本
創

立
60

周
年

を
迎

え
ま

し
た

。

残
業

時
間

短
縮

、
有

給
休

暇
の

取
り

や
す

い
環

境
の

整
備

フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

制
の

導
入

に
よ

る
残

業
時

間
の

縮
小

、
有

給
休

暇
の

取
り

や
す

い
環

境
、

試
験

休
暇

や
研

修
制

度
等

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
を

通
し

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
意

識
し

た
働

き
や

す
い

職
場

づ
く

り
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
き

ま
し

た
。

取
組

内
容

代
表

者
：

マ
ッ

ト
・

バ
ー

ニ
ー

従
業

員
数

：
10

8
名

（
男

52
名

、
女

56
名

）
所

在
地

：
新

宿
区

神
楽

坂
1-

2
w

w
w

.b
rit

is
hc

ou
nc

il.
or

.jp

C
o

m
p

an
y 

P
ro

fil
e

20
16

年
3

月
18

日
現

在

ブ
リ

テ
ィ

ッ
シ

ュ
・

カ
ウ

ン
シ

ル
P

ic
k 

u
p

!

情
報

共
有

を
す

る
こ

と
で

、
互

い
に

休
暇

を
取

り
や

す
い

環
境

整
備

に
つ

な
が

り
ま

す
。

P
ic

k 
u

p
!

コ
ア

タ
イ

ム
が

短
い

の
で

、
よ

り
柔

軟
な

働
き

方
が

で
き

る
一

方
、

各
人

の
よ

り
高

い
自

主
性

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
取

組
を

ど
の

よ
う

に
進

め
て

い
き

ま
し

た
か

？

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
す

る
理

解
を

深
め

る
た

め
の

会
議

平
成

25
年

度
　

新
宿

区
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
優

良
企

業
表

彰
　

受
賞
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日

本
オ

フ
ィ

ス
の

ト
ッ

プ
で

あ
る

駐
日

代
表

自
ら

、
在

宅
勤

務
や

長
期

休
暇

の
取

得
に

よ
り

積
極

的
に

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
ス

タ
ッ

フ
の

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
な

っ
て

い
ま

す
。

生
産

性
向

上
の

た
め

に
は

適
度

に
休

む
と

い
う

考
え

が
浸

透
し

て
お

り
、

休
み

は
仕

事
の

敵
と

い
う

考
え

は
あ

り
ま

せ
ん

。
　

仕
事

を
進

め
る

上
で

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

を
重

視
し

て
お

り
、

何
か

問
題

が
あ

れ
ば

チ
ー

ム
で

解
決

す
る

こ
と

が
根

付
い

て
い

ま
す

。
ブ

リ
テ

ィ
ッ

シ
ュ

・
カ

ウ
ン

シ
ル

が
重

ん
じ

る
価

値
観

の
一

つ
に

誠
実

性
が

あ
り

、
間

違
い

や
、

困
っ

た
こ

と
が

起
き

た
時

は
上

司
や

関
係

す
る

人
に

す
ぐ

報
告

し
て

、
時

間
を

無
駄

に
せ

ず
、

問
題

が
大

き
く

な
る

前
に

解
決

す
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。

　
ブ

リ
テ

ィ
ッ

シ
ュ

・
カ

ウ
ン

シ
ル

で
は

あ
る

程
度

個
人

の
自

由
が

認
め

ら
れ

る
一

方
、

責
任

感
を

持
っ

て
働

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

に
は

会
社

と
従

業
員

の
信

頼
関

係
が

不
可

欠
で

す
。

　
当

機
関

の
魅

力
と

し
て

、
そ

の
よ

う
な

自
主

性
を

尊
重

す
る

風
土

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

ス
タ

ッ
フ

の
信

頼
関

係
、

女
性

の
働

き
や

す
さ

な
ど

が
あ

る
か

と
思

い
ま

す
。

近
年

入
職

し
た

ス
タ

ッ
フ

の
多

く
が

、
こ

う
い

っ
た

組
織

風
土

や
職

場
環

境
を

重
視

す
る

傾
向

に
あ

り
ま

す
。

　
マ

ラ
ソ

ン
の

よ
う

に
最

初
か

ら
長

時
間

勤
務

を
前

提
で

働
く

よ
り

、
ス

プ
リ

ン
ト

走
の

よ
う

に
時

間
に

制
限

を
設

け
て

集
中

的
に

仕
事

に
取

り
組

む
ほ

う
が

効
率

の
向

上
に

つ
な

が
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
子

供
を

持
つ

ス
タ

ッ
フ

も
い

ま
す

が
、

決
ま

っ
た

時
間

に
帰

ら
な

い
と

い
け

な
い

と
い

う
制

約
の

中
で

や
る

べ
き

こ
と

を
や

る
と

な
る

と
、

必
然

的
に

工
夫

を
し

た
り

、
早

い
段

階
で

相
談

し
て

く
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
　

す
べ

て
の

仕
事

が
今

日
中

に
全

部
終

わ
る

こ
と

は
無

い
こ

と
を

意
識

し
な

が
ら

、
何

を
い

つ
や

る
べ

き
か

考
え

る
こ

と
が

大
切

だ
と

思
い

ま
す

。
そ

う
し

な
い

と
結

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

働
き

方
の

考
え

が
浸

透
し

て
お

り
、

生
産

性
向

上
の

た
め

に
は

適
度

に
休

む
こ

と

も
必

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

効
率

的
に

働
く

こ
と

が
で

き
て

い
ま

す
。

ブ
リ

テ
ィ

ッ
シ

ュ
・

カ
ウ

ン
シ

ル
の

価
値

観
で

あ
る

「
誠

実
性

」に
基

づ
き

、
困

っ
た

と
き

は
相

談
し

て
問

題
が

大
き

く
な

る

前
に

皆
で

解
決

す
る

風
土

が
醸

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

業
務

改
善

に
つ

い
て

は
、

簡
単

な
こ

と
で

も

取
り

入
れ

る
こ

と
は

重
要

で
あ

り
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
重

要
性

を
認

識
し

て
い

る

組
織

で
あ

る
と

言
え

ま
す

。

ま
た

、
こ

ち
ら

の
機

関
は

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
推

進
に

も
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

多
様

な
人

材
が

活
躍

で
き

る
組

織
づ

く
り

の
た

め
に

は
、

個
々

の
違

い
を

受
け

入
れ

、
尊

重
す

る
ダ

イ
バ

ー

シ
テ

ィ
の

考
え

方
が

こ
れ

か
ら

非
常

に
重

要
と

な
り

ま
す

。

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
か

ら

　
ブ

リ
テ

ィ
ッ

シ
ュ

・
カ

ウ
ン

シ
ル

は
、

19
34

年
に

設
立

さ
れ

た
英

国
の

公

的
な

国
際

文
化

交
流

機
関

で
す

。
現

在
、

世
界

10
0

以
上

の
国

と
地

域
で

活
動

を
展

開
し

て
お

り
、

英
国

と
諸

外
国

の
間

の
文

化
交

流
活

動
を

推
進

し

て
い

ま
す

。
日

本
で

は
19

53
年

よ
り

活
動

し
て

い
ま

す
。

　
日

本
オ

フ
ィ

ス
で

は
、

フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

制
の

導
入

に
よ

る
残

業
時

間

の
縮

小
、

有
給

休
暇

の
と

り
や

す
い

環
境

、
試

験
休

暇
や

研
修

制
度

等
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

を
通

し
て

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

意
識

し
た

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

　
ま

た
出

産
し

た
職

員
の

育
児

休
業

取
得

率
は

10
0％

で
す

。
職

員
が

育
児

と
仕

事
を

両
立

し
、

活
躍

で
き

る
風

土
を

つ
く

る
こ

と
に

よ
り

、
キ

ャ
リ

ア
形

成
を

支
援

し
、

優
秀

な
人

材
の

確
保

と
定

着
を

図
っ

て
い

ま
す

。

人
事

部
長

ニ
ー

ル
シ

ェ
パ

ー
ド

さ
ん

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

の
充

実
は

仕
事

の
生

産
性

に
つ

な
が

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

局
生

産
性

が
落

ち
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

今
日

中
に

全
部

終
わ

ら
せ

る
こ

と
が

現
実

的
で

は
な

い
こ

と
を

前
提

に
働

く
こ

と
も

必
要

で
し

ょ
う

。
ま

た
、

時
間

を
意

識
す

る
こ

と
で

、
集

中
し

て
無

駄
の

な
い

働
き

方
を

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

　
ブ

リ
テ

ィ
ッ

シ
ュ

・
カ

ウ
ン

シ
ル

は
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

は
じ

め
、

年
齢

、
障

が
い

、
民

族
・

人
種

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

（
ト

ラ
ン

ス
ジ

ェ
ン

ダ
ー

を
含

む
）、

宗
教

・
信

仰
、

性
的

指
向

の
主

に
7

つ
の

分
野

で
平

等
性

・
受

容
性

・
多

様
性

を
推

進
し

て
い

ま
す

。
世

界
中

で
、

英
国

と
各

国
の

人
々

の
た

め
に

国
際

的
な

機
会

を
創

出
し

、
人

と々
の

間
に

信
頼

を
築

く
機

関
と

し
て

、
こ

の
方

針
は

私
た

ち
の

活
動

と
切

り
離

せ
な

い
も

の
で

す
。

日
本

オ
フ

ィ
ス

で
は

各
部

門
の

ス
タ

ッ
フ

か
ら

成
る

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
・

チ
ー

ム
を

結
成

し
、

こ
の

方
針

が
私

た
ち

の
す

べ
て

の
活

動
に

確
実

に
組

み
入

れ
ら

れ
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
現

場
で

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
ポ

イ
ン

ト
は

あ
り

ま
す

か
？

P
ic

k 
u

p
!

仕
事

を
抱

え
込

ま
ず

、
す

ぐ
に

相
談

で
き

る
体

制
づ

く
り

は
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

だ
け

で
な

く
、

業
務

上
の

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

も
つ

な
が

り
ま

す
。

P
ic

k 
u

p
!

今
日

中
に

や
る

べ
き

仕
事

は
何

な
の

か
、

あ
ら

か
じ

め
優

先
順

位
を

つ
け

て
取

り
組

む
こ

と
も

重
要

で
す

。

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
・

ラ
ン

チ
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［
発

行
］新

宿
区

 子
ど

も
家

庭
部

 男
女

共
同

参
画

課
〒

16
0-

00
07

 新
宿

区
荒

木
町

16
  男

女
共

同
参

画
推

進
セ

ン
タ

ー（
ウ

ィ
ズ

新
宿

）
電

話
番

号
：

03
-3

34
1-

08
01

［
発

行
日

］平
成

28
年

3
月

31
日

ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
事
例
集

44

の
ご
案
内

推
サ

進
イ

応
ト

援

新
宿
区
で
は
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
企
業
を
支
援

し
、そ
の
取
組
を
広
く
情
報
発
信
す
る
た
め
に
20
15
年
３
月
に
「
新
宿

区
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
応
援
サ
イ
ト
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

新
宿
区
ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス

ht
tp
:/
/w
w
w
.s
hi
nj
uk
u
-w
lb
.c
om
/

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
は

、
以

下
の

情
報

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

推
進

関
連

の
セ

ミ
ナ

ー
情

報
な

ら
び

に
推

進
企

業
の

好
事

例
な

ど
を

随
時

更
新

し
て

い
き

、コ
ン

テ
ン

ツ
の

充
実

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。皆
様

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
に

関
す

る
ご

協
力

・
ご

支
援

を
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

1
理
解
す
る

ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
の

内
容
や
取
組
の
メ
リ
ッ
ト
が
わ
か
る

●
 ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
（

仕
事

と
生

活
の

調
和

）の
概

念
●

 組
織（

経
営

者
・

管
理

者
）の

方
や

個
人（

働
く・

知
り

た
い

・
学

び
た

い
）の

方
に

と
っ

て
の

意
義

や
必

要
性

2
情
報
を
集
め
る

ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
推
進
支
援
制
度
や

企
業
の
取
組
事
例
が
わ
か
る

●
「

推
進

企
業

認
定

制
度

」の
対

象
・

仕
組

み
・

認
定

ま
で

の
流

れ
●

 新
宿

区
の

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

認
定

を
受

け
る

具
体

的
な

メ
リ

ッ
ト

●
 ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

取
り

組
ん

で
い

る
先

進
企

業
の

取
組

事
例

3
参
画
す
る

ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
の

セ
ミ
ナ
ー
・
勉
強
会
の
日
程
・
内
容
が
わ
か
る

●
 こ

れ
か

ら
開

催
さ

れ
る

セ
ミ

ナ
ー

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
・

勉
強

会
の

日
程

・
内

容
の

ご
案

内
●

 実
施

さ
れ

た
セ

ミ
ナ

ー
・

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
概

要
（

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

講
演

要
旨

・
参

加
者

の
声

　
等

）
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